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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　頭上にはきれいな満月。まんまるでぽってりとした月は、見慣れているはずのそれよりもずいぶんと小さい。

　月光を反射しながら、真しん珠じゆのように真っ白な毛に包まれた雄おすのうさぎが一いつ匹ぴき、よろよろと夜道を進んでいた。

（……わたしには無む謀ぼう過ぎたのかもしれない……）

　自分たちが住む世界を護まもっている結界を破ることで力を使い果たし、うさぎの姿になってしまったのは数時間前のことだ。

　さして高くない山を下りるのにも一苦労して、どうにか麓ふもとの町に辿たどりついた。右も左もわからず、縋すがるように通りかかった野の良ら犬いぬに道を尋たずねたが襲おそいかかられてしまった。鋭するどい牙きばが掠かすった後ろ肢あしはじんじんと熱を持っている。

　あの至近距きよ離りから逃にげることができたのは幸運としか言いようがないだろう。一いつ瞬しゆんでも逃げ遅おくれていれば、この程度のケガでは済まなかったに違ちがいない。

　傷を気にしないように他ほかのことを考えてやり過ごそうとしてもあまり効果はなかった。それどころか痛みは増すばかりで、出血のせいか頭もくらくらしてくる。

　堅かたくて冷たい道を逸それて、芝しば生ふの上にうずくまった。草の匂においにほっとしたが、ここで休んでいる余よ裕ゆうはない。一刻も早く目的地に辿り着き、目的の人物に会わなければいけないのだ。

　なんのためにこの世界に来たのか、頭ではちゃんとわかっている。わかっていても身体からだが動いてくれない。

（姫ひめ巫女みこさまを……、母さまを、お助けしたいのに──）

　そう思ったのを最後に、梔子くちなしは意識を失った。




　　　　＊＊＊




　遅おそい春の訪おとずれに、梅と桃ももと桜が同時に咲さき誇ほこる月つき見み山やま。その景色はまるで桃とう源げん郷きようと見み紛まがうばかりだ。山頂には小さな社があり、月の御み使つかいとしてうさぎが祀まつられている。

　豊かな森の中にひっそりと佇たたずむ社は、無病息災を祈いのる場所であると同時に、人間がその存在を知ることさえできない世界への入り口でもあった。

　月の世界と呼ばれるその場所には、人の姿になることができるうさぎの神しん獣じゆう一族と、彼らに仕える動物の姿のままのうさぎたちが暮らしている。

　月光を糧かてに結界を張り、月の世界を統すべるのは十四代目の姫巫女だ。彼女に護られた世界の中で一族は薬学の修しゆ業ぎように励はげみ、神々へ献けん上じようする薬を創つくり出すことを生業なりわいとしている。

　梔子は、脈々と続いてきた尊く気高い月の一族の末っ子だった。

　立派な寝しん殿でん造づくりの屋や敷しきの真上に、今夜も大きな満月が昇のぼっている。そよそよと夜の風が心地ここちよく通り抜ぬけ、中庭からは虫たちが奏かなでる音色が聞こえていた。

「木もく蓮れん兄さま！　わたしも会合に参加させていただけませんか」

　一族の部屋がある東ひがしの対たいと正せい殿でんとをつなぐ渡わたり廊ろう下かで、今夜の月の光のような向日葵ひまわり色いろの着物に身を包んだ梔子は直じか談だん判ぱんしていた。藤ふじ色いろの着物がよく似合うすらりとした背せ恰かつ好こうの男は、梔子の長ちよう兄けいの木蓮だ。

「梔子……、この会合がどんなに重要なものか、おまえにもわかっているだろう」

「わかっております。ですから……！」

「おまえにはまだ早い」

　取りつく島もなく木蓮はきびすを返して正殿へと向かう。まただめだった、と梔子はしょんぼりと肩かたを落とした。

　月はじめに開かれる会合は、薬の研究報告や行事予定確かく認にんなどを行う重要な場だ。よほどの理由がない限り月の一族が全員集まるのだが、末っ子の梔子はまだ一度も出たことがない。

　兄たちと歳としが離はなれているのは事実だ。けれど梔子とていつまでも子どものままではない。なにより、これ以上ひとりだけ除のけ者にされることに耐たえられなかった。

（まだ若いからという理由で入ってはいけないと言われているけど、本当は右耳のせいなのかもしれないな……）

　ふう、と堪こらえきれずに小さくため息をつくと、それに合わせて頭上の耳が竦すくんだ。先の折れた右耳に伸のばしかけた手を止める。代わりにかぶりを振ふって、気にするなと自分に言い聞かせた。

　月の一族にとって、耳は力の象しよう徴ちようだ。大きさだけでなく、左さ右ゆう対たい称しようであればあるほど人間の姿を保つための月の力をそこに蓄たくわえることができる。

　梔子の耳は大きいものの、右側の先だけが折れていて左右対称とは言えない。

　しかし、聴ちよう力りよくは一族の誰だれよりも優すぐれ、正殿の裏にある渡り廊下にいても中庭の池の鯉こいが跳はねた音を難なく聞き取ることができる。聞き取るだけでなく、その音を分ぶん析せきする力も群を抜いており、足音だけで誰が歩いているのか言い当てることなど造作もなかった。

　だが、そのことを知っているのは一族の母親である姫巫女しかいない。

　その姫巫女が病に臥ふして約半年。誰の手にも負えない病を如何いかにして治すかがここ最近の会合の議題であり最大の問題であることは、梔子にも簡単に想像できる。

（新しい薬のことや行事のことならまだしも、姫巫女さまのことなのに。……母さまのことなら、わたしだって会合に参加したい！）

　どこにもぶつけようのない気持ちを抱かかえながら木蓮が去って行った廊下を見つめていると、ふと、りりん……という鈴すずの音が聞こえた。

「……姫巫女さまがお呼びだ」

　陶とう器きをやさしく転がしたようなその音は、姫巫女の雰ふん囲い気きによく似ている。

　梔子を呼ぶときに使う秘密の鈴はいつも彼女の袂たもとに入っていた。わざと音が小さい鈴にしたのは、梔子にだけ聞こえるようにするためだ。

　右耳を震ふるわせた梔子は、渡り廊下を進み正殿を突つっ切って姫巫女の寝しん所じよがある北きたの対たいへと移動する。

「姫巫女さま、梔子でございます」

「お入りなさい」

　奥おく座ざ敷しきの目印でもある、菖蒲あやめ色いろに染め上げた和紙に満月と蝶ちようが描えがかれた障子の前で正座して声をかけると、即そく座ざに返事が返ってきた。

「お呼びでしょうか」

　音もなく障子を開け、正座をしたまま深く頭を下げた。

　やわらかく微笑ほほえんだ姫巫女は、布ふ団とんの中から梔子を手招く。

「こちらへ」

　促うながされて傍そばに寄るとほっそりとした腕うでを差し出された。

「手伝ってちょうだい」

「……はい」

　ささやくように話す彼女の体調が思わしくないことは、短い会話の中でも窺うかがい知ることができる。

　薄うすい背中を支え、呼吸が整ったところでようやく手を離した。病に臥してから随ずい分ぶんと細くなってしまった身体を、枕まくら元もとに置かれていた肩かた掛かけでそっと包む。

「ありがとう」

「お身体を起こされてもよろしいのですか？」

「ええ、今日はいつもより調子がいいの」

　背筋を伸ばして正座する梔子と姫巫女は顔立ちがよく似ている。瓜うり実ざね型の輪りん郭かくに、漆しつ黒こくの髪かみが艶つやめく。少しつり目がちな大きな瞳ひとみが印象的で、それを縁ふちどるまつ毛は長い。そしてなにより、ふたりの耳は新雪のように真っ白だ。

「浮うかない顔ね、梔子」

「そのようなことは……」

「もしかして、会合に入れなかったからかしら」

　言い当てられ、返す言葉が見つけられずにいる梔子に姫巫女が首を傾かしげる。

「気に病やむことなどなにひとつないわ。あなたの右耳なら、会合で木蓮たちがなにを話しているか、この部屋からでも聞こえるでしょう？」

「……はい。木蓮兄さまのお達しで、とても小さな声で会合を進めておられるようですが……。申し訳ございません、少しであれば聞き取れてしまいます」

　聴力を制せい御ぎよすることは難しい。聞こえ過ぎるのも善し悪あしで、聞きたくないことも、相手が自分に聞かせたくないことも、勝手に耳に入ってきてしまうのだ。

　会合も例外ではなく、参加を許されなくとも内容はわかる。木蓮の配はい慮りよからか会合の議題のためかは定さだかではないが、今夜の会合は特に声が小さかった。それでも、梔子の耳にはしっかりと届いてしまっている。

（聞こえてくるのは仕方ないけど、盗ぬすみ聞きしてるみたいだ……）

　後ろめたさにしゅんと耳を伏ふせる。そのしぐさに姫巫女は目を細めた。

「ならば知っているでしょう。もう為なす術すべなどないわ。……この身体からだがよくないことなど、わたくしが誰より知っています」

「姫巫女さま……」

「みなが持ってきてくれた薬では、……残念だけれど、なにも変わらなかった」

　梔子たち一族は、代々薬学に長たけている。それゆえ、姫巫女の病を治す薬を創り出すことなど造作もないはずだったが、一族の力をもってしても彼女の容態は一向に改善されなかった。

「そういえば……、偵てい察さつ隊にもずいぶんと会っていないわ。梔子は最近、あの子たちと会った？」

　ふいに、姫巫女がなにかを思いついたような表情でそう切り出す。彼女の身体のことばかり考えていた梔子は、その質問にぎくりと耳を強こわ張ばらせた。

　月の世界には、人間界の様子を定期的に観察に出る偵察隊と呼ばれる部隊が存在している。偵察隊には人間界に姿を現してもおかしくない動物たちが選ばれていた。人間界に馴な染じみがあり、なおかつ偵察隊に相応ふさわしい者たちを見定めて選ぶのも姫巫女の仕事のひとつだ。

　彼らから報告を受けることもまた姫巫女の役目だったが、体調を崩くずしてからはそれも難しくなっている。

「あなたは木蓮に叱しかられるたびにここに来て泣いていたわね。……ふふ、懐なつかしい」

「そ、それは昔の話でございます」

　幼い頃ころ、歳の離れた兄弟たちにかまってもらえなかった梔子は、よく月の世界の端はしで偵察隊と遊んでいた。それが排はい他た的てきな兄たちに見つかり、「月の一族たる者が偵察隊の動物たちと親しくするなんて」と叱られるたびにこの奥座敷に逃にげ込んでいたのだが、姫巫女はそのことをしっかりと覚えているらしい。

「……彼らとは今でもよく話をいたします。もちろん、兄さまからは止められておりますが」

　梔子にとっては、偵察隊は今でも友達同然の存在だ。

　神しん獣じゆうである自覚が足りないと苦言を呈ていされても、月の一族だからといって他ほかの動物よりも優れているという考えを持つことは梔子にはできなかった。

「あの子たちは、わたくしたちが知らないことを知っているわ。外の世界のことも、なにか聞いているのかしら？」

「はい。麓ふもとの町の様子やそこに住む人々のことなど、いろいろと。わたしも、彼らから教わることは多くあると思っております」

　梔子の答えに姫巫女が小さく頷うなずく。どこか嬉うれしそうな彼女の表情を見て、はたと気がついた。

（姫巫女さまはどうしてわたしを呼び出されたのだろう。動物たちと話していることをお咎とがめになるわけでもないようだし……）

　物もの腰ごしは常にふんわりとやわらかく、それでいて毅き然ぜんとした面も持ち合わせている彼女の真意が読めずに困こん惑わくしていると、姫巫女はいたずらっ子のような表情でつぶやいた。

「もしかしたら、あの獣じゆう医いであればこの病を治すことができるかもしれないわねぇ」

「……獣医、でございますか？」

「ええ、偵察隊と話しているあなたなら知っているかしら。町には、評判のいい獣医がいると」

「は、はい。話には聞いておりますが……」

　月見山の麓の町にある動物病院のことだろうか。

　町にはいくつか動物病院があるが、野生動物を診みてくれるのは一いつ軒けんだけだと偵察隊から聞いていた。そしてそこの獣医は、やさしくて腕がいいと。

（姫巫女さまはその病院の獣医にご自分を診ていただきたい、と……？）

　兄たちと違ちがい、梔子は人間に対して偏へん見けんを持ってはいない。しかし、一族の長おさである姫巫女の命を人間に預けるとなると話は別だ。

（結界を張るという大切なお役目のある姫巫女さまを人間界にお連れすることはできない。となると、獣医をここに連れて来なければいけないということだ。でも、どうやって……？）

　顎あごに手を当てて考え込んでいる梔子に姫巫女は続ける。

「なんにせよ、他に手はないでしょう。その獣医に診ていただいて、それでも治らないのであればそれがわたくしの天命。……天命は、受け容いれなくてはならないわ」

　凜りんとした声にはっとして姿勢を正した。

　病に臥ふしていてもなお、彼女の強さは健在だ。

　この方を喪うしなうことなんてありえないと梔子は唇くちびるを引き結ぶ。

（……まだ手立てがあるのなら、それに縋すがりたい。姫巫女さまをお助けできるなら）

　両手を握にぎりしめる梔子を見て、姫巫女が肩かたから力を抜ぬいた。それだけで彼女の雰ふん囲い気きが和やわらぐ。

「こうしてあなたと話せてよかった。いつのまにか、言こと葉ば遣づかいもすっかりきれいになって。まだまだ木蓮に叱られているようだけれど、あなたもおとなになったのねえ……」

「ど、どうしてそれをっ？」

「あらあら、当たってしまったかしら？」

「あ、いえ！　最近はあまり、叱られておりません……！」

　梔子をからかってころころと笑う姫巫女の横顔は、このまま消えてしまいそうなほど儚はかない。

　末っ子の自分を慈いつくしみ、成長を喜んでくれている彼女のやさしさが切なかった。

「少し疲つかれました。休みます」

　最後に梔子の髪を撫なで梳すいて姫巫女は言った。

　横になるのを手伝い、掛かけ布ぶ団とんをきれいに整えて頭を下げる。すると、彼女が「今こ宵よいは人間界も満月ね……」と目を閉じて歌うように、そっとつぶやいた。

　奥おく座ざ敷しきの月見窓に目をやり、毎晩変わることのない満月をちらりと見てから「失礼いたします」と部屋を辞した。

　音を立てずに障子を閉め、梔子は長い廊ろう下かを歩きながら考える。

（姫巫女さまが外の世界に頼たよるなんて。鈴すずで呼び出してまでそれをわたしだけにお話しになったのは、なにか理由が……？）

　そうは思うものの、どうして自分が選ばれたのか梔子には見当もつかなかった。

（このことは木蓮兄さまたちもご存じなのかな……）

　仮に知っていたとして、彼らが了りよう承しようするとは思えない。

　眉まゆを寄せて首を横に振ふる長ちよう兄けいを思い浮かべつつ、会合が開かれている部屋の前を通りかかると、数歩先に木蓮の背中を見つけた。

「あ……」

　思わず小さく声を漏もらした梔子に気づき、振り向いた木蓮は訝いぶかし気な目を向けてくる。

「……。まさか、ずっとここにいたわけではないだろうな」

「いいえ、今しがた通りかかっただけにございます」

　顔を見るなり疑われ胸がしくりと痛んだ。

　すぐにでもこの場を去りたくなったが、梔子には木蓮に確かめておかなければいけないことがあった。

「あの、木蓮兄さま」

「なんだ」

「姫巫女さまを、人間界の獣医に診ていただいてはいかがでしょうか……」

　木蓮は梔子の言葉に僅わずかに目を眇すがめた。

「……獣医だと？　梔子、おまえ自分がなにを言っているのかわかっているのか。野や蛮ばんな人間風ふ情ぜいをここに連れてくるなど言語道断。姫巫女さまの一大事になにを考えて……」

　はあ、とこれ見よがしに大きなため息をつかれて梔子は両耳を少しだけ伏せる。

　予想通りの反応に言ってしまったことを後こう悔かいしたが、これではっきりした。

（……そうか、だから姫巫女さまは会合の時間にわたしをお呼びになったんだ。誰だれもいなくなるのを見計らって、本当にふたりきりで話すために）

　梔子は人間を野蛮だなどと思っていない。神獣も人間も動物も、命の価値は同じだ。

　幼い頃、逃げ込んだ奥座敷で何度も聞かされた、「生きとし生きる者はすべて、ひとつの命を全まつとうする尊い存在」という姫巫女の教えは梔子にとって絶対だった。

「……仮に」

　木蓮の声に、梔子は伏ふせていた耳をぴんと立てる。それを見た彼がほんの少しだけ眉をひそめたが、梔子が気づくことはなかった。

「仮に、それが姫巫女さまのご希望だとしても。それでも簡単に許すことはできない。他の者の目もあるだろう。その獣医とやらが我ら一族の存在を信用するかどうかもわからない」

「兄さま……」

「人間界において、この姿は異い形ぎようだ。説得に応じないだけならまだしも、出向いた者が捕つかまってしまったらどうする？」

　長兄の心配はもっともだ。人間界で希け有うな存在だということは、こちらが望むかどうかは別として人目を惹ひく。

（……木蓮兄さまは、『かぐやさま』のことをおっしゃっているんだ。美しいという理由だけで褒ほめそやされ、求きゆう婚こんを断るためとはいえ人間たちに無理難題を押しつけることになって、傷ついて月に戻もどられた……）

　見た目は完全に人間と同じかぐや姫ですら人間界で特別視されたというのに、耳としっぽが生えている自分たちであればなおさらだと木蓮は考えているに違いない。

「姫巫女さまのお身体からだは心配だが、犠ぎ牲せいを出したくもない。……わかるな、梔子」

「……はい。お引き留めして、申し訳ございませんでした」

　頭を下げて縁えん側がわの端に寄ると、しゅっと衣きぬ擦ずれの音がした。

　無む駄だのない所作で歩いていく長兄の背中を見送り、ふと見上げた濃のう紺こんの夜空には幾いくつもの星が瞬またたいている。その中心で一ひと際きわ輝かがやく、満ち欠けすることのない満月は今夜もきれいだ。

　木蓮の言ったことはなにひとつ間ま違ちがっていない。姫巫女が病に臥している今、一族を統とう括かつする任をひとりで背負っている彼が自分たちを心配するのは当然のことだ。

（だけど、このままなにもしないでいるわけにはいかない。わたしだって、姫巫女さまのお役に立ちたい……！）

　他ほかの兄弟たちは毎日忙いそがしく、自由に動くことができるのは除のけ者にされている自分だけだ。──それならば。

「今宵は、人間界も満月……」

　姫巫女の言葉を思い出し、近くて遠い世界に昇のぼっているであろう満月を想像する。

　人間界の満月はおよそ三十日に一晩だけだという。満ち欠けする月の力でも、人型を保つことができるのだろうか。

（……たとえ人間の姿でいられなくなっても、姫巫女さまをお助けできるのかもしれないなら）

　掟おきて破やぶりであろうとも、自分に向けられた期待になんとしても応こたえたい。

　満月の光をたっぷりと浴びながら、梔子はひとり、人間界に行くことを決めた。







　ふっと意識が浮ふ上じようした。どうやら、自分はどこかに横たわっているらしい。

　敷しかれている布に無意識に頰ほおを擦こすりつけると、さらりとした感かん触しよくが返ってくる。微かすかに力を込めて手を握り、自分の身体が人型に戻っていたことに安あん堵どした。だが、身体を包むやわらかな寝ね心地ごこちに違い和わ感かんを覚えた。

　夢ゆめ現うつつで、どうしてこんな場所に寝ているのだろうと思っていると、規則的に繰くり返される深い呼吸音が耳に入る。

　現状把は握あくのために思い切って開けた目に飛び込んできたのは、まっさらな生き成なり色いろだ。

（壁かべ……？　こんな色の壁、屋や敷しきになかった……）

　見覚えのない景色に梔子はいっそう混乱する。

　確か、自分は月の力を借りて掟を破って外の世界に出てきたはずだ。

（……そうだ。姫巫女さまのために、獣じゆう医いを探していたんだ！）

　頭がようやくはっきりしてきて、本来の目的を思い出す。

　とにかく起きようと身じろぐと、左手の甲こうにふわりとなにかが触ふれて梔子は飛び上がるほど驚おどろいた。

「!?　な、なにっ？」

　勢いよく起き上がった梔子は自分が床ゆかから少し高い場所で寝ていたことに気づく。

　あわてて周囲を見回して見つけたふわふわの正体は、白と灰の毛色で青い目をした大きな犬だった。梔子を威い嚇かくすることなくただじっと見つめているだけだが、警けい戒かいしているらしく両耳が立っている。

（なんで犬がこんなところに？　ま、また嚙かまれるかもしれない……！）

　動き出そうとしたが右足に走った鋭するどい痛みに動きを止める。着物の裾すそを捲まくって恐おそる恐る見たそこには、野の良ら犬いぬにつけられた傷があるはずだった。しかし、梔子の目に入ってきたのはきれいに巻かれた真っ白な包帯だ。

「ほ、包帯？　なんで……っ？」

　わけもわからずに右往左往するばかりの梔子の傍そばに、突とつ然ぜん、縞しま模様の猫ねこがすり寄ってくる。

「ぅわっ！　こ、今度は猫？」

　耳を立てた梔子の膝ひざに猫が前あえ肢あしをかける。どうしよう、と思っているとそれまで身動きもしなかった犬が距きよ離りを縮めてきた。咄とつ嗟さにびくりと身体を震ふるわせると、落ち着いた声で『襲おそったりしないから安心しろ』と諭さとされる。

「え……っ？」

　うさぎの神しん獣じゆうである月の一族は動物と会話ができる。しかし、昨夜話しかけた野良犬からは返事が返ってこなかった。人間界では月の力が通用せず、動物とは話すことができないのだと思っていたのだが、これはどういうことだろう。

　驚いて返事もできずにいると、『あなた、名前は？』と膝の上から声をかけられた。

「あ……、あの、梔子と申します……」

　思わず名乗った梔子に『あたしはしま』と返事が返ってくる。喉のどを鳴らす彼女にせがまれて、おっかなびっくり喉のど元もとを撫なでていると『匙さじだ』と短く犬が言った。それが彼の名前らしい。

　二匹ひきの名前を聞いて、梔子はようやく耳を立てるのをやめる。

（よくわからないけど、しまさんも匙さんも……悪い相手じゃ、なさそう……？）

　くるりと膝の上で丸くなったしまの背中を撫でつつ、また右足に目をやった。

（それなら、昨夜のあの野良犬はなんだったんだろう。わたしの訊きき方がいけなかったのかな。いきなり襲いかかられるほど機き嫌げんを損そこねるようなことを言った覚えはないけど……）

　記き憶おくを辿たどっていた梔子に、姿勢よく座った匙が『姿が変わっていたから驚いた』とつぶやいた。続けて、昨夜のことを淡たん々たんと説明してくれる。

　彼の話だと、満月が傾かたむき眠ねむりにつこうとしたときに庭のほうから物音がしてきたらしい。いつもであれば気にも留めないほどの小さな音がどうにも気になり、自分の主人に知らせて連れ立って外に出ると、ケガをしたうさぎがうずくまっていたのだという。

　ケガは、すぐに手当てが必要なほど酷ひどかった。そこで、匙の主人が処置を施ほどこしたようだ。

（そう言われると確かに……。なんとなくだけど、大きい手を覚えてる。あったかくて、やさしい手だった）

　右耳も撫でられたような気がする……、と思い出して動きを止める。

　匙は主人が手当てをしたと言った。

「匙さん！　匙さんのご主人は、もしかして獣医？　そしたら、ここ、もしかして！」

　突然勢いよく話し出した梔子に匙としまが驚く。『いきなりなぁに？』と不ふ機き嫌げんそうに言ったしまとは対照的に、匙は静かに『主人は獣医だ。ここは動物病院だからな』と教えてくれた。

　その言葉に梔子の表情がぱっと輝く。

「あ、あの……！　じゃあ、じゃあ……っ」

　胸むな騒さわぎは確信に変わっていく。

　偵てい察さつ隊の話では、件くだんの獣医は野生動物も治ち療りようするという。人間界では野うさぎにしか見えない姿の自分を助けてくれたということは、きっと間違いないだろう。

「ここが、たちばな動物クリニック……？」

　呆ぼう然ぜんとしながら偵察隊から何度も聞いていた名前をつぶやくと、匙としまは同時にぱさりとしっぽを振ふる。

　肯こう定ていのしぐさに、梔子は自分の尻しりがむずむずするのを感じた。嬉うれしくて振ってしまいそうになるしっぽをどうにか抑おさえて、冷静になれと自分に言い聞かせる。

（ああ、でも！　偶ぐう然ぜんとはいえ、ちゃんと辿り着くことができた……！　あんなにやさしい手の持ち主なんだ、きっと姫巫女さまを助けてくれるに違ちがいない！）

　きっとそうだ！　と大きく頷うなずいたとき、背後から微かな衣擦れの音が聞こえてくる。

　気配を感じて振り向くと、そこには不機嫌そうに顔をしかめ、寝ね癖ぐせのついたこげ茶色の髪かみをくしゃりと搔かき混ぜている若い男があぐらをかいていた。

　服の上からでもわかるしっかりとした骨格に整った鼻筋が印象的な男は、あくびをひとつしてから口を開く。

「……なに、おまえ」

「!!」　>>>♥

　低くて掠かすれた声は少し間延びしていたものの、人間の男の声をはじめて聞いた梔子を驚かせるには充じゆう分ぶんだった。

　今度こそ跳とび上がるようにして布ふ団とんから出る。足を着いた途と端たん、右足に刺さすような痛みが走ったが、それに気を取られている場合ではない。

「あ、あなたが、たちばな動物クリニックの獣医？」

「……そうだけど、おまえは？」

　胡う乱ろん気げな目で見つめられ、梔子はこくりと喉を鳴らした。

　探していた獣医を見つけた興奮と、その獣医を目の前にした状じよう況きようがもたらす緊きん張ちように、いくら自分に落ち着くように言い聞かせてもまるでうまくいかない。

「あなたにお願いがあってここに来た……！」

「いや……、だから。おまえ、誰だれ」

（不ふ審しんがられるのは当然のこと。最初が肝かん心じんだ。落ち着け、落ち着け……。きちんと説明すれば、きっとわかってもらえるはず！）

　細く長く息を吐はき出して、男の漆しつ黒こくの瞳ひとみを見つめて口を開く。

「わたしは月の世界から来た者だ。わたしと共に、月の世界に来ていただきたい！」

　本来であれば正座をして頭を下げるところだが、足が痛んでできなかった。それでもせめてもの礼れい儀ぎを示したくて、深々と頭を下げ丁てい寧ねいに頼たのみ込む。

　だが、返された男の声は、自分に向けられたものではなかった。

「……なんだ、これ。まだ夢でも見てんのか……？」

　つぶやきに頭を上げると、男は身体からだを横たえて寝直そうとしていた。

　あわてて男に駆かけ寄り、向けられている背中を揺さ振る。

「ゆっ、夢ではない！　お願いだ、わたしと共に月の世界に来てくれ……！」

　梔子の切せつ羽ぱ詰つまった声に男が首を捻ひねってこちらを向く。不機嫌さを全面に出したしかめっ面つらで見上げられ、びくりと手を離はなした。

「……なに言ってるんだか、さっぱりわけがわからねぇ」

「わからないなら説明する。だから……！」

　必死で言い募つのった梔子に、彼は眉まゆをきつく寄せる。

　拒きよ絶ぜつの色が強く見えて少しだけ耳が竦すくんだが、ここで引いてしまっては先に進めない。

「わたしたちが住む月の世界は、姫巫女さまがお治めになっている。その姫巫女さまが病に臥ふされて半年、いろいろと手を尽つくしたが容態は悪化するばかりで為なす術すべがない。姫巫女さまは、ご自分で獣じゆう医いに、あなたに診みてもらいたいとおっしゃって。だからわたしが、人間界に来た」

　早口になってしまったのは否いなめないが、それでもしっかりと説明できたはずだ。

　しかし男は梔子の話にはなんの反応もせず、ごろりと仰あお向むけになる。

「……なんの話だ。やっぱり夢か」

「だから、夢ではないと言っているのに……！」

　できるだけわかりやすく説明したつもりなのに、短く切って捨てられて頭に血が上った。

「……お願いだ。月の世界に来て、姫巫女さまを診ていただきたい」

　それでも怒いかりを抑えて、もう一度頭を深く下げる。

　しかし、男の答えは変わらなかった。

「断る」

「なぜだ！」

「なぜって……。そんなん、おまえが胡う散さん臭くさいからに決まってんだろ」

「なっ！　う、胡散臭い!?」

「それにそのカッコ……。着物はわかるけど、なんでうさ耳？　つけ耳が流行はやってんのか」

「！」

　男に指し摘てきされてはじめて、自分が耳を出したままだったことに気がついた。

　梔子の顔から血の気が引き、頭の中に木蓮の声が蘇よみがえる。

（どうして先に消しておかなかったんだろう……！）

　耳を見せるのは、自分のことをもっときちんと順序立てて説明してからのはずだったのにと臍ほぞを噬かむ。だが、今はそんなことを後こう悔かいしてもどうしようもない。

　ゆっくりと深呼吸をして梔子は腹を括くくる。

「月の一族は、神に仕えるうさぎの神しん獣じゆうだ。頭から生えるこの耳が、なによりの証明になる」

　梔子の言葉に男が億おつ劫くうそうに身体を起こした。

　またわけのわからないことを言い出したとでも言いたげな表情でこちらを見てくる男に、焦あせりと苛いら立だちが募っていく。

「今なんて言った？」

「だから、この耳が……っ」

「は？　それ、つけ耳じゃないのか」

　疑いの声に梔子はぎゅっと眉を寄せた。簡単に信じてもらえるとは思っていなかったが、なにもかも否定され続けるのは哀かなしい。

　感情に合わせて耳が竦む。すると、それを見た男が首を傾かしげた。

「……信じてくれなくても、わたしはあなたを連れ帰らなければならない。そのためにここに来たのだから」

「そんなもん、おれの知ったことか」

　間かん髪はつ容いれずに返されて、抑えていた怒りが爆ばく発はつする。

「いいから、わたしと一いつ緒しよに月の世界に来い！」

　我が慢まんできずに大声で叫さけぶと、それまで座ってやり取りを見守っていた匙が立ち上がる。

　だが、男はびくともせず、梔子を一いち瞥べつしてたった一言だけつぶやいた。

「うるせぇな……」

「うるさくさせたのはあなただろう！　お願いだ、話を聞いてくれ！」

　詰つめ寄る梔子に男が小さく舌打ちをする。

「……寝ね起おきにいきなり、うさ耳つけて着物着た人間に月の世界だ連れ帰るだ言われて、信じるヤツなんかいねぇだろ」

「でっ、でも！　わたしを助けてくれたのはあなただ！」

「おまえを助けた覚えなんかねぇな。おれが助けたのは庭にいた真っ白いうさぎだ」

「それがわたしだ！」

　抑よく揚ようの少ない声で言われた言葉に即そく座ざに応戦すると、ばかにしたように首を振られて苛立ちが強まった。

「寝言は寝て言え」

「寝言じゃない！」

　言葉は通じているはずなのに会話になっていない。

（なにか、なにかわたしが昨夜のうさぎだとわかってもらえるものは……！）

　梔子は、着物の裾すそをたくし上げて包帯の巻かれた足を指し示す。

「これを巻いたのは誰だ？」

「……」

「おまえしかいないだろう！　これでもまだ疑うのか！」

　荒あらい口調で言い切り、挑いどむように男を見つめると、彼の視線が自分の耳に向けられるのを感じた。

　すかさずぴんと伸のばすと「……あぁ、そう言われれば」と男が得心したように顎あごに手をやる。

「その耳。右耳の先が少し折れてる耳には……、見覚えがある」

「っ！　……だからわたしが、昨夜のうさぎだと言っているのに！」

　先の折れた右耳、と事実を端たん的てきに告げられて梔子の眉がつり上がった。

　冷静にならなければとずっと思っているのに、この男の前だとどうにも感情が抑おさえられない。

　人間で、月の世界のことを信じようともしない男に、耳の重要性なんて理解できるわけがないと頭ではわかっていたが、耐たえられなかった。

（どうしてこんなに腹が立つことばかり言われなきゃいけないんだ！）

　苛立ちからひっきりなしに耳を動かして彼のつぎの言葉を待つ。

　男は梔子の右耳をしばし見つめてから口を開いた。

「それじゃあ……、おまえ、本当に『真しん珠じゆ』か」

「……なんだ、それは」

「おれが昨夜、うさぎにつけた名前だ」

「!?　名前を……っ!?」

　いつのまにか名づけられてしまっていた事実に全身がぎくりと強こわ張ばる。

　思ってもみなかった展開に動きを止めていると「なんだ？」と訝いぶかしんだ声がかけられた。

　なんでもない、と首を振ふったが急激に速まった鼓こ動どうは治まってくれない。

「わ……っ、わたしがそのうさぎだということはわかっただろう。だから、姫巫女さまのために月の世界に一緒に来てほしい！」

　動どう揺ようを隠かくし、ここは了りよう承しようを取るほうが先だと勢いよく頭を下げて再度頼み込んだ。

　そんな梔子に匙が心配そうにすり寄り、それまで布ふ団とんの上で丸まっていたしまは男に向かって不ふ機き嫌げんな声でにゃーぉと鳴いた。

　二匹ひきの動きを見た男は、うんざりした顔で頭を搔かく。

「……そいつらを味方にしたって誰だれがそんな怪あやしい話に乗るかよ。月の世界でもなんでもいい、さっさと帰れ」

「怪しくないと言っているのに……っ」

　地じ団だん駄だを踏ふみたくなるほどイライラしたが、頼たのみを取り下げることだけは絶対にできない。

（どうしてこんなに冷たいんだ。本当にコイツが、やさしくて腕うでのいい獣医なのか？　話に聞いていたのとは全然違ちがうじゃないか。……でも、でも！）

　顔を上げた梔子はキッと男を睨にらんで言い返す。

「帰らない！」

　姫巫女を助けたいのだ。

　この男の、やさしいという評判が間ま違ちがっていたとしても、うさぎの姿だった梔子を助けてくれたことは事実だ。なんとしてもこの獣医を月の世界に連れ帰り、姫巫女を診てもらわなければ。

「そんなに元気ならすぐ帰れんだろ。帰れ」

「嫌いやだ！　おまえを連れて帰るまでは、絶対にここから動かない!!」

　これでは説得どころか、子どもが駄だ々だを捏こねているのと同じだ。だが、なりふり構っている場合ではない。

　姫巫女がどんな思いで獣医に診てもらうという選せん択たくをしたのか。そして、なぜそのことを自分にだけ打ち明けてくれたのか。それを考えれば、どんなわがままを振りかざしてでも引くわけにはいかなかった。

　帰れ、嫌だ、さっさと出てけ、出て行くもんか、と散々不毛な言い争いを幾いく度どとなく繰くり返して睨み合う。

　そして、最終的に折れたのは梔子ではなかった。

「もういい、めんどくせぇ。……その傷が治るまでならここにおいてやる」

「本当か!?」

「ああ。おまえを信用したわけじゃねぇけど、ケガしてんのは事実だしな。……もちろん、タダでいるつもりじゃねぇよな？」

「え？」

　思わず訊きき返した梔子に男が唇くちびるの端はしだけ持ち上げて笑う。

　顔が整っているからこそ、意地悪く笑われて余計に腹が立った。

「掃そう除じなり動物の世話なりして働け。それができるんならおいてやってもいい。不服か？」

「…………別に」

　しぶしぶ返事をした梔子に、男は「嫌なら帰れ」とつけ加えてきた。

　帰るもんか、と小さい声でつぶやいたが彼の耳には届かなかったらしい。

（嫌なヤツ……！）

　しかし、ここで言い返して機き嫌げんを損そこねられては困る。とりあえず彼の言う通りにして、説得の機会を待とう。

　ふう、と短く息を吐はいて梔子はその場にしゃがみ込む。

「匙さん、しまさん。少しのあいだ、ここに居い候そうろうすることになりました」

　匙はぱさりとしっぽを振り、しまは梔子の膝ひざに身体からだを擦こすりつけてくる。歓かん迎げいしているようなしぐさに男は目を眇すがめた。

「……おい。おれはおまえ呼ばわりで、そいつらにはさんづけか」

「おまえ、名前は」

　仕返しのつもりで会話を無視して質問する。てっきり応戦してくるかと思ったが、男は一いつ拍ぱく置いてから心底嫌そうに答えてきた。

「……橘たちばな秀しゆう一いち朗ろう」

「橘！　必ず、月の世界に連れて行くからな！」

　すくっと立ち上がり、迷わず呼び捨てにして言い放つ。びしりと橘を指差すことも忘れずに。

（獣じゆう医いがこんなヤツだなんて思ってなかったけど、今は我慢だ。姫巫女さまをお助けできればそれでいい。絶対に、説得してみせる……！）

　名前をつけられたせいで調子が狂くるったが、ここは人間界だ。月の一族の者は自分しかいない。つまり、梔子が黙だまってさえいれば誰にも知られずに済むだろう。

（きっと、人間界では無効になる、はず！）

　橘は億おつ劫くうそうに髪かみを搔き上げながら、梔子から顔を背そむける。

　その横顔からは早さつ速そく後こう悔かいしているような表情が見て取れたが、梔子は気づかないフリをした。




　　　　＊＊＊




　たちばな動物クリニックの診しん療りよう時間は、午前中が八時半から十二時、午後は二時から六時だ。しかし、橘は依い頼らいがあれば時間外診療も引き受ける。来院者は必ず診みる、という診療方針のおかげでクリニックはとても忙いそがしかった。

「おい、ケージの掃除終わったか」

「もうすぐ終わる！」

　手元から目を離はなさずに返した梔子は、背後から聞こえてきたわざとらしいため息に耳を揺ゆらす。

「ったく、トロいな。仕事は他ほかにもあんだぞ」

「わ、わかってるっ」

　ふん、と鼻を鳴らして診しん察さつ室に戻もどっていく橘に、梔子はイライラしながら応じた。月の世界でしているような畏かしこまった話し方なんて、できるはずがない。

　言いつけられる仕事は日に日に増えて、働き出してたったの三日だというのに、今日は診察室にまで呼ばれてしまった。

　飼い主を待合室で待たせ、バックヤードにいる梔子をわざわざ呼んでまで手伝わせるほどクリニックが忙しいのはわかる。わかってはいるが、どうにも腑ふに落ちない。

（ほんっとに、うさぎ使いの荒あらい！）

　力任せにケージを拭ふき、音を立ててしまいそうになってあわてて手を止める。入院患かん獣じゆうたちがいるバックヤードで、話し声はともかく大きな物音はいただけない。

　そうでなくとも足音がうるさいとか歩き方がぴょんぴょんしてるだとか言われているのだ。すべて右足のケガのせいなのだが、橘はわざとからかってきているような気がする。

　しかも、自分がつけた名前まで呼んで。

　梔子だと名乗るタイミングをなくしてしまったのは自分のせいだが、耳慣れない名前は落ち着かない。そのうえ、本当の名前を知っているはずの匙としまたちですら、すっかり梔子のことを真珠と呼ぶようになっている。

（なにが傷が治るまでならおいてやる、だ！　ここに来て三日目には働かせたくせに!!）

　梔子の右足にはきっちりと清潔な包帯が巻かれている。

　範はん囲いこそ狭せまいが深かった傷口が開かないよう、橘に二日間の自宅安静を言い渡わたされた。そのあいだに匙としまから人間界のことをいろいろと聞き、橘からは台所の使い方を教わった。

　火を熾おこさなくても料理ができることに驚おどろき、氷がなくとも物を冷やせる冷蔵庫にはもっと驚いた。井い戸どがないことにも、蛇じや口ぐちというものを捻ひねれば水もお湯も出ることにも驚いて、「いちいちうるせぇ」と怒おこられた。

　まだお湯を沸わかすことぐらいしかできないが、少しずつ慣れてきたような気がしている。

（……けど、あれから何度も頼んでいるのに真しん剣けんに話を聞いてくれたことがない。このままで、説得なんてできるのかな。……いや、してみせるけど！）

「真珠、手伝え」

「～～っ！　今度はなんだっ」

　休む暇ひまなくいろいろと言いつけてくる橘に勢いよく振ふり返った。

　また真珠と呼ばれて反応してしまった自分に盛大に顔をしかめ、診察室へと続くドアに寄りかかっている彼に近づく。

　足音が大きくなってしまったのは致いたし方ないだろう。

「こいつ、ちょっと押さえてろ」

　室内に入ると診察台の上には真っ黒な仔こ犬いぬがいた。梔子の姿を見るなり『また痛いことするの？』と怯おびえたように訊いてくる。

「押さえるって……、こんなに小さい子を？」

「そうだ、腹が見たい」

「お腹なか？　この子、どこが悪いんだ？」

「いいから早くしろ」

　仔犬に罪はない。質問を無視された梔子は苛いら立だちを抑おさえて補助に回る。「少しお腹を見るだけだよ」とささやくと、仔犬は自分からころりと横になり腹を見せた。

「いい子だね、ありがとう」

　そっと頭を撫なでて前まえ肢あしと後ろ肢を軽く押さえる。

　すかさず橘がやわらかい毛を搔かき分けて皮ひ膚ふの状態を確かく認にんし、聴ちよう診しん器きを当てた。

「痛いことはしないのか？」

「あ？　ああ、原因はわかったし採血の必要はねぇな。……おい、つぎは耳だ」

「……。ごめんね、今度は起きてくれる？　もう少しだから」

　なにをされるかとビクビクしている仔犬の前では橘に食ってかかるわけにもいかず、梔子は努めて穏おだやかな声を出す。素す直なおに従う仔犬の背中を撫で、自分に引き寄せるようにして胴どう体たいを押さえた。

　橘は仔犬の正面に回り、顔を確認してから少し前まえ屈かがみになって耳じ介かいをライトで照らす。驚いたのか、きゃん、と小さな悲鳴を上げた仔犬を宥なだめていると橘が身体を起こした。

「もういい、戻れ」

　梔子を見ることもなく、声にはなんの感情もこもっていない。そのくせ、仔犬を撫でる手つきにいつもの粗そ雑ざつさは感じられなかった。

「……おまえは、なんでいつも命令口調なんだ？」

「ここをどこだと思ってる。誰だれがおまえを、ここにおいてやってるんだ？」

「う……」

「命令してなにが悪い。それが嫌いやならいつでも出て行け」

　言い返せずに唇くちびるを嚙かむ。それでもなにか言ってやりたくて、梔子は必死に食い下がった。

「で、でも！　質問にくらい答えてくれたって……！」

「あ？　なんのことだ」

「覚えてもないのか！」

　ひたすら自分のペースで動く橘に、少しはこっちの身にもなれと声を荒げた。

　そんな梔子を心配してか仔犬がすり寄ってくる。『怒っちゃヤダ』と言われてしまうと、それ以上言葉を続けることはできなかった。

「……戻る」

　諦あきらめてドアに向かおうとした梔子に、橘は満足気に口を開く。

「小型犬用のケージ準備しとけ。二泊はく入院だ」

「え？」

「準備しろ」

　そう言い切った橘は、しっしっと手を振りバックヤードに戻れと促うながしてくる。

　まるで邪じや魔ま者もののような扱あつかいに眉まゆが寄った。台の上から見つめてくる仔犬を置いていくのは忍しのびないが、このまま飼い主と鉢はち合あわせするわけにもいかない。

（これじゃあ、橘の言いなりみたいじゃないか！）

　ここにいたいなら働けと言われてそれを了りよう承しようしたのは梔子だ。だから彼の命令に従うしかない。自分でもそれがよくわかっているからこそ、余計に腹が立つ。

「まったくもう！」

　なにも教えてくれない橘に言ってやりたいことは山ほどあるが、梔子は指示通りにケージの準備をはじめた。

　それにしても、あんなに小さい子が入院だなんてどんな病気なんだろうか。

　思案しながら手を動かしていると、診察室から声が聞こえてきた。

「この子、一体どこが悪いんですか？　いくつも病院にかかって、こちらで五か所目なんです」

　聞こうと思うまでもなく、ドア越ごしの声は梔子の耳にすんなりと入ってくる。

　この声は間ま違ちがいなくさっきの仔犬の飼い主だろうと梔子は耳を診察室側に向けた。

「端たん的てきに言えば糖とう尿によう病ではありません」

「えっ!?　で、でも、今までの病院ではどこに行っても糖尿病って！」

「クッシング症しよう候こう群ぐんそのものはポメラニアンに多い病気です。仔犬だとまず発病しないし、症しよう状じようは確かに糖尿病とよく似てるから見分けがつかないことも多い。ただ、……」

　説明はまだ続いているが、意味がわからない言葉が多くて理解できない。梔子は耳の向きを直すと準備を終えたケージの前に膝ひざをつき、中にやわらかい毛布を敷しいた。

（……当然だけど飼い主には説明もちゃんとするんだ。言葉はまぁ、ぶっきらぼうだけど……。それなら、わたしにだって教えてくれてもいいのに）

　橘のケチ、と本人に聞こえないのをいいことにぶつぶつ文句を言っていると大きな声が聞こえてきた。どうやら橘の説明を聞き終えた飼い主が仔犬に謝っているらしい。

　知らない単語だからと聞き取るのを止やめたせいで経けい緯いがわからず、梔子は首を傾かしげる。

「先生、本当にありがとうございました！」

　診しん察さつ室に入ってきたときとは別人のような明るい声が聞こえてきた。それに対して「退院は明後日あさつての午後に」と橘の声が返される。ドアが開く音がしてから二人分の足音が続いた。

「あの、お会計は……」

「ざっと見積もって十五万」

「そ、そんなにっ!?」

　またこのやり取りだ、と梔子は鼻を鳴らした。

　クリニックで働くようになってから、会計になるとこの会話をよく耳にする。

（……人間界のお金のことはよくわからない。けど、橘はうるさ過ぎるんだと思う）

　月の世界にも金銭のやり取りはあるが物ぶつ々ぶつ交こう換かんのほうが主流だ。正直なところ金銭の重要性が理解しにくいが、基本は等価交こう換かんだろう。医い療りよう行こう為いに見合った対価でなければいけないはずだ。

（それに、あの会話、するときとしないときがあるのはどうしてだろう……）

「おい」

　ぼんやりと考えていると、ガチャリとドアが開き、橘が仔犬を抱だいてバックヤードに入ってきた。

　無言で差し出された仔犬を抱き取る。彼は梔子の腕うでの中に移った仔犬の頭を何度か撫で、すぐさま背中を向けようとした。『このひと痛くしないからいいひと！』と仔犬は上じよう機き嫌げんだが、梔子はそうはいかない。

「じゃあな」

「……ちょっと待て、わたしにも教えろ」

　仔犬のことは仔犬自身に訊きけばこと足りる。しかし、それでは梔子の気持ちが治まらない。

「教えろってなにを」

「この子の名前！　種類！　ここに来た理由！」

　呼び止め、至近距きよ離りで挑いどむように目を見て言うと、橘はうんざりしながら横を向く。

「……うるせぇな。おまえの声でこいつらが怯えたらどうする」

「そんなことないっ」

　今の段階で、入院患かん獣じゆうは三頭だ。世話をしながら声をかけて、三頭とも梔子に慣れていた。だから怯おびえることはないと胸を張れば、橘はぼそりと吐はき出すように言う。

「めんどくせ……」

「なんだって!?」

「知ってどうする。それでコイツは治るのか？　それとも、おまえが治ち療りようするとでも？」

　冷たく言われて返す言葉に詰つまった。

（それは……、そう、だけど……）

　橘の言葉はきつい。だが事実だ。

　耳をしゅんと竦すくめると、彼は着ている白衣の袖そでを乱暴に捲まくる。

「……ポメラニアン」

「え？」

「犬種だ。名前はセサミ」

　面めん倒どうと言ったのは、ついさっきのことだ。それなのに突とつ然ぜん教えてくれるなんてどんな心境の変化だろう。

　目を瞬またたかせて橘を見ると、彼は気だるげに息を吐く。

「……どうして教えてくれたんだ」

「おまえの耳が竦んだから」

「耳？」

　訊き返すと舌打ちされた。ムッとした梔子に、彼は「無意識か」とつぶやく。

（動かそうと思って動かしているわけじゃないのに！）

　だが、橘が耳を見て気持ちを察してくれたのだとしたら進歩だ。月の世界に連れて行くためには説得しなければいけないのだから、まずは梔子の存在そのものに興味を持ってもらわなければ。

「じゃあ、セサミがここに来た理由は？」

「調子に乗んな。おまえが気にすることじゃねぇし、別にいいだろ」

「よくない。世話をするんだから、知っておきたい」

　横を向いたままの彼を見つめていると、橘が仕方なしに口を開く。

「……もとはアトピー性せい皮ひ膚ふ炎えんだ。全身が痒かゆくなる病気で、その治療で出された薬を飼い主が勝手に中断した。結果、体調不良。原因不明で誤ご診しん続き。……セサミにすればいい迷めい惑わくだ」

　橘は言うだけ言ってさっさと背中を向けてしまう。まだ訊きたいことがあったのに、と梔子が引き留めるより先にセサミが「きゃん！」と鳴いた。

　すっかり橘を気に入ったらしく『もっと撫なでて！』とせがんでいる。セサミの言葉を伝える気にはなれず、橘の代わりに頭や顎あごの下を何度も撫でた。

（さっきの、最後の言葉は飼い主の勝手で動物が苦しむのが許せない、ってこと……？）

　橘こそ勝手なのに、と考えていると梔子の真っ白な耳がぴくりと揺ゆれる。

「ケージに入れろ。水は少なくていい。耳の処置は午後に回す」

「……」

「真珠？」

　ドアに向かっていた橘が反応のない梔子を訝いぶかしんで振ふり返った。顔を覗のぞきこまれて後ずさる。

「大おお袈げ裟さなヤツ」

「おまえが覗き込んだせいだろう！」

「きゃんきゃんうるせぇ。もうとっくに診しん療りよう時間は終わってる。昼休きゆう憩けいが短くなってもいいんなら、そうやって遊んでろ」

「遊んでないっ」

　前言撤てつ回かい、やっぱり嫌いやなヤツだ！　と顔をしかめた梔子は、また大きな足音を立ててケージに向かった。







　休憩中、橘は昼食を終えるとすぐにクリニックに戻もどった。おまえにできることはないから来るな、とわざわざ嫌いや味みを言い残した彼に、梔子は地じ団だん駄だを踏ふみそうになったが匙としまの手前どうにか堪こらえた。

「はー……。いつまでこんなことが続くのかな……」

　毎日、午後の診療がようやく落ち着く頃ころにはすっかり陽ひが傾かたむいている。

　入院患獣たちの世話をひと通り終え、来院者の足音が聞こえてこないのを確かく認にんしてから、着物をたすき掛がけにしていた紐ひもを解いた。皺しわがついてしまった袖と裾すそを整えていると、突然ガチャリと裏うら玄げん関かんのドアが開く。

「おっじゃましまーっす！　いっくら連日満員御おん礼れいのクリニックとはいえ、そろそろ診療終わっただろー？　って、えぇぇ!?」

「!?」

　ケージの並ぶバックヤードに入ってきたのは見たことのない男性だった。

（だ、誰だれ……？　……いや、そんなことよりっ）

　わざわざ裏から入ってきた男性が誰なのかわからない。入院患獣がいるこの場所で騒さわがれるのも困る。けれど、なにより。

（耳、見られた……！）

　橘以外の人間がここに来るなんて想定していなかったし、言われたこともなかった。だからといって無防備だった梔子が悪いのだが、この状じよう況きようはまず過ぎる。幸い、背中を向けていなかったからしっぽまで見られてはいないだろうが、それで安心できるわけもない。

　動くこともできず、梔子はただその男性を見つめた。

　橘と同じくらいの身長に橘と正反対のやわらかな表情の男は、なにやら大きな銀色の鞄かばんを肩かたに担かついでいる。

　彼もまた、しばし梔子を見つめてから力なくかぶりを振った。そして、艶つや消けしの施ほどこされた銀色の眼鏡を押し上げこめかみを押さえる。

「いや、いやいやいや！　いくら自分が院長だからって、さすがに職場でこれは……」

「あ、あの……っ」

「いや、うん、きみはなにも悪くない、と思うけど」

　歯切れ悪く言う男に、梔子はなにも返すことができない。

（ど、どうしよう！　今さら耳、消すのもおかしいし！　せめてなにか言い訳しないと……っ）

　ぐるぐる考えるばかりでどうすることもできずにいると、診しん察さつ室から足音が聞こえてきた。

「真珠、いるか」

　バックヤードに入って来た橘を、眉まゆを下げて縋すがるように見つめると、彼は片眉を上げて隣となりにいた男に視線を移した。

「……なんだ、藤ふじ田たもいたのか」

「なんだじゃない！　今日という今日はおまえに説教してやるんだからな！」

（橘の知り合い……？　藤田さん、っていうのかな……？）

　ふたりでぽんぽんと会話を交かわしているということは、男は不ふ審しん者しやではないのだろう。

　藤田と話しながら橘はケージに目をやり、梔子に向かって顎をしゃくった。

「話は後だ。真珠、セサミを処置室に」

「わ、かった……」

　ぎこちなく答えると、橘は素す直なおな梔子に疑問を持ったような顔をして伸のばされたままの耳に視線を移す。視線を感じて橘を見上げると、微かすかに頷うなずかれた気がした。

「藤田、さっさと補ほ充じゆうしろ」

　診察中と同じ命令口調で言った橘を気にする様子もなく、藤田は軽く首を回す。

「おまえさぁ、その口の悪さ直せっていつも言ってるだろ」

「気が向けばな」

　向かなそう、と苦く笑しようした藤田が大きな鞄を担ぎ直して薬やく剤ざい室に入っていく。

　その背中が見えなくなってから、梔子は思わずほうっと安あん堵どの息を吐き出した。

「なに突つっ立ってんだ。早くしろ」

「わかってる……っ」

　促うながされ、指示通りにセサミを抱だいて処置室に向かう。

「台に乗せろ」

　藤田について一いつ切さいの説明もなく治ち療りようがはじまりそうになり、梔子は自分から切り出した。

「あの……、さっきのひとは……？」

「あの眼鏡か？　あいつは藤田仁ひとし。ＭＲ……、薬を運ぶ仕事だから、ここにもよく来てる」

　押さえてろと言われて補助に回る。橘に気を許しているセサミは、ライトで耳を照らされても怯おびえる様子はない。

「耳、見られてしまった……」

　淡たん々たんとセサミの処置を進める橘に小さな声で懸け念ねんをつぶやくと、彼はちらりと視線をよこしてきた。

　俯うつむく梔子に同調して、真っ白な耳が項うな垂だれる。

「ほっとけばあいつが勝手に勘かん違ちがいするだろうから、そのままにしとけ」

「勘違い……？　このままでいいのか？」

「ああ。耳、そのまんまで黙だまって壁かべ際ぎわにでも立ってろ。……よし、戻るぞ」

　言葉の意味がわからないまま橘の後ろについてバックヤードに戻る。

　セサミをケージに戻して立ち上がると、パタパタと藤田の足音が聞こえてきた。

「！」

「耳動かすな。それに、余計なこと言うなよ」

　橘の忠告に、こくこくと頷いて返す。『どうしたの？』と話しかけてくるセサミに、小さな声でなんでもないよと返事をしたとき、薬剤室から藤田が戻ってきた。

「もー、なんだよあれ。在庫ギリギリ！　もっと余よ裕ゆう持って連れん絡らくしてこいって言ってるだろ」

「察して来い。それがおまえの仕事だろ」

「そうだけどそうじゃない！　おれは注文通りに持ってくるのが仕事なんだよ！」

「融ゆう通ずう利きかねぇと出世遠とお退のくぞ、便利屋。それとも役立たずか」

「うっわ、最悪！　おまえ最低！」

　藤田が話し出すだけで部屋が一気に賑にぎ々にぎしくなる。このままなにごともなく帰ってくれればいいのに、と会話を聞きながら考えていると、彼の視線が脈みやく絡らくなく梔子に向けられた。

「って、そうだ！　その子誰？」

　見られている緊きん張ちように耳を動かしてしまいそうになったとき、「ＡＨＴ見習いだ」と張りのある橘の声が響ひびく。

「アハト？　それって確か、動物看護師だよな」

「ああ。大学の動物病院長から頼たのまれて、少しのあいだここで臨りん床しよう実習させることになった」

「ふうん？　おまえの古巣から実習の依い頼らい、ねぇ……」

　藤田の視線から疑われているのがわかって、梔子は身体からだを硬かたくする。

　橘は平然としているが、じっと見つめられているほうは気が気じゃない。

「着物にうさ耳で見習い。……まぁ、この子かわいいし似合ってはいるけどさ、うーん……」

「なんだ」

「いや、このカッコで診察補助させてるのかと思って」

「まさか。今日は様子見でバックヤードにいるだけで診療補助はこれから入る。ああ、ついでだからこいつに似合うケーシー三着、明日あしたまでに持ってこい。それから靴くつも」

「はぁ!?　またおまえ、そんないきなりっ」

　用意できねぇのか、と重ねて言った橘に藤田は「誰に言ってるんだ」と言い返して、スーツのポケットから、なにやら小さくて薄うすく、長方形の物を取り出した。

　藤田の意識が逸それたことに嘆たん息そくしていると橘が近づいてくる。

「おまえならサイズはＭか」

「えむ……？　そもそも、けーしーってなんだ？」

「そんなことも知らねぇのか」

　嘲あざけるような口調に顔をしかめると、橘は自分が着ている服を摘つまんだ。

「コレ。医い療りよう従事者の制服みたいなもんだ。おれと同じサイズはおまえにはデカいだろうけど、藤田がなんとかするだろ。携けい帯たいで在庫確かく認にんしてるみたいだしな」

「……？　けいたい？」

「……。見たことねぇか。あいつが今使ってる、持ち運べる電話だ」

「あんなに小さい電話があるのか……」

　月の世界にも電話はあるが、あんな形ではない。物もの珍めずらしげに見ていると、急に藤田が振ふり返った。彼の目が梔子を見定めるように頭から足まで移動する。

「その中なら、スタンドカラーで五分袖そで、大きめのひとつボタン、さくら色のＭサイズ」

「さくら色？」

　橘が嫌いやそうな声を出した横で「それを三着にシューズもＭを白で一足」と言って藤田は通話を終えた。

「在庫あったから明日の診しん療りように間に合うぞ」

「おい、さくら色ってなんだ。白でいいだろ」

「え？　だってその子に似合いそうだったから」

　眼鏡の位置を直してにこやかにそう言った藤田に、橘が不満気に鼻を鳴らす。

「真珠くん、おれは藤田仁。橘とは腐くされ縁えんなんだ。仕し事ごと柄がらここによく来るから、よろしくね」

「は、はい。こちらこそ……」

「それにしても、うさ耳ね。そういう趣しゆ味みがあったのか、橘……」

「なんの話だ」

「いやいや、言い訳はいいよ。つけ耳フェチでもおれはおまえの親友だからな！」

　うんうん、と何度も頷いている藤田はどうやら梔子の耳をつけ耳だと思っているらしい。

（ほっとけばいいって、こういうことだったのか……？）

　心底嫌そうな顔をしながらも、否定しないでいる橘にちらりと視線を送る。

　それに気づいた橘は大きなため息をついた。

「口も態度も最悪の仕事人間で心配してたけど、おまえがしあわせならそれでいい！」

「……うるせぇ。おまえ、もう帰れ」

「あのさぁ。薬がないっていきなり呼び出して、しかもケーシーまで探させたくせに、それはあんまり過ぎるんじゃない？」

　言葉とは裏腹に、明るい表情の藤田は大きな鞄かばんを担かつぎ直す。

「じゃあ行くよ。誰だれかさんにいきなり頼まれた、ケーシー取ってこなきゃいけないし」

「ああ、帰れ。診療時間前に持ってこいよ」

　嫌いや味みを言っても通じない橘に気分を害した様子もなく、藤田は軽かろやかな足取りで裏うら玄げん関かんに向かいドアに手をかける。ちょうどそのとき、セサミが急に「きゃん！」と吠ほえた。

「！」

　唐とう突とつな鳴き声に驚おどろいて、梔子の耳がぴくりと動く。

　すると、背中を向けていたはずの藤田が振り返り、大おお股またで梔子に近づいてきた。

「ねぇ、それ、ほんとにつけ耳？　ちょっと触さわらせてもらってもいい？」

（動いたところ見られた!?）

　触ふれられてしまえば、耳に血が通っていることなどすぐに知られてしまう。そうなればさすがに言い訳はできない。かといって避よけるのも不自然で、伸ばされた藤田の手に梔子は咄とつ嗟さに目をつぶった。

　触られるのを覚かく悟ごしていると、パシリと乾かわいた音が聞こえてくる。

「……え？」

「あーもー、はいはい。触んないよ」

　苦く笑しようしながら手の甲こうを軽く撫なでて、藤田は今度こそ裏玄関に向かう。

「じゃあ、明日！　真珠くんも、またね」

「あ、はい……」

「さっさと帰れ」

　はーいはい、と返事をした藤田がようやく出て行く。

　静かになった室内で梔子はやっと肩かたから力を抜ぬいた。緊張が解けたせいで、どっと疲つかれが出てくる。なんとか切り抜けることができた、と動かさずにいたせいで凝こってしまった両耳を震ふるわせていると、橘がセサミが入っているケージの前にしゃがみ込んだ。

「おまえ……、なんで鳴いたんだ？」

　そうセサミに問いかけた橘に、梔子は疲れ切った声をかける。

「……セサミは藤田さんが薬臭くさくて嫌だったんだ。だから、『あのひと臭い！』って鳴いた」

　セサミに代わって答えると、橘は思案するように首を捻ひねった。

「……今日、ずっと思ってたんだが。おまえ、動物と話せんのか？」

「え？　ああ、うん。うさぎの神しん獣じゆうなんだ、動物と話せてもおかしくないだろ」

　さらりと答えると、彼は珍めずらしく驚いたように目を瞠みはって黙り込む。

　ケージの中からセサミが『お薬は嫌きらいだけど、このひとは好き！』と言って警けい戒かいすることなく腹を見せてくる。セサミの人ひと懐なつこいしぐさに笑うと「じゃあ」と橘が口を開いた。

「匙としまとも話してたのか」

「話した」

「どんなことを？」

「どんなって……、人間界のこととか……」

　橘になにかを訊きかれることなどはじめてで、居い心地ごこちが悪い。

　話しながら、むずむずする耳を左右に動かしていると橘が立ち上がる。

　心なしか、いつもより彼の雰ふん囲い気きがやわらかくなっているような気がした。それに背中を押されるようにして、先ほどから気になっていたことを尋たずねてみる。

「どうしてかばってくれたんだ」

「あ？」

「さっき、藤田さんが耳に触ろうとしたとき」

　梔子を一いち瞥べつした橘は、すっかりいつもの顔に戻もどっていた。

「かばったつもりはねぇ。厄やつ介かい事ごとはおまえだけで充じゆう分ぶんだ。藤田にまで知られたら面めん倒どう極きわまりないからな」

「!!　厄介事ってどういう意味だ！」

「自分で考えろ」

（本当に嫌なヤツ!!）

　ふん、と鼻で笑って橘は背中を向ける。すたすたと歩き出した彼に思いっきり舌を出してから、梔子も彼の後に続いた。




　　　　＊＊＊




　翌日、藤田は約束通り診療時間前にクリニックにやってきた。

　手て渡わたされたさくら色のケーシーを、見よう見み真似まねで着てバックヤードに戻った梔子に「ほら見ろ！　おれの目に狂くるいはないっ！」と叫さけんだ藤田は、遅ち刻こく寸前だとあわてて出勤していった。

　うるせぇ、とつぶやいた橘に内心同意してしまったのだが、それは入院患かん獣じゆうたちも同じだったに違ちがいない。

（やっぱり着物のほうが楽だ……！　ケーシーを着ただけで、こんなに疲れるなんて……）

　医療従事者の制服だと言われたケーシーは、梔子にとっては窮きゆう屈くつ極まりない代しろ物ものだ。似合うと言われたスタンドカラーは首回りに常に布があるというだけで気になり、パリッとした着き心地ごこちには肩が凝ってしまった。

　耳もしっぽも消したし、ケーシーを着ているんだからと橘はいつも以上に梔子をこき使った。

（昨日がたまたま空すいていただけだったんだ。そうしたら、橘はあの数の患獣をいつもひとりで受付から診しん察さつまでこなして……？）

　診察時間中、病気のことや犬の種類を再三尋ねては面倒そうに舌打ちされたことを思い出して腹が立ったが、今はそんなことよりも身体からだの疲ひ労ろうのほうがずっと大きい。

　先に戻れと言われたのをいいことにリビングのソファで横になる。一日中、ひたすら診察室とバックヤードを往復したせいで、足が棒のようだ。

　橘の指示は短いが的確だった。おかげで大きな失敗もなくどうにかこなせた、と思う。

　もぞもぞとソファで丸まっていると匙が鼻先を近づけてきた。『おかえり、疲れただろ』とやさしく話しかけられて自然と頰ほおが緩ゆるむ。

「ただいま……。こんなに疲れるなんて思ってもみなかった」

　匙と話しているとしまに脇わき腹ばらを踏ふまれた。『あたしには？』と責められる。

「しまさんにも、ただいま」

　喉のど元もとを撫でながら言った梔子に『おかえり、真珠』と満足そうに返して、しまもソファで丸くなった。

　すっかり仲よくなった二匹ひきとじゃれていると、橘の足音が聞こえてきた。リビングに入ってくるなりソファの端はしに寄りかかる。

　帰宅した主人をしっぽを振ふって迎むかえた匙は、橘の足元に姿勢よく座り直した。

「真珠、おまえ風ふ呂ろは？」

「……風呂？」

　いきなりなにを言い出すのかと思えば、ソファで横になっていることを注意するわけでもなく真しん剣けんな顔で尋ねてきた。

「それとも、やっぱりうさぎだから水はだめか？」

「……月の世界には露ろ天てん風ぶ呂ろがいくつもあって、わたしたち一族はひとりひとつ持ってるくらい風呂好きなんだ。確かにうさぎは水に弱いし毛け繕づくろいもするから風呂に入る必要はないが、わたしたちは違う。この姿で風呂にも入る」

「よくわからんが、入れるなら入れ。昨夜診みた様子だと長湯しなければ傷は問題ねぇから」

　あれだけ働いてからクリニックの掃そう除じまで済ませてきたというのに、橘は疲れた素そ振ぶりなど微み塵じんも感じさせない。

（……橘は、わたしがうさぎだということは信じたのか？）

　唐突に風呂に入るように言われて面めん食くらってしまったが、橘はさっき『やっぱりうさぎだから』と言った。

（耳としっぽが本物だとわかったから……？）

　それならば話は早い。うさぎだと信用してくれた今なら橘を説得できそうだ。

（クリニックで働いて、信用も得たはずだろうし！）

　今がチャンスだと思えば声も自然と明るいものになる。

「橘、月の世界に」

「断る」

「な……っ、まだ全部言ってない！」

　出で端ばなをくじかれ、声を荒あらげた。耳をぴんと伸のばして抗こう議ぎしかけた梔子に、橘は聞く耳も持たずひょいとしまを抱だき上げる。

「うるせぇ。そんなあるかどうかもわかんねぇ世界の話をするくらいなら、早く風呂に入れ」

　どうやら、橘の中では梔子がうさぎの神獣だということと月の世界が存在しているということは別の話のようだ。

（この石頭っ！）

　怒ど鳴なり散らしたくなるのを堪こらえると右耳がわなわなと揺ゆれた。

「とりあえず入ってこい。今日は忙いそがしかったし、おまえにもずいぶん助けられた。これでもありがたく思ってんだ」

「……それは、感謝してるということか？」

「ああ」

　そのようには見えないが橘の声はやわらかい。理由がわからずに首を傾かしげると苦笑いを返された。

（わ、笑った……？）

　唇くちびるの端だけを持ち上げる見慣れた笑い方ではなく、自然に笑った。はじめて見る表情に驚おどろいていると、なにかに気づいたように目を丸くした橘がバツが悪そうに顔を背そむける。

「おまえもそういう顔するのか……」

　しかめっ面つらでも、ひとをばかにした笑い方でもない普ふ通つうの表情に、どう反応したらいいかわからない。

「そういう顔ってどんな顔だ。さっさと行け！」

　照れ隠かくしのような言い方にも驚きつつ、梔子はリビングを出て浴室へと向かう。

（びっくりした！）

　気に食わない相手でも、やっぱり仏ぶつ頂ちよう面づらよりは表情があったほうがいい。いつもの顔の何倍も。

（ああいう、不ふ機き嫌げんそうな顔しかできないのかと思ってたのに……）

　洗面所のドアを開けて脱だつ衣い所に入る。清潔に保たれたそこを見回してから、ふと人間界の浴室なんて見たことがないということに気づいた。

「ま、まぁでも風呂なんてどこでも同じだ」

　磨すりガラスの引き戸の向こうが浴室なんだろう、とひとまず開けてみる。

「……。……え？」

　なにがどうなっているのか、さっぱりわからなかった。

　湯船らしきものは細長いし、なんだか蛇へびみたいなものが壁かべにぶら下がっている。同じような容器がいくつも並び、見覚えがあったのは浴室用の椅い子すと桶おけだけだった。そのふたつですら、つるりとしていて月の世界の物とは材質が違う。

「なんだこれ……。……これが風呂？」

　しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、背後でガチャリと音がした。

「なにしてんだ」

「！」

　びくりと身体を震ふるわせて振り返った梔子の表情で、彼はすっかり状じよう況きようを把は握あくしたらしい。浴室の引き戸を開けたままでいた梔子に、「やっぱりな」と小さく息を吐はいた。

「や、やっぱりってなんだ」

「いや、別に。わかんねぇならそう言えばいいだろ」

　さっさと浴室に入って行った橘に続くと、彼はひとつひとつ指をさして説明していく。

「これがシャワーで、ここを押すと湯が出る。ここに並んでるのがシャンプーとコンディショナーで、こっちがボディソープ」

「し、しゃ……？」

　はじめて聞く単語の羅ら列れつに、梔子はそれを繰くり返すことですらままならない。

「ったく、しょうがねぇ……。おまえ、おれが入んの見て覚えろ」

　また鼻で笑われるだろうと思っていたのに、聞こえてきた言葉に両耳が伸びる。

「……は？」

「説明しても通じねぇんなら、実際に使ってるとこ見て覚えるしかねぇだろ」

「なっ!?　おまえ、なに言ってるんだ!!」

「着物が濡ぬれる。裾すそは上げろよ」

　なんでもないことのように提案してきた橘に梔子はぶんぶんと首を横に振った。ありえない！　と反対すれば橘が不思議そうな顔をする。

（冗じよう談だんじゃない！　裾をたくし上げるだなんて、そんなはしたない真似まねができるか！　そうでなくとも、名づけられただけで一大事なのに……っ）

　特別な理由もなく素す肌はだを見せることは月の世界では禁きん忌きだ。そのうえ、裸はだかを見せるのは生しよう涯がい添そい遂とげると誓ちかいあった相手だけと決まっている。

　なにがそんなに嫌いやなんだ、と呆あきれたように訊きかれても本当のことを伝える気にはなれずに俯うつむいて黙だまり込む。

　風呂には入りたいが、脚あしを見せるのは絶対に嫌だ。だからと言って、濡れるのがわかっていて裾を上げずに姫巫女からもらった大切な着物を濡らすのも嫌だ。

「じゃ……、じゃあ、うさぎになる……」

「あ？」

「う、うさぎの姿でおまえが風呂に入ってるの見て覚える、から……！」

　しどろもどろになりながらそう言った梔子に、橘は目を丸くした。しかしそれ以上はなにも言わず、浴室から桶のような物を持ち出してくる。

「ほら」

「え？　桶……？」

「洗面器。うさぎになってこの中入ってろ。ああ、タオルも入れとくか」

　橘は洗面器の中にタオルを一枚敷しいて梔子に手て渡わたした。しばしそれを見つめてから、もう一枚追加する。洗面器を持ったまま動こうとしない梔子の両りよう肩かたに手を置き、くるりと身体からだの向きを変えさせた。

「なっ、なんだっ!?」

「おれはここで着き替がえんだよ。おまえは洗面所戻もどれ。それとも、ひとりじゃ戻れねぇか？」

「そんなわけあるか！」

「じゃあ早く行け。運んでやるから、それに入って待ってろ」

　とん、と軽く背中を押されて脱衣所から洗面所に移動する。

（なんでこんなことに……。……裸を見られるよりは何倍もマシだけど）

　自分でうさぎになると言ってしまったのだから後には引けない。

　ふーっと息を吐き出して持たされていた洗面器を足元に置いた。手早く着物を脱ぬぎ、きちんと畳たたむ。

　軽く目を閉じてほんの少し念じると、梔子の身体は一いつ瞬しゆんでうさぎの姿に変わる。

（うさぎになると動物たちとしか話せないのが困る。これじゃなにか起きても文句が言えない）

　ふん、と鼻を鳴らしてぴょんと洗面器に入る。中に敷かれたタオルを踏ふんで身体に馴な染じませていると、ガチャリとドアが開いた。

「……うさぎになってる」

「……！　……!!」

　腰こしにタオルを巻きつけただけの橘を見て、梔子は声にならない悲鳴を上げる。

　両耳だけでなくしっぽまで伸ばし、きつく目をつぶった。

（姫巫女さまごめんなさい……！）

　梔子たち月の一族は自分以外の裸を見ることはまずない。誰だれかと一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ることなど、そもそもありえないのだ。

　いかがわしいことをするわけでも、自分の裸を見られたわけでもないのに咄とつ嗟さに姫巫女への謝罪の言葉が出たのは、見てはいけないものを見てしまったという罪悪感からでしかない。

　洗面器の中でオロオロする梔子に「なにをそんな挙動不ふ審しんになってんだ」とおもしろそうに言って、橘は洗面器を持ち上げる。

　そのまま連れて行かれた浴室で実際に橘が髪かみや身体からだを洗いながらいろいろと説明してくれたが、動どう揺ようしたままの頭ではよく理解できなかった。

「で、これがジャグジー。ここ押すとこっちから湯が出る。止めるときはもう一度押せ。使いたいなら好きに使っていい」

　洗い場での説明をひと通り終え、橘は浴よく槽そうに入る。

（長かった……。それにしても、こっちの石せつ鹼けんはぜんぶ液体なんだな。しゃわーというものはずいぶん便利そうだ……）

　ぷしゅん、と小さなくしゃみをひとつすると、橘は洗面器を持ち上げて湯船に浮うかべる。

「ここに浮いてたほうがあったかいだろ。暴れると沈しずむからな」

「……」

　ぷかぷかと湯船に浮かんだまま橘を見つめた。

　はじめのうちこそ動揺してまともに見ることもままならなかったが、ほどよく筋肉のついた身体は純じゆん粋すいにきれいだと思えた。うさぎの姿でいるのだからいくら見ても気づかれないだろうと安心して視線を送る。

「そんな珍めずらしいか？」

「！」

「まぁ、うさぎに筋肉質な個体はいねぇか……。獣じゆう医いってのは体力勝負なんだよ。デカいのも来るし、暴れるのもいるし。ある程度は押さえられるように鍛きたえてる」　>>>♥

　凝ぎよう視ししていたことを注意するわけでもからかうわけでもなく、ましてや訊いてもいないのに橘はそう説明してきた。どうして、と首を傾かしげる前に耳がぴんと伸のびる。

「警けい戒かいしてる。……耳が生えてるってのは人間と違ちがってわかりやすくていいな。感情が素す直なおだ」

　その言葉を聞いて思い出したのは、橘の動物たちに触ふれるしぐさだった。

（だから、動物にはやさしいのか……？）

　考えていると橘が洗面器を引き寄せて梔子に触れようとする。だが、自分の手が濡れていることに気づくと洗面器を押さえるだけに留とどめた。

　じっと見つめられ、その視線に居い心地ごこちの悪さを感じはじめた頃ころ、橘はようやく口を開く。

「真珠……。おまえ、前にもここに来たことないか？」

　脈みやく絡らくなく尋たずねられ、今度こそ梔子は全身を震わせて否定する。

　ふうん、と短く返事をした橘は梔子を洗面器ごと洗い場に置いて湯船から立ち上がり、ひとりで脱だつ衣い所に戻もどってしまった。

（どうしてあんなことを訊いてきたんだ？）

　尋ねられた内容に、心当たりはひとつもない。

　考えていても時間の無む駄だだと思い至り、洗面器から跳とび出す。引き戸を少しだけ開けたままにしてくれたのは、この姿でも出入りできるようにという配はい慮りよだろうか。

（へんな橘……）

　橘の姿がすっかり見えなくなったことを今一度確かく認にんしてから、梔子は姿を人型に戻す。

　ぶっきらぼうでもわかりやすい説明のおかげで、そこまで手間取ることなく髪かみと身体を洗い終え、湯に浸つかることができた。浮かんでいたときには気づかなかったが、浴槽に張られた湯は乳白色だ。

（もしかして、わたしが嫌がったから、橘が自分の身体を見えにくくするために……？）

「……人間の考えることはわかりにくい」

　両手で掬すくった湯でぱしゃりと顔を洗う。

　たったこれだけで橘が本当はやさしいのかもしれないと思いかけて、簡単に絆ほだされるなと首を振ふった。

「疲つかれのせいだ。だから、これだけのことなのにやさしく感じたんだ」

　誰にともなくそう言って、湯船の中で手足を伸ばす。

　月の世界の広々とした露ろ天てん風ぶ呂ろには勝てないが、これはこれで悪くない。

（姫巫女さま、どうなさっておられるかな……）

　そっと髪を撫なでてくれた、たおやかな手を思い出しながら梔子はとぷんと湯に潜もぐった。










　　　　＊＊＊




　さくら色のケーシーを着て、どんなに病院嫌ぎらいの動物でもたちまち手て懐なずけてしまう美人男性動物看護師の噂うわさは瞬またたく間に町内に広まり、梔子がクリニックを手伝うようになってから受じゆ診しん者しや数は倍近くなった。

　本人からすれば動物たちを手懐けているつもりは毛頭なく、相手が蛇へびでも亀かめでも態度は変わらない。いつも、最初に必ず『少しだけ身体に触さわらせて。絶対もっと元気になれるから』と話しかけているだけだ。

　体調がいつもと違うことなど、動物たち自身が一番よくわかっている。その不調を治す手助けがしたいと伝えるだけで、自然と信しん頼らいしてくれるのだ。もっとも、橘の治ち療りようが的確だからこそ、動物たちも『信じてみてよかった』と納なつ得とくして帰っていくのだが。

　特別なことをしている自覚がなくとも、褒ほめられれば悪い気はしなかった。こんなにがんばっているのだからと、診しん療りよう後に掃そう除じを終えて自宅に戻るなり「月の世界に来てくれ」と頼たのみ続けてはいるが、いつもはぐらかされるばかりで未いまだに承しよう諾だくの返事はもらえていない。

　そんな毎日に、梔子は焦あせりを感じていた。

「やー、今日も大だい盛せい況きようだね！　真珠くんのおかげだ」

「あ、藤田さん」

　午前診療最後の受診者を診しん察さつ室に通しバックヤードに戻ると、そこにはいつのまにか藤田が来ており定位置の椅い子すに座っていた。

「真珠くんの噂すごいよ。おれも同どう僚りように、『あの動物病院、どんだけ凄すご腕うでのＡＨＴが入ったんだ？』って訊きかれたもん」

「凄腕って……。わたしはなにも」

　いくら動物と話せても、橘の腕うでが確かでなければ飼い主も動物も納得しない。梔子はあくまで橘の補助をしているだけだ。

「で、仕事には慣れた？」

「慣れてない。なんでもぽんぽん言いつけられるし……。あいつの横暴さは動物より厄やつ介かいだ」

「ははっ、その通り！」

（でも、……楽しくなくはない）

　はっきりと楽しいと言うのは癪しやくだが、ケーシーにさえ慣れてしまえば仕事そのものはまったく苦にならなかった。

　藤田と話しながら、消毒用アルコールで湿しつ疹しんができてしまった猫ねこ専用の消毒液を橘に教わった通りに作る。月の世界で日課だった薬やく剤ざいの調合と同じような作業に手間取るわけもなかった。

　橘からの指示は一度に複数出されることが多いため、ちょこまかと動かなければこなすことはできない。そのせいで落ち着きがないと言われているが、梔子からすれば橘の落ち着き方が尋じん常じようではなく思えて仕方がなかった。

　おれと同い年だよと年ねん齢れいを教えてくれたのは藤田だが、人間の二十九歳というものはこんなにも物事に動じないのかと感心すらした。そうなると、橘が例外なのか藤田が例外なのかよくわからないが。

「足のケガはどう？」

　右足を庇かばって歩いていることに気づかれて、「ケガしてるのに働かせて！」と藤田が橘を叱しかったのは数日前のことだった。

「だいぶいい。そろそろ抜ばつ糸しだと言われた」

「そっか、よかったね。こんなに動いて、治りが遅おそくなるんじゃないかと思ってた」

　橘が言うには驚きよう異いの回復力らしい。

　毎晩風ふ呂ろ上あがりにガーゼを交こう換かんしながら状態を確認して、包帯を巻き直してくれている橘には悪いが、梔子はその時間が苦痛だったりする。薬が沁しみるわけでも包帯がきついわけでもない。ただ、時折素す肌はだに触れる彼の手から伝わってくる体温がどうにも落ち着かないだけで。

「もうつけ耳はしないの？」

「……しない」

　唐とう突とつに訊かれて、ぎくりとしながら作り終えたばかりの消毒液の蓋ふたを閉めた。

　藤田に背中を向けていてよかった、と思っていると彼が立ち上がる気配がする。

「薬の補ほ充じゆう、手伝ってもらってもいい？」

「うん」

　ふんふんと鼻歌を歌いながら、いつもの銀色の大きな鞄かばんを担かついで薬剤室へと向かう藤田に続く。彼は並んでいる棚たなの中を確認し、足りなくなっている薬品名を胸ポケットから取り出した手帳に書き込んで、鞄を開いた。

「真珠くんも大変だね。いくら実習とはいえ、橘と働くなんてさ。こき使われてるんじゃない？」

「それは、まぁ……」

　言葉を濁にごした梔子に、藤田が薬を手に声を出して笑う。

　屈くつ託たくのない笑い方は橘のそれとは真逆だ。

「藤田さん、あいつはいつからあんな感じなんだ？」

「橘？　昔っからずっとそうだよ」

　つぎつぎと迷うことなく棚に薬品をしまう藤田を手伝いながら、梔子はずっと疑問に思っていたことをぶつけてみる。

「あんなやつと、よく友達でいられるな」

　橘と藤田の性格はまるで正反対で、相あい容いれないように思えてならなかった。

　なにかを頼むにしても橘はずっとあの調子で藤田に無理難題を押しつけることが多い。それをどうにかしてしまうのは、藤田の柔じゆう軟なん性せいと忍にん耐たい以外のなにものでもないと梔子は感じていた。

「うーん……。それはさ、橘が本当はやさしいからかな」

「……やさしい？」

「口は悪いし金にうるさいし。でもそれってぜんぶ、わざとだと思うんだよね」

「……」

「なんて言うか、そうやって隠かくしてるだけなんじゃないかって思う。ほんとはすごく、やさしいヤツだから」

　自分の知っている橘はそんな素そ振ぶりなどなかったと顔をしかめた梔子に藤田がまた笑った。これそっちの棚ね、と薬を手て渡わたしてきた彼の口調は楽しげだ。

「中学のときかな。あいつは誰だれにも言わなかったけど、ケガしたリスを連れ帰って、ちゃんと治して山に帰してあげてた。橘は昔っからああだけど、おれの何倍もやさしいよ」

「……さっぱりわからない。やさしさを隠す必要なんてあるのか？」

「真珠くんなら、そのうちわかるかもしれないね。……さ、補充おしまい！」

　あっちに戻もどろうと促うながされて部屋を出た。

　梔子からすれば、橘は月の世界に来てもらえるよう説得する相手であって、それ以上でも以下でもない。だから、彼自身のことなどわかるようにならなくてもいい。そう言いかけて、やっぱりやめた。

「……なんだ、藤田。今日は呼んだ覚えはねぇぞ」

　藤田の話の真意がわからずに考え込んでいると、診察室側のドアから橘がバックヤードに入ってきた。

「昨夜の注文で今日持って来てるんだ。感謝はされても文句言われる筋合いはないけど？」

　にこやかにそう言った藤田を無視して橘は梔子にファイルを手渡してくる。

「これは？」

「セサミのカルテ。今までの診療内容が書いてある。今日で治ち療りよう終しゆう了りようだ」

「耳、治ったのか？」

「ああ。そもそもアトピー性せい皮ひ膚ふ炎えんの合がつ併ぺい症しようで外がい耳じ炎えんになってただけだしな。これからは勝手に治療を中断しないように飼い主に約束させた。あれだけ治療費取れば約束破ったりしねぇだろ」

　受け取ったカルテをパラパラとめくっていると、それまで梔子と橘の会話を聞いていた藤田が「へーえ」と声を上げた。

「なんだ」

「いや、ほんとに実習っぽいなぁと思って。治療経過とかも教えるもんなんだなー」

「……こいつが、毎回しつこく訊いてくるから」

「当然のことを訊いているだけだ」

「おー、真珠くんが橘に言い返してる！」

　わざとらしく拍はく手しゆした藤田をじろりと睨にらんで、橘はまた診しん察さつ室に戻っていく。

　梔子はカルテから少しだけ視線を上げてその背中を見つめた。

　診しん療りよう中は白衣を羽織っているため橘のケーシー姿を見る機会は少ないが、改めて見ると悔くやしいほどによく似合っていた。

　梔子よりも頭ひとつ分は長身の彼は、肩かた幅はばもあり脚あしも長い。ケーシーの袖そでから見える腕はしなやかな筋肉がついている。隣となりに並ぶと自分の細さが際きわ立だつからあまり近づきたくないが、診療中にそんなわがままは言っていられない。

（やっぱり、真っ白のほうがかっこいい）

　見比べるように摘つまんだ自分のケーシーはさくら色で、いくら似合うと言われても素す直なおに喜べなかった。

「真珠くん？」

　橘が消えて行ったドアをぼんやりと見つめていると藤田に呼ばれ、はっとして視線を戻す。

「なんだ？」

「いや、橘見てぼーっとしてるからさ」

「……そんなことない」

「そう？　じゃあ、おれもそろそろ帰るよ」

　言い当てられた梔子が返事をするのに妙みような間があったが、藤田は少しだけ表情を変えたものの深く追及してこなかった。その代わりとばかりに、にっこりと笑いかけられる。

「真珠くん、橘のことよろしくね？」

「よろしくってなにを……」

「いいからいいから。とにかくよろしく！」

「う、うん……？」

　裏うら玄げん関かんから出て行く藤田を見送って外に出た。

　瑞みず々みずしい草木の匂においがする風に頰ほおを撫なでられ、心地ここちよさに目を細める。駐ちゆう車しや場じようから出て行った藤田の車が見えなくなってからクリニックに足を向けた。

　その瞬しゆん間かん、ふいに違い和わ感かんを覚えて立ち止まる。

（この風……、さっきとは違ちがう。月の世界の……、濃こい緑の匂いがする）

　梔子は勢いよく振ふり返り、庭を見み渡わたす。すん、と注意深く匂いを嗅かぐと、違和感は大きくなった。見える景色に変わりはないのに、胸むな騒さわぎがする。ぐるりと視線を巡めぐらせて、耳を澄すました。うさぎの耳を消してしまっている分、音が拾いにくくて歯は痒がゆい。

（風に混じって木蓮兄さまの気配がする。でも、どうしてこんなところに……？）

　駆かけ抜ぬけて行った強い風に目を眇すがめる。舞まい上げられた木の葉が梔子に纏まとわりついた。

　やがて風が止やみ、芝しば生ふを踏ふむ微かすかな音が聞こえてくる。近づいてきた足音は、よく見知った男のものだった。

「木蓮兄さま……！」

　条件反射で深々と頭を下げた梔子の表情が一いつ瞬しゆんで硬かたくなる。

　黒くて大きなうさぎの耳を消している長ちよう兄けいを目にするのははじめてだが、その姿は月の世界と寸すん分ぶん違たがわず厳おごそかだ。

「顔を上げなさい」

　告げられた言葉は短い。

　姿勢を戻すなり表情の見えない瞳ひとみと視線がぶつかり、梔子は身を竦すくめた。

「どうしてここに、とでも思っているのだろうな」

「……」

　頭のてっぺんから爪つま先さきまでくまなく見つめられる。

（きっと……、呆あきれておられるに違いない。耳としっぽを消して、こんな服まで着ているなんて。人間界に馴な染じんでいるようにしか見えない……）

　沈ちん黙もくが続くにつれていたたまれなくなってくる。

　先に謝ってしまおうかと思ったとき、木蓮がやっと口を開いた。

「体調に変わりはないようだな」

「え……？　体調でございますか……？」

　思いもよらない言葉に答えあぐねる梔子をよそに、木蓮はゆっくりと頷うなずいた。

「そうだ。人間界には新月がある。ここでは一族の者は多かれ少なかれ影えい響きようを受けてしまうのだ。だからおまえも、不調を来きたしているのではないかと思っていた」

　じっと見つめてきたのは呆れていたからではなかったのかと安あん堵どの息を吐はく梔子に、彼の抑よく揚ようのない声が続いた。

「その服装は？」

「！　こ、これは……っ、ここで獣じゆう医いの仕事を手伝っているので……」

　核かく心しんをついた質問に言い訳することもできず正直に答えると、木蓮の整った眉まゆが寄せられる。

「……掟おきてを破り人間界に来ただけでなく、誇ほこり高きわが一族の者が人間に仕えるとは」

　やっぱり叱しかられる、と首を竦めた梔子にそれ以上言げん及きゆうすることなく、木蓮は仕切り直すように小さく咳せき払ばらいをした。

「この場所に動物病院があるということは知っていた。姫巫女さまが、体調を崩くずされてからここを気にかけておられたことも。先代の院長が亡なくなり閉院になったと記き憶おくしていたが、子息が後こう継けいしていたとは知らなかった」

「どうしてそれを……」

「偵てい察さつ隊から訊きき出した。梔子、あの獣医を月の世界に連れてくることはできそうか？」

「……それ、は……」

　淡たん々たんと尋たずねられ、答えに窮きゆうする梔子をじっと見つめて木蓮が唐とう突とつにぽつりと言う。

「……私は、おまえをこの世界に出したくはなかった」

「わたしが、未熟だからでございますか……？」

「そうではない。おまえの右耳が折れているからだ」

「！」

　きっぱりと告げられて頭の中が真っ白になった。

　右耳のせいにされるなら、いっそ力不足だと言われたほうが何倍もよかった。

　言葉もなく立ち尽つくす梔子の前で、木蓮は本来であれば耳が生えている場所を手で押さえる。

「耳は力を蓄たくわえ、これがなければ人型になることもできない。我らにとってはなにものにも代えがたいものだ。先が折れているおまえには、人間界でどんな影響があるのかわからない」

「……」

　右耳が折れているからだと言った木蓮の声ばかりが頭の中で何度も繰くり返され、他ほかのことは耳に入ってこない。

（まただ。また右耳だ……）

　無意識にこぶしを握にぎる。

　ことあるごとに右耳が折れているからと言われ続けて、これで一体何度目になるだろう。これから先、あと何回言われればいいのだろう。

（この耳だからこそ、できることだってあるのに）

　言い返すことなどできるはずもなく、ただ身体からだを縮こまらせた。木蓮は反応のない梔子に返事を要求することもなく、「……まぁいい」と短く言い、しゅっと羽織の襟えりを整える。

「掟破りの咎とがは責めまい。この動物病院が存続しているとわかったのはおまえのおかげだからな……。梔子、獣医はどこにいる？」

「え……」

「おまえに説得できないのであれば、私がしよう」

　おまえには任せておけないと言われているのだと思った。

　木蓮からすれば、自分がまだまだ半人前なのは充じゆう分ぶんわかっている。だが、姫巫女に託たくされた使命を果たせぬまま月の世界に連れ戻もどされるのはどうしても嫌いやだった。

「獣医はどこだ」

　詰つめ寄るような強い口調にちらりと背後を窺うかがった。

　橘が中にいるのは間ま違ちがいないが、それを教えたくはない。

（木蓮兄さまが説得すれば、橘は月の世界に行くことを了りよう承しようするのかな……）

　姫巫女のことを考えれば、橘を連れていくのが梔子であれ木蓮であれ問題はない。問題はないが、どうしても自分で説得したかった。

（わたしが、姫巫女さまから仰おおせつかったんだ……！）

　梔子の視線から橘の居場所を察したのか、木蓮が背後のドアに向かっていく。バックヤードに続くそれが開かれる前に阻そ止しする決意をしてぐっと唇くちびるを引き結んだとき、ガチャリとドアが開く音がした。

「……真珠、今度はなんだ」

「!!」

　ドアを開けて出てきた橘が、名前を呼んだ。

　呼ばれた名はもちろん『真珠』で、梔子はさぁっと顔色を失くす。

（名前……！　木蓮兄さまが、気づかないはずがない！）

　人間に名づけられたことを知られた。よりによって、説得して月の世界に連れ帰らなければいけない相手に名づけられたことを。しかも、それだけではない。橘と木蓮が直接顔を合わせてしまった。こうなってしまった以上、自分の使命を果たすことは難しいだろう。

　最悪の状じよう況きようを前に身動きすることもできずにいる梔子をよそに、くしゃくしゃと髪かみを乱した橘の横顔は心底うんざりして見えた。

「で……、どちらさま？」

「私は月の世界から来た者。梔子が世話になった」

「くちなし？」

　木蓮が呼んだ名前に首を傾かしげつつも、それ以上詮せん索さくしなかった橘に安堵する。しかし、これで話が終わるはずがなかった。

「貴き殿でんに頼たのみがある。たった一度でかまわない、我らとともに月の世界に来ていただけないか」

　ひと息にそう言って、木蓮はきっちりと頭を下げた。

　淡々と、あくまで事務的な態度を崩さない木蓮に橘が片眉を上げる。

「……嫌だ、と言ったら？」

「断られる理由などない。姫巫女さまに選ばれたことを光栄に思え、獣医」

　姿勢を直し、木蓮はぴしゃりと橘に言い放った。

「これはまた……、ずいぶん偉えらそうなのが来たもんだな」

「なんだと？」

　木蓮が橘を睨にらみつけたが、そんなことを気にする橘ではない。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きに、梔子はただふたりを見守ることしかできなかった。

（木蓮兄さまが頼んだら引き受けてしまうのかもしれないと思ったけど……）

　姫巫女のためには今すぐにでも頷いてくれたほうがいい。なのに、そうしてほしくなかった。身勝手で矛む盾じゆんした自分の考えが信じられない。

「……今一度頼む。月の世界で姫巫女さまを診みていただけないか」

　またもやきっちりと頭を下げた木蓮を見て、梔子は橘の顔色を窺った。見上げた先では橘も梔子を見つめていて、意図せず視線が絡からみ合う。

（橘……？）　>>>♥

　戸と惑まどう梔子をよそに、橘は視線を外す。

「断る」

　橘の声には一いつ切さい迷いがなく、それ以外の答えなど考える余地もないとでもいうようにきっぱりとしたものだった。

「……何なに故ゆえ。人間の分際で月の世界に足を踏ふみ入れることができるなど、特例中の特例だ。光栄だと思わないのか」

「人間の分際、ね……」

「そのうえ姫巫女さまに謁えつ見けんできるのだ。幸運以外のなにものでもないだろう」

　淀よどみなく言い切った木蓮の声からは、自分が間違ったことなどなにひとつ言っていないという自信が滲にじみ出ていた。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔のままで橘がまた梔子に目を向ける。

　おまえもそう思っていたのか、と問い質ただすような目に肩かたを揺ゆらした。首を横に振ふりたいのに木蓮の手前はっきりとそうすることはできず、唇を嚙みしめる。だが、ここで目を逸そらしてはいけない。

（木蓮兄さまのお考えが、すべて正しいとは思わない。……けれど、橘に月の世界に来てほしいのは事実だ）

　自分の考えを伝える術すべがなくて、祈いのるように橘を見つめた。

　しばしそのままでいた橘は、梔子から木蓮に目を移して腕うでを組む。

「コイツもアンタも同じだな。こっちのことはおかまいなしで勝手に話を進めて。……人間を見下してない分、コイツのほうがまだマシだ」

「え……っ？」

「月の世界でどんなに偉かろうがおれの知ったことじゃねぇんだよ。生き物は身分で生きてるんじゃねぇ、動物でも人間でも神しん獣じゆうでも、命の価値は同じだろう。そんなこともわからねぇヤツの頼みなんか聞けるか」

「……！」

　どこか聞き覚えのある内容に、頭に浮うかんだのは姫巫女の言葉だった。

　彼女の、『生きとし生きる者はすべて、ひとつの命を全まつとうする尊い存在』という教えと同じことを、まさか橘が言うなんて。

「綺き麗れい事ごとを。……つまり貴殿は、月の世界に来る気はない、と」

「今はまだ、そのつもりはない」

「──承知した。梔子、もうここに用はない。戻るぞ」

「も、木蓮兄さま……！」

　腕を摑つかんできた木蓮の手を拒こばむように自分のそれを重ねる。

　このまま帰ってはいけない、そう思った。

　姫巫女の補ほ佐さとして一族をまとめる存在である木蓮に抗あらがうなんて、大それたことだと自分でもわかっている。だが、ここで帰ってしまったら絶対に後こう悔かいする。

「わたしに……、わたしにもう少しだけ時間をくださいませんか……？」

　風にかき消されてしまいそうなほど小さな声でも木蓮の耳には届いたようだった。彼は表情を崩くずすことなく淡たん々たんと梔子を諭さとす。

「なにを言い出すのやら……。おまえも聞いただろう？　月の世界を侮ぶ辱じよくするような男が、姫巫女さまを治せるわけがない」

　異を唱えることなど許されないような木蓮の硬かたい声こわ色いろに、梔子はこくりと喉のどを鳴らした。心臓がいつもの何倍もの速さで脈打っているのがわかる。

　しかし、このまま頷うなずくわけにはいかない。

「……この者の無礼は承知しております。ですが、それと彼がこの町一番の獣じゆう医いであることとは別ではありませんか？　姫巫女さまの病やまいも、橘であれば、きっと治せます……！」

　たった今長ちよう兄けいに楯たてつくことで、どんな処しよ罰ばつを受けることになってもかまわなかった。

　ぶっきらぼうでも、金にうるさくても、橘の治ち療りようが間違っていたことなんて一度もない。飼い主だけでなく動物たちも橘を信しん頼らいし、橘もまたその信頼に応こたえていたことは、傍かたわらで橘を見てきた梔子が誰だれよりもよく知っている。だからこそ、橘に姫巫女を診てほしいという思いは強くなっていた。

「真珠……」

　背後でぽつりと、名前を呼ばれた。その声だけで、橘が自分を心配していると知れる。

　木蓮は梔子と橘を代わる代わる一いち瞥べつし、薄うすく口を開いた。

「……名をつけられて情が移ったか。この無礼者と同じような目をして」

「！」

　切れ長の目を眇すがめ、木蓮は苦々しげにつぶやいた。冷れい淡たんな声に、梔子は木蓮からびくりと手を離はなす。

「いいだろう……。おまえにできるとは思わないが、ここに残り、せいぜい獣医を説得するがいい。なにが起ころうとも、な」

「も、木蓮兄さま？　それは一体……」

　梔子の問いかけを拒きよ絶ぜつするように木蓮が目を閉じる。

　ざあ、と目を開けていられないほどの風が吹ふき、気づくと木蓮の姿は消えていた。

「なんだったんだ、あいつは」

　呆あきれたような橘の声に強こわ張ばっていた身体からだがふっと緩ゆるんだが、新しい問題に梔子の表情は自おのずと硬くなる。

「木蓮兄さまはわたしの長兄で、月の世界では姫巫女さまのつぎに偉いお方だ。おひとりでこちらに来られることなどまずありえないほど、位が高い」

「それであの口調か」

「なのに、まさかおまえが、あんなことを言うなんて……」

「ああ？」

（……いや、橘よりもわたしだ。姫巫女さまとの約束を果たせぬままだったから……）

　梔子は血の気の戻もどらない顔で力なくかぶりを振った。

　今にも泣き出しそうな梔子を心配してか、橘は肩にそっと手を載のせてくる。その手は子どもをあやすようにそこを撫なで、そのまま背中へと下りた。大きな手のひらは背中を上下に往復してから先へ促うながす。梔子は、橘に支えられるようにしてふらふらとクリニックに戻った。

「午後は出なくていい。おまえはあっちで休んでろ」

「……だいじょうぶだ」

　気き丈じように言い、未いまだに震ふるえの止まらない両手を隠かくすようにこぶしを握にぎる。

　そのしぐさに眉まゆを寄せ、橘は俯うつむいたままの梔子の背中をぽんと軽く叩たたいた。

「こんなんで仕事になるか。動物たちが心配する」

「……。ごめんなさい……」

　動物を理由にしてはいるが、間ま違ちがいなく心配されている。血の気の失うせた顔で口数も減れば、当然かもしれない。しかし、自分は橘にとって厄やつ介かい者ものだったはずだ。そして、梔子にとっても橘は融ゆう通ずうの利きかない食えない相手だった。

　それなのに、心配されたことがなぜか嬉うれしい。

（嬉しい……？　……どうかしてる）

　昼飯にしようと言って、橘は背中から手を離した。

　その手を目で追ってしまった梔子は、そんな自分に気づくなりあわてて顔を背そむけた。あったかい手が気持ちよかったなんて、こんなときに思うことじゃない。

（『なにが起ころうとも』と、兄さまはおっしゃった……。……嫌いやな予感がする）

　これ以上気が滅め入いってしまわないように、顔を上げて先を歩く橘の背中を追った。







　時間ができた午後、梔子は自宅で過ごした。

　クリニックに戻らなかった梔子を、匙は青くて澄すんだ瞳ひとみでじっと見つめ、体調が悪いのかとだけ尋たずねてきた。なんでもないと答えた梔子の左右に匙としまが寄り添そい、二匹ひきの体温に手の震えがようやく治まった。

　簡単な家事と庭の掃そう除じ、花か壇だんの世話だけでは時間を使い切ることは難しく、少しでも手を止めると木蓮の言葉の意味を考え続けてしまう。

　身体は休めたものの気持ちは回復せず、診しん療りよう時間を終えてきた橘に、夕食中も片づけをしているときもじっと見つめられていることに梔子は気づかなかった。

「真珠、足。抜ばつ糸しするぞ」

「……うん」

　風ふ呂ろ上あがり、いつものようにソファに座って寝ね巻まき代わりにしている長なが襦じゆ袢ばんの裾すそを捲まくる。ぱちりぱちりと糸が切られていくのをぼんやりと見つめた。

　出したままの耳としっぽはすっかりしょげて、ついさっき鏡に映った自分を見て少し笑ってしまった。耳は正直だ。これでは匙に心配されるのも無理はないだろう。

「おまえ……、梔子って名前だったんだな」

　なんでもないように言われて、思わず耳が伸のびる。木蓮に名づけられたことを知られたショックで忘れてしまっていたが、橘にも本当の名前を知られていたのだ。

「……そうだ。梔子は姫巫女さまからいただいた名だ」

「はじめに名乗ればそう呼んでやったのに」

「名乗る機会がなかった」

　会話を交かわしているあいだにも傷口から糸が抜ぬかれていく。

　診しん察さつだけでなく処置にも立ち会っているせいで、傷口を見ることにもすっかり慣れた。今までの自分からは考えられないが、ある程度の量の出血にも動じなくなっている。

「細かく縫ほう合ごうしたから、しばらくすれば傷きず痕あとも目立たなくなる」

「……ありがとう」

　真珠という名で呼ばれていることを木蓮に知られたことよりも、おまえに獣医を説得できるとは思わないと、はっきり告げられたことのほうがつらかった。

（やっぱり……、兄さまはずっと、わたしをそういうふうに見てらしたのかな……）

　なにもできない末っ子だと思われていたという事実が、木蓮が姿を消してから梔子の顔を曇くもらせていた。わたしにもできることがあるはず！　といつものように強がりたいのにそれもできず、梔子はとうとう深いため息をこぼした。

「真珠？　真珠」

　何度名前を呼んでも反応しない梔子に、きれいに包帯を巻き直した橘が手を伸ばした。迷うことなくふわりと右耳のつけ根を撫でられて、心地ここちよさに目を細める。

（……この触さわり方、知ってる気がする……）

　髪かみを撫で梳すき、左耳のつけ根に彼の手が触ふれたところで我に返った。

「やっ、やめろ！　耳に触れるな！」

　あわてて大きな声を出すと橘は肩かたを竦すくめてみせた。

「今さら、耳に触られたぐらいで騒さわぐな」

　力の象しよう徴ちようである耳に他人が触れることはまずない。

（なにをぼんやりして……！）

　橘の手を心地ここちいいと思ってしまった自分が恥はずかしくて、ソファの上でぶんぶんと腕うでを振ふり回した拍ひよう子しに、身体が前に傾かしいだ。

「わ、ぁ！」

　いつもであればバランスを崩くずしてもすぐに立て直すことができるのに、なぜかうまくいかない。ソファの前に敷しいてあるラグに倒たおれ込みそうになった梔子を橘が抱だきとめる。

「……っぶな」

「！　は、離せっ」

「なんなんだ、おまえ。いいからとりあえず落ち着け」

　な？　と幼い子どもにするように背中をぽんぽんと軽く叩たたいて宥なだめられる。はじめのうちこそジタバタともがいてみたが、そもそもの体格差に敵かなうわけもなく、梔子は次し第だいに身体から力を抜いた。

（……やっぱり知ってる。どうして……）

　覚えのある感覚に、とくりと心臓が動いた気がした。

　梔子の右耳が微かすかに揺ゆれるのを見た橘の声が穏おだやかなものに変わる。

「おまえの兄貴……、木蓮とかいったな」

「……木蓮兄さまを呼び捨てにするな」

「なんでもいいだろ。あいつ、人間嫌ぎらいなのか？」

「兄さまは、かぐやさまの話を知ってから人間を毛嫌いしているんだと思う」

「かぐやって、かぐや姫ひめか？　あれは作り話だろ」

　橘の腕の中で首を振る。まだ少し湿しめっている髪が力なく揺れた。

「人間界ではそうなっているのか？　かぐやさまは、月の御み使つかいだ。今も月で職務に就つかれておられる」

「へぇ……」

　抱きしめられているせいで声が近い。くすぐったさに耳を揺らすと彼が右耳に触れてきた。橘の手から逃のがれるようにぴくりと耳を動かす。

「また勝手に触って……！」

「木蓮が言ってたな。耳が折れてるのは、そんなに悪いことなのか」

　ついさっき、小さく軽かろやかに動いた心臓が、今度はどくりと大きく脈打った。冷たい血液が送り出されたように全身が強こわ張ばり、背筋を嫌な汗あせが伝っていく。

　木蓮との会話を聞かれていた。それも、はじめのほうからずっと。

　そうでなければ橘が耳のことを言い出すはずがない。

（……聞かれたく、なかった）

　改めて告げられた内容に梔子の両耳は力なく垂れた。耳は、言葉以上に雄ゆう弁べんだ。

「悪くねぇと思うけどな、この耳。おまえだってすぐわかるし、折れててなんか問題でもあるのか？」

　折れた耳の先を触りながらの言葉からは、同情もなにも感じられない。

　姫巫女以外の誰だれかに、はじめて先の折れた右耳を肯こう定ていされた。しかも、肯定してくれたのは人間の橘だ。

「……わたしは」

「ん？」

「わたしはずっと……、幼い頃ころからずっと、右耳の先が折れているからダメだと一族みんなから言われてきた。本当のことだし、この耳を恨うらんでもいない。だけど、自分でどうにもできないことを悪く言われ続けるのは、正直……、つらい」

　こんなことを橘に言って、なにがどうなるわけでもない。わかっているのに、誰かに聴きいてほしかった。……いや、橘に聴いてもらいたかった。

　相あい槌づちをうつ代わりに、橘の手は梔子の耳を撫なでる。その手はやっぱりやさしくて、梔子は背中を押されるように今まで誰にも言えずにいたことを唇くちびるに乗せる。

「この耳のせいで、除のけ者にされてるのかな……」

　自分で言っておきながら言葉の鋭するどさに胸が痛んだ。

　ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せて痛みを堪こらえていると、耳を撫でていた橘の手が背中に回される。長い腕で身体からだを包み込まれて肩が揺れた。

「みんなと違ちがうから悪いなんておかしい。違っていいんだ。違いは個性でしかねぇしな」

「……」

　──なにも、なにも知らないくせに。そんなに簡単なことじゃないのに。

　言いたいことはたくさんあった。だが、どれも口に出せない。回された腕があったかくて、そのことしか考えられなくて。嫌いやな汗は、橘が拭ぬぐっていったようだった。

（どうしてなにも言えないんだ……。どうして……？）

　抵てい抗こうをやめた梔子の右耳がふるりと揺れる。困こん惑わくしているようなその動きに、橘は小さく息を吸い込んだ。

「昔、あるところにひとりの獣じゆう医いがいた」

「橘？」

　急に話しはじめた彼に声をかけると「黙だまって聞いてろ」と短く切って捨てられる。口を噤つぐむ以外にできることはなく、梔子は話に集中した。

「その獣医は、自分の家族より開業したクリニックより、なによりも動物を大切にした。妻に出て行かれて自分の身体を壊こわして、最終的にはクリニックの存続すら危あやうくなった」

　誰の話だと思う？　と橘が冗じよう談だんめかして言う。唐とう突とつに話しはじめた橘の意図がわからずにいると、背中に回されていた彼の腕に力がこもった。

「親父おやじ」

「先代の院長？　……もしかして、診しん察さつ室に飾かざってある写真の？」

　思い出して尋たずねると「知ってたのか」とつぶやかれた。こくりと頷うなずいた梔子に橘が続ける。

「おれも、散々父親と比べられてきた。おまえとは立場も状じよう況きようも違うけど、比べられるしんどさはわかる」

「……」

「動物を助けるために自分をないがしろにして、誰にでもにこにこして、おまけに動物のためなら金なんていらない！　とか、おれとは正反対だろ」

　だろ、と言われても肯定できるわけがない。

「親父みたいな博愛主義者になれたらって思ったこともあった。けど、いくら比べられたっておれはおれだしな。だから、おれのやり方でいいと思ってる」

「そんなに割り切れるものなのか？」

「割り切るんだよ。真似まねは真似だ。おれは、ここを継つぐって決めたときに親父の夢も継いだんだ。やり方は違っても、実現することができれば一人前の獣医になれる気がする。それまではここを、ダメにするわけにはいかない」

「夢……？」

　訊きき返した梔子に返事をする代わりに、橘は一度だけぎゅっと抱きしめてすぐに抱ほう擁ようを解いた。橘の話を聞いているうちに気を緩ゆるませていた梔子が両耳をぴんと伸のばす。

「捨てられた動物たちが安心して生活できて、つぎの飼い主を待つ場所を作る。それが、おれの夢だ」

　立ち上がった橘は、くしゃりと梔子の髪かみを撫でた。

「もう寝ねろ、明日あしたはあっち手伝えよ。おまえがいねぇと雑用が増える」

「……わかった」

　姫巫女の手とは似ても似つかない感かん触しよくなのに、やっぱりとくりと胸が鳴る。

（……これが、木蓮兄さまがおっしゃっていた不調なのかな）

　もぞもぞとソファで寝ね支じ度たくを調ととのえていると匙がラグの上に座った。

　橘が自室に向かうと匙も主人と連れだって二階に上がっていくのがいつもの日課だ。

「匙さん、どうかした？」

　訊けば、今夜は真珠についていてやってくれと橘に頼たのまれたという。『真珠のおかげでラグの上で横になれる』と言った匙の首筋にぎゅっとしがみついた。

「嬉うれしい、ありがとう」

　匙の灰色の毛からは太陽の匂においがする。午後、一いつ緒しよに日向ひなたぼっこをしたせいだろうか。隣となりに来たしまも『あたしのこと忘れてなぁい？』と言ってソファにひょいと乗った。

「しまさんもここで寝てくれるの？」

　心配してくれてありがとう、と伝えれば『仲間外れが嫌なだけよ』とつれない返事が返ってくる。

　みんなが心配してくれている。行動でそれを教えてくれるひとりと二匹ひきに、梔子は甘えてしまうことにした。

（みんなあったかい……）

　リビングの窓から見える月は小さくて細くて、見慣れた満月とは比べものにならないくらい頼たよりない。

　ここに来たのは満月の夜だったのに、もうすぐ新月になろうとしている。

（……どうして橘はあんな話をしたんだろう。お父上の話だけでなく、夢のことまで教えてくれるなんて。元気づけようとしてくれた、とか？　……いや、まさかそんなこと……）

　説得する相手に心配されて、元気づけられて、それが嬉しいなんておかしい。そう思いながら吐はき出した長いため息に匙としまの耳がぴくりと揺ゆれた。

　だいじょうぶ、ありがとうとやさしい二匹にそっとつぶやいてもう一度窓に目を向ける。猫ねこの目よりも細い月を見上げて、梔子は眠ねむりについた。
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　翌朝、起き出すにはまだ早い時間に、聞こえてきたのは聞き慣れないたくさんの声だった。

（誰かが、怒おこってる……？）

　その声から尋じん常じようではない怒いかりの色を感じて梔子はもぞりと身体を起こした。『まだ眠いわ』と半分夢の中から話しかけてきたしまに毛布をかけてソファから下りる。

「匙さん、匙さんどこ？」

　姿の見えない匙を呼ぶと、クリニックに続く廊ろう下かから足音が聞こえてきた。

　元来の賢かしこさと従順さに加えて、しっかりと躾しつけられた匙が自宅の中で走ることなど今までに見たことがない。けれど聞こえてきた足音は間ま違ちがいなく走っているそれで、その音を聞いただけで異変が起きているのだと知れた。

「どうかした？」

　姿を見せた匙の前に膝ひざをついて話しかける。

　彼が言うには、夜明け近くからクリニックの玄げん関かん前まえに犬が集まりはじめたらしい。野の良ら犬いぬが行き来するのはよくあることだからとはじめは気にも留めなかったが、どんどんとその数が増えていった。数が増えるだけならまだしも、聞こえてくるのは橘とクリニックの悪口ばかり。根も葉もない悪評から、しまいには人間への恨みまで。

　このままでは騒さわぎになると様子を見に行ったがなにをどうすればいいのかわからなくて、梔子を起こそうと戻もどってきたということだった。

「これ、野良犬の声だったのか……」

　そっと右足に目をやる。抜ばつ糸しが済んだそこには、もう包帯は巻かれていない。痛みも傷きず痕あとも残っていないが、野良犬に襲おそわれたことは事実だ。

　右足から目を離はなさずにいると、外からの声に交じって二階から下りてくる足音が聞こえてきた。

「真珠、匙も。どうした？」

　寝起きの、少し掠かすれた声の主は髪を搔かき上げながらひとつあくびをした。微み塵じんも緊きん張ちよう感かんのない橘に拍ひよう子し抜ぬけしながらもどこかほっとする。

「橘こそ……。いつもよりずいぶん早い」

「電話で起こされた。通学時間前に玄関きれいにしたほうがいいって。朝っぱらからなんの話だか」

　腕うでを組んで首を傾かしげた橘を前に、梔子は思わず匙と顔を見合わせた。

　そういえば、ついさっきまで聞こえてきていた声がいつのまにか止やんでいる。

「見てくる。匙さん、行こう」

「あ、おい！」

　たたっとクリニックに走りだした梔子に匙が並ぶ。

　着いた玄関で梔子と匙が見たのは、散らかされたゴミと荒あらされた花か壇だんだった。

「ひどい……」

　どこから持ってきたのか、段ボールや発はつ泡ぽうスチロールがぐちゃぐちゃに散乱している。休みを使って整えた花壇は、花は踏ふまれ土はまき散らされ、見るも無残な姿になっていた。

「どうしてこんなことに……」

「そんなカッコで外に出んな。おまえの風邪かぜを治してやるほど暇ひまじゃねぇぞ」

　玄関で呆ぼう然ぜんとしていた梔子の肩かたにふわりとなにかが掛かけられる。見ればそれは橘のカーディガンだった。

　嫌いや味みな言葉とは裏腹に自分を心配してくれての行動なのだろうが、この惨さん状じようを見ても落ち着いていられる橘が信じられない。

「わたしのことより、誰だれがこんなことをしたのか気にならないのか？　ここは怒るところだろう！」

「ムキになんな、血の気が多いヤツだな……。汚よごれたんなら掃そう除じすればいいだけだろ。匙、肢あしが汚れるから中に入れ」

　軽く腕を回しながら言うと、橘は早さつ速そく掃除に取りかかった。

「おまえは戻ってろ。掃除したら行くから、朝飯作っとけ」

「……、わかった」

　モヤモヤした気持ちのまま自宅に足を向ける。

　梔子と玄げん関かん先さきに出た匙は、残された足あし跡あとの臭においを嗅かぎたそうにそわそわしていたが、主人の命令に背そむくことはできなかったらしい。クリニックの内側から橘を見守り、『主人の掃除が終わってから一緒に戻る』と言っていた。

　自宅とクリニックをつなぐ廊下を歩きながら消していた耳としっぽを元に戻した。イライラするあまり足音が勝手に大きくなってしまう。

（なんであんなに平然としていられるんだ。昨夜、ここが父上から継ついだ大切なクリニックだと教えてくれたばかりなのに！）

　バサバサと乱暴に音を立てながら着物に着き替がえていると、ソファの上で伸のびをしているしまに『なんだったの？』と訊きかれた。

　野良犬たちに玄関先を汚されていたことを朝食の準備をしながら話す。

　話しているうちにまたふつふつと怒りが湧わいてきたが、必要以上にネギを細かく刻んでどうにかやり過ごした。

「あいつがなんで怒らないのか、さっぱりわからない。わたしにはすぐ怒るのに！」

　愚ぐ痴ちをこぼすと、しまはにゃーぉとひと鳴きする。『やぁね、そんなこともわからないの？』と言われて、意味を尋たずねようと口を開きかけた瞬しゆん間かん、ドアが開く音がした。

「朝からこれだけ動けば運動不足解消になったな、匙」

　同意を求められた匙は律りち儀ぎにしっぽを振ふって返す。

　中で待っていろと言われた匙には関係のないことだろうにと視線を送れば、彼は一いつ瞬しゆんだけ困ったように耳を伏ふせてみせてから、しゃんと背筋を伸ばして座った。

　そんな匙の頭を撫なで、橘は「シャワー浴びてくる」とリビングから出ていく。

　彼の背中を見送り、ネギを散らしたばかりの味み噌そ汁しるの鍋なべの火を止めて梔子は振り返った。

「……匙さん、この町にはそんなに野良犬がいたのか？」

　相変わらず姿勢よく座っている彼は困った声で短く肯こう定ていの返事をよこした。

　残念ながら、飼っていた犬を山に捨てる人間が少なくないらしい。もういらなくなったから、思っていたよりも大きくなったから、旅行に行くのに邪じや魔まだから、という身勝手極きわまりない理由で捨てられてしまう。

『このクリニックの玄関先に置き去りにされたおかげで自分は今こんなにしあわせだが、山に捨てられていたらああなっていたかもしれない』と言った匙を、しゃがみ込んで抱だきしめた。

「ごめんなさい、嫌いやなこと思い出させて……」

　気にするなと匙はぱたりとしっぽを振ってくれる。それまでずっとソファの上にいたしまも、するりと梔子にすり寄ってきた。

「匙さんもしまさんもやさしい。……わたしも、そうなれたらいいのに」

　ぽつんと言えば二匹はそろって首を傾げた。

『なにを言っているんだか』と呆あきれたように言う匙に、『ほんとよね』と珍めずらしくしまも同意する。軽かろやかに梔子の膝に跳とび乗ったしまは、『やさしくなかったら誰かのために怒ったりできないでしょ』と言ってきた。

「え……」

「仲がいいな。しまは藤田にも懐なつかないのに」

　二匹ひきとの会話に夢中になっていた梔子の背中に、浴室から戻ってきた橘が声をかけた。思わず耳をぴんと伸ばす。

「内ない緒しよ話ばなしか」

「そんなんじゃない。……すぐ朝食にするか？」

「ああ」

　怒おこるどころか、機き嫌げんがよさそうにすら見える橘にヤキモキしながら食事の準備を調ととのえていく。

　はじめは使い方がまるでわからなかった台所──と呼ぶと、しまに『キッチンよ！』と毎回窘たしなめられるが──にも慣れ、今では手の空いたほうが食事の用意をするようになっていた。とは言え橘は常に忙いそがしく働いているため、必然的に梔子がここに立つ機会のほうが多い。

　お椀わんによそったばかりの艶つややかな米と味噌汁、香こうばしく焼けた鮭さけにほうれん草のおひたし、それから満月と同じ色の少し甘いたまご焼き。すべてを運んだ食しよく卓たくで、橘は新聞を読んでいた。

　いつもと変わらない様子の彼をじっと見つめていると、顔を上げた橘と視線が合わさった。

「冷静だな。玄関があんなことになってたのに」

「もう片づいた。……おまえが先に怒ったからおれはそんなに腹が立たなかった。それに、電話で教えてもらえてよかったと思ってる。ここが気にかけてもらえてるってことだからな」

　橘は広げていた新聞をばさりと畳たたんで軽く笑った。

　橘の中で完結していても梔子にはまったく意味がわからず顔をしかめる。

「……どういう意味だ？」

「電話の相手、一いつ緒しよに片づけようかって言ってくれたんだ。知らない苗みよう字じだったし声も聞いた覚えがなかったから、ここにかかったことがあるわけじゃないと思う。なのにわざわざ……」

「それはおまえの今までがあるからだろう。おまえ、自分で思ってる以上に動物たちにも好かれてるんだぞ」

　どことなく嬉うれしそうな橘にそう告げると、彼は思い出したように並べられた朝食に目をやった。

「冷めちまうな」

　どこまでもマイペースな彼に少し呆れる。

「……ありがとう」

（──え？）

　その言葉が手て渡わたしたお茶に対するものなのか梔子の言葉に対するものなのか、いまいちはっきりしないが、ちらりと見た橘の耳は少しだけ赤い。もしかしたら褒ほめられたことで照れているのかもしれないと思えば橘がかわいく見えて、自然と頰ほおが緩ゆるむ。

「なんだ」

「なんでもない」

　今さら不ふ機き嫌げんそうな顔をしても遅おそい。

　照れた橘なんてはじめて見たな、と思いながら両手を合わせた。いただきます、と言えば橘と声が重なる。それがくすぐったくて、けれど顔には出さずに箸はしを持った。

　黙もく々もくと食べ進めていると、食事を終えた匙がクリニックに続く廊ろう下かのほうへ身体からだを向けた。しまは反対方向の電話が置いてあるチェストを見つめる。

　二匹の微び妙みような変化に気づき、梔子も箸を置いて耳を伸ばした。

　たったそれだけで部屋の空気がぴりりと張りつめる。

「どうした」

「……声が聞こえる」

「なんの声……」

　尋ねてきた橘の声を遮さえぎるように電話が鳴った。

　急きゆう患かんの連れん絡らく以外でこの時間に電話が鳴ることなどそうそうない。どう考えても異常事態だ。

　ひとりと二匹が耳を澄すます中、橘が受話器を取る。

「はい、たちばな動物クリニック。……え？　それはどういう……」

　橘の硬かたい声に真っ先に動きだしたのは匙だった。様子を見てくる、と言い置いてクリニックに向かった匙を追うことはせず、梔子は右耳をクリニックに左耳を橘に向けてどちらの音にも集中する。そうすることで、はじめてその違い和わ感かんに気がついた。

（……おかしい。いつもと違ちがう……）

　聞きたいと思った音だけを拾うことなど梔子にとっては造作もないことのはずなのに、今日はなぜかうまくいかない。ぐっと集中してやっと、どちらの音もクリアに聞こえはじめる。

　さざめくような声はどれも、クリニックの悪口を繰くり返していた。

（あの野の良ら犬いぬたちがまた集まってきたのか……？　それも、さっきよりたくさん）

　聞き耳を立てているあいだに通話が終わり、橘はチェストに上っていたしまを抱だき上げるとそのままどさりと椅い子すに座った。

「……野良犬の苦情か」

「ああ。小学生の集団登校と被かぶらなくてよかったな」

「そういう問題じゃない。野良犬がどうしたんだ」

「うちの周りに集まってるせいで、威い嚇かくされるから危なくて近づけないらしい。だから、こっちでなんとか対処すると答えておいた。とにかく様子を見に行って、どうしようもないなら休きゆう診しんにする」

　橘の中に、保健所に通報するという選せん択たく肢しがなかったことにほっとした。

　保健所で保護された犬たちの末路は、ここで働きだしてすぐに橘から聞かされていた。だから、軽い気持ちで犬を飼ったり、捨てたりしてはいけないのだと。

　通報すれば間ま違ちがいなく野良犬たちは保護され、最終的に処分されてしまうだろう。

「わたしも行く。なんのために集まっているのか訊きいてみる」

「野良犬だぞ？　おまえにケガさせた犬がいたらどうする」

「だからなんだ。今はうさぎの姿じゃないし、話せばわかってくれるかもしれない」

　さっと立ち上がった梔子を、橘はそれ以上止めることはしなかった。

「……そうか」

　朝食を中断して、ふたりでクリニックに向かう。

　しまに留守番を頼たのむと、『なにかあったらすぐ呼んであげる』と返された。頷うなずいて半ば走りながら行ったクリニックの玄げん関かんでは、匙が外を睨にらみつけながら座っていた。

「これはまた……、ずいぶん集まったな」

　ガラス張りの玄関から見えるところに十五匹はいるだろうか。雑音の中、梔子は人間の耳でどうにか周囲の音を拾うと、クリニックの前だけでなく、自宅や庭のほうに行っている野良犬もいることがわかった。

（全員で二十匹ぴき……、いや、それ以上かもしれない）

　微び動どうだにしない匙の傍かたわらにしゃがみ込んで呼びかける。

「匙さん？」

　梔子の声に彼はふっと目を伏ふせた。悲しげな表情で『来ないほうがよかったのに』と告げられる。

「どうして……」

「真珠？」

　匙に言われた言葉の意味は、耳に入ってきた野良犬の声ですぐにわかった。

（着物姿の男に頼まれた……？）

「……」

「どうしたんだ」

　俯うつむいた梔子の頰に匙が鼻先を寄せてくる。ぺろりとそこを舐なめられて梔子は顔を上げた。

　黙だまっていても橘には伝わらない。

「橘……、野良犬が集まっているのは木蓮兄さまに頼まれたからだ。もともと人間を恨うらんでいて、困らせることができるならと話に乗ったんだろう。……わたしのせいだ」

「それで、あいつらの目的はなんだ」

「わからない……。直接訊いてみないと」

　そう答えはしたが本当は聞こえていた。

　野良犬たちはみな一様に、このクリニックが潰つぶれてしまえばいいと言っている。しあわせそうなペットとその飼い主が来る場所なんていらない、犬としての誇ほこりをなくしてしっぽを振ふるだけの愛あい玩がん動物に成り下がるなんて恥はずかしくないのか、と。

　けれどそれを伝える気にはなれなくて梔子は口を噤つぐむ。

　動物を大切に思っている橘に、こんなことを知らせる必要はない。

　捨てられる前にここにかかったことがある犬もいるのだろう。どうやっても痛みを伴ともなう処置に難なん癖くせをつけて、悪口を言い合っている。時折、うさぎなんかを匿かくまうなんておかしい、そんなうさぎ嚙かみついてやる、などと梔子のことを話しているのも聞こえてきた。

「わたしより、匙さんのほうがつらいんじゃないのか？　主人の悪口なんて聞きたくないだろう」

「悪口ねぇ……」

　匙との会話を聞いた橘が他人ひと事ごとのようにつぶやく。怒おこるでもあわてるでもなく、あくまでひょうひょうとして見える彼は、「決めた」ときっぱりとした声を出した。

「な、なにを？」

「今日は休診にする。こんなことにつきあう道理はねぇが、こいつらに会いたかったんだ」

「会いたかった……？」

「ああ。野良犬だからって予防接種をしなくていいことにはならねぇ。万が一、誰だれかが嚙まれたら大おお事ごとになる。真珠、説得するなら悪口はどうでもいいから注射させろって言え。余計嫌きらわれるだろうけど」

　橘が出した答えに梔子の思考が一いつ瞬しゆん止まる。けれど、すぐさま「言ってる意味がわからない！」と声を荒あらげた。

「この状じよう況きようでなに言ってるんだ！」

「なにって、だから……」

「野良犬たちは、おまえの大切なクリニックを汚よごしたんだぞ!?」

「それがどうした。動物病院に動物が来てなにが悪い。野良だろうがなんだろうが、動物は動物だ」

「だけど……っ」

　橘の言っていることは正しい。しかし、すんなりと納なつ得とくすることはできずに梔子は言葉を探す。

　未いまだ野良犬たちに憤いきどおりを感じている梔子を見て、橘は声をひそめた。

「……それに、困ってるって言ったら、どうせおまえは自分を責めるだろ。自分のせいで、あの兄貴の嫌いやがらせにここが巻き込まれた、って」

「そ、それは……っ」

　口くち籠ごもる梔子に、彼が軽く肩かたを竦すくめる。

「おれはおまえを責めるつもりはねぇ。それに、感情的になってなんの解決になる？」

「……！」

　落ち着いた声に梔子はぎゅっと唇くちびるを嚙む。

（この状況で、どうしてわたしのことを気にかけるんだ。橘には、勝手に押しかけて居座って、本当に厄やつ介かい事ごとを起こしたわたしを責める権利がある。それなのに、どうして……！）

　気にかけてくれたことも、橘の正論も、どちらも梔子には苦しかった。

　元はといえば、すべて梔子のせいなのだ。橘はただ巻き込まれただけでなにも悪くない。

　自分さえここに来なければ、木蓮を怒らせなければ、あのとき月の世界に戻もどっていれば。いくつもの仮定が頭に浮うかんでは消えていく。

「もういいだろ。準備手伝えよ」

「……いやだ」

「あ？」

　裸足はだしのままで玄関に下りた梔子から、怒いかりの色はなくなっていた。

　梔子の動きを察した野の良ら犬いぬたちが唸うなりながら玄げん関かん先さきに集まってくる。立ち上がった匙が横に並ぼうとするのに首を振って、鍵かぎに手をかけた。

「なにをするつもりだ」

「話してくる。怒りを鎮しずめて、説得して、できればおまえが言ったように予防接種を受けてもらう」

「真珠……」

「……これはわたしの責任だ。わたしがなんとかしなければ、木蓮兄さまはお許しくださらない」

　カチリと鍵を開け、玄関のドアを開く。

　その音に反応して吠ほえはじめた野良犬たちの中心にいたのは、梔子の右足に傷をつけた野良犬だった。

「──！」

（右みぎ前まえ肢あしだけが黒くて、身体からだがこげ茶色。あの夜の犬と同じ……！　……でも、今日は通じるまで話す。伝わるまで、諦あきらめない）

「真珠！」

　橘の声を振り切って外に出る。

　中から出て来られないように後ろ手で玄関をしっかりと押さえ、そのまま背中をガラスのドアに密着させて立った。

（落ち着いて、冷静に。そうじゃないと、絶対にわかり合えない……）

　興奮している野良犬たちに話を聞いてもらうために、どうしたらいいか考える。目まぐるしく頭を回転させて、浮かんだのは姫巫女の姿だった。

　怯ひるまず、臆おくさず、対等に。凜りんとした声で話す彼女を思い描えがく。

　ぐっと顎あごを引いた梔子は、ウウウ、と低い唸り声を上げる野良犬たちを正面から見み据すえた。

「賢かしこいあなた方がどうしてこんなことを？」　>>>♥

　もちろん応こたえはない。

「ここがなくなってしまえば困るひとがたくさんいることはご存知でしょう。……そんなに、ここの獣じゆう医いが憎にくいですか」

　ついさっきまでうるさいくらいに話していた野良犬たちは、梔子の問いかけに静まり返るばかりだ。それでも梔子は話しかけ続ける。

「そんなに人間が、嫌いですか……？」

　消えそうな声でささやいた。

　それでもまだ返事はなく、別のことを尋たずねようとしたとき、中心にいた野良犬が吐はき出すように叫さけぶ。

『裏切った人間を嫌ってなにが悪い！』

　それに同意するように他ほかの犬たちも嫌いだ、憎い、と言いはじめる。

　絶え間なく聞こえてくる雑音の中、必死で中心にいる犬の声を拾う。その場に膝ひざをつくと、クリニックの中から匙が『しゃがむな！』と吠えたのが聞こえた。

（匙さんが心配してくれている。橘も心配しているんだろうな）

　ドンドンとドアを叩たたいたのは橘だ。開けろと言われているのも聞こえたが、首を横に振る。心配されてばかりの自分にできることなどこれしかない。

　梔子はドアを押さえたままでそっと言う。

「すべての人間を憎むなんて、……もったいない」

　うるさい!!　と野良犬たちが一いつ斉せいに吠えた。

『おまえになにがわかるんだ、うさぎのくせに！』

　そう言ったのはあの犬だ。梔子の匂においで、あの夜のうさぎだとわかったのだろう。牙きばを剝むき出しにして威い嚇かくしてくる。

　この牙が掠かすったのだから傷口も深くなるだろう。痛みを思い出して怯みそうになる梔子に、それを察してか犬の唸り声が大きくなった。

『今度こそ嚙みついてやろうか！』

「……それであなたの気が済むのなら。けど、そんなことではなにも解決などしないでしょう」

　唸り続ける彼にそっと左手を伸のばした。

　躊ちゆう躇ちよなく触さわろうとする梔子に相手が後ずさる。もう少しで横顔に手が届くというとき、犬がその手を振ふり払はらおうと勢いよく首を振った。

「っ！」

　その拍ひよう子しに鋭するどい牙が手のひらを掠める。牙は梔子のそこを傷つけ、白い手からぽたりと血が滴したたった。顔をしかめそうになるのを堪こらえて逆の手を伸ばす。

　背後では橘がなにか叫んでいるが、それどころではない。

「あなたの、お名前は……？」

　怖こわがらせないように横顔に触ふれて静かに尋ねた。

　ぎくりと野良犬が身体を強こわ張ばらせる。梔子がもう一度尋ねる前に、野良犬は身体を翻ひるがえして走り出した。様子を窺うかがっていた他の野良犬たちも勢いよくその後に続く。

「あ……！」

　待って、と声をかける前に姿が見えなくなってしまう。

（やっぱり、届かなかった……？）

　説得できなかった、と項うな垂だれているとまたドアを叩かれる。のろのろと身体をずらすと、すぐさま橘が出てきた。

「このばか！　またケガして……！」

「橘……」

「なんだ！」

「話、できなかった……。名前も聞けなかった。やっぱり、わたしでは無理なのかな……」

　玄関先に出てきた橘は、持っていたガーゼで梔子の手のひらを押さえた。その上から手早く包帯を巻き、「とにかく中に入れ」と促うながしてくる。

「真ん中にいた犬は、あの夜の犬だった」

「あ？」

「右足のケガの。こげ茶色で、右みぎ前まえ肢あしだけ黒い犬。……名前訊きいたけど、教えてくれなかった」

「……おまえ、あの状況で名前訊いたのか」

「名前は大切だから」

　背中を支えられたままクリニックに戻ると、中に入るなり匙がすり寄ってきた。『血の匂い。舐なめてやろうか？』と心配そうに言われて自然と頰ほおが緩ゆるむ。

「これぐらい、すぐ治るからだいじょうぶ」

「治るだろうが消毒は沁しみるぞ、それ」

「……痛いのは嫌いやだ」

「消毒はどうやったって痛いんだ、我が慢まんしろ」

「わかってるけど、……っ!?」

　突とつ然ぜん、キィン、と耳の奥でギリギリまで張りつめた糸を強く弾はじくような音がした。

　野良犬たちと対たい峙じしていたときにはあまり感じなかった耳の違い和わ感かんがひどくなっている。雑音が大きくなり、集中していないと声をきちんと聞くことができない。

（──おかしい。まったく聞こえないわけではないけど、匙さんの声が遠い。……橘の声はまだ普ふ通つうに聞こえるのに）

「どうした」

「……なんでもない」

　短く答えると、橘は一いつ瞬しゆんだけ怪け訝げんな顔をしたが、すぐに興味をなくしたように梔子の手のひらに目を向ける。

「診しん療りよう前にしっかり消毒してやる」

「うん」

　小さく頷うなずき、梔子は自宅へと急いだ。










　結局、クリニックは一時間だけ遅おくらせて開院した。

　はじめのうちこそ野良犬たちがいつ戻もどって来るかと警けい戒かいしていた梔子だったが、診療が進むにつれて忙いそがしさのほうが先に立ち、今朝の一件は頭の片かた隅すみに追いやられてしまった。

　診療時間中に野良犬たちが戻ってくることも、騒さわぎのせいで受じゆ診しん者しやが大きく減ることもなく、平常通りの一日が終わろうとしている。

「よし、これでいい」

　診療後、クリニックの掃そう除じと待合室の消毒をふたりで終わらせた。朝からいろいろあったというのに、橘は相変わらず平然として見える。

　昼休みに戻った自宅でも、匙としまがのんびりと日向ひなたぼっこしていて少しだけ拍ひよう子し抜ぬけした。

　橘と二匹ひきのおかげでいつまでも引きずっていてはいけないと思うことができたのだが、野良犬たちとうまく話すことができなかった事実は、梔子の中でしこりのように残っている。

　耳の不調は依い然ぜんとして回復せず、動物たちの声は集中しなければ聞き取りにくいままだ。そのうえ、調子が悪いのは困ったことに耳だけではなかった。

（なんだか身体がおかしい。……ふわふわする）

「熱でもあるのか？」

　少し上気したような顔でケーシーの襟えり元もとを押さえたまま壁かべ際ぎわに立つ梔子に、橘が白衣を脱ぬぎながら歩み寄る。

　ふいに額に橘の手のひらが当てられ、身体が震ふるえて背中がトンと壁かべについた。拒きよ絶ぜつするような梔子の反応に橘が弾かれたように手を引く。

（なんだ、今の……？　電気が走ったみたいだった……）

　自分の反応に、梔子本人が一番驚おどろいていた。

　ぴりりとした、皮ひ膚ふが引き攣つれるような感覚が額に残っていた。その場所からじわじわと広がった熱は腰こしや下腹部に溜たまっていく。橘に触られるのを嫌がるような動きだったはずなのに、実際は違ちがった。

　なぜか、もっと触ってほしいとすら思っている。

「……なんで」

　つぶやいた声は掠れていて、それを聞いた橘はつと眉まゆ根ねを寄せた。

「とりあえず戻るぞ」

　背中を向けられ、顔が見えなくなったことに安あん堵どして一歩足を出すとふらりと身体からだが傾かたむく。

「……っと。無理させたせいか」

「！　は、離はなせっ」

　よろめいた梔子を、前を歩いていたはずの橘がさっと支える。背中に回された腕うでに身体が一瞬で熱を帯びた。

「やっぱ熱か？　うさぎの平熱は高いがおまえもそうとは限らねぇし……」

「熱なんかない……っ」

「わかったから暴れるな。こんなふらふらして」

　強がっても体調がおかしいことは否定できず、離れたいのにひとりで歩くこともままならない。それどころか、橘に支えられていると思っただけで身体から勝手に力が抜ぬけていった。

　抱かかえられるようにして戻った自宅で、リビングのソファに寝ねかされる。

「ここで待ってろ」

　そう言い置いて、橘はキッチンに向かった。

（体調悪いの、耳のせい……？　今朝からおかしかったし、今だって……）

　自宅に入ってすぐ、もとに戻した自分の耳にそっと触れた。

　ふわふわした耳はいつも通りのはずなのに、近くにいる匙としまの声がよく聞こえない。悪化するばかりの聴ちよう覚かくに不安を覚えていると、橘が戻ってくる。

「真珠、二階行くぞ」

「ここでいい……。眠ねむれば治る」

「ベッドのほうが身体が休まる。たまには言うこと聞け」

「……面めん倒どうかけたくない」

　小さな声はリビングに溶とけていった。

　梔子を見下ろしていた橘がふっと息を吐はく。部屋に連れて行くのを諦あきらめてくれたのかと思っていると、彼は軽々と梔子を抱だき上げた。

「なにを……っ」

　驚いて抵てい抗こうしたが、再び密着した身体に体温は上がるばかりだ。

「うるせぇな、まともに抵抗もできねぇくせに。匙、しま、今夜はここで寝ろ」

「やだっ！　匙さん助けて……！」

「人聞き悪わりぃことを言うな」

　橘の腕の中から匙に助けを求めても、彼は緩くしっぽを振ふっただけだった。しまに至ってはなんの反応も返してこない。

　いくら身じろいでも、橘はびくともせずに危なげない足取りで階段を上っていく。ドアを開けるときですら梔子の身体が揺ゆれることはなかった。

「ほら」

　ベッドに下ろされ、ひんやりとしたシーツの感かん触しよくに息がこぼれる。

「おれはリビングに戻るから、今夜はここで寝ろ」

「……」

「その前にスウェットにでも着替えたほうがいいか」

　世話をやいてくれる橘を見ているあいだも、梔子の体温は勝手に上がっていった。

　背筋がぞくぞくする。かといって寒さを感じるわけではない。ほんの少しでも動いて、冷たいシーツに身体が擦こすれるだけで声を出してしまいそうになる。

（おかしい、絶対におかしい。なんで……？）

　短い呼吸を繰くり返していると着替えを手にした橘が近づいてくる。

「自分でできるか？」

「で、できる……」

「なら、おれが戻るまでに着替えとけ」

　ぱさりとベッドの上に服を置いて彼は部屋を出ていった。

　風ふ呂ろの一件から、裸はだかを見られたくない理由があるとわかっても追つい及きゆうせずにいてくれる橘に、身体の不調とは別に胸の中がじんわりとあたたかくなる。

　けれどそれに気づかないフリをして、梔子はゆっくりと起き上がった。そして、普ふ段だんの何倍も時間をかけて橘が用意した服に着替えていく。

（眠れば治る、きっと治る……）

　繰り返し自分に言い聞かせて、ぎゅっと目を閉じる。

　橘が戻ってくる前に眠ってしまいたいのにちっとも眠くならず、それが余計に梔子を不安にさせた。







「真珠」

　名前を呼ばれて目を開けると、思っていたよりも近くに橘の顔があった。

　額が触ふれそうなほど近くにいる彼をぼうっと見つめる。やわらかそうなこげ茶色の髪かみに手を伸のばしたくなったが、腕を上げるのも億おつ劫くうだった。

　出ていったあいだに着替えた橘は風呂上がりのような恰かつ好こうをしていた。

「熱測るぞ」

「！　じ、自分でできるっ」

「じっとしてろ」

　脇わきの下に挟はさみ込まれたのは体温計らしいが、それよりも彼の手が気になって仕方がない。

　眠ればよくなるかと思って着替え終わるなり横になって目を閉じてみたものの、なにも変わらなかった。いや、むしろ悪化している。

（身体、熱い……。どうにかなりそうだ）

　ひっきりなしにこぼれる吐と息いきも熱くて、視界はぼやけている。耳は相変わらずよく聞こえず、代わりに自分の鼓こ動どうが大きく響ひびいて聞こえていた。

「微び熱ねつか……。少し触さわる」

「ひゃ！」

　左右の首筋を触られて素すっ頓とん狂きような声が出てしまう。耳までびくりと震えたのが自分でもわかった。

「リンパ腺せんが腫はれてるわけでもねぇな」

　確かめるように触れてくるその手が気持ちよくて、そう思ってしまう自分が嫌いやで梔子は歯をくいしばる。

「耳も触るぞ」

「……っ」

　橘の手が耳に触れる。大きな手のひらで全体を包まれ、敏びん感かんな内側を指の腹が掠かすめた。

　たったそれだけのことに、全身が悦よろこぶ。

（なんで……っ、気持ちいい……！）

　こんな感覚ははじめてだった。どうしようどうしよう、と思っているうちに身体が小刻みに震えはじめる。それに気づいたのか、橘はぴたりと手を止めた。

「真珠？」

「……んっ」

　名前を呼ばれ、梔子の口から鼻にかかった声が漏もれた。

（なに、今の声……っ）

　甘いとしか言いようのない声に愕がく然ぜんとして口を押さえた。

　至近距きよ離りにいる橘に聞こえなかったはずがなく、彼は少しだけ目を丸くした。

「真珠、おまえ……。発情期みたいだな」

「……っ、ふ……ぅ」

　聞き慣れない単語に潤うるんだ目で橘を見ると視線が絡からんだ。しばしの沈ちん黙もくの後、ちらりと下半身に視線を向けられる。

　そうされてやっと、自分のそこがしっかりと主張していることに気づいた。顔を赤く染めて身体を丸め、そこを隠かくす梔子に橘はなんでもないことのようにさらりと言う。

「楽にしてやろうか」

「な、なにを……！　なんでもないからほっといてくれ！」

「こんなにしてて？」

「う、るさ……っ、あ！」

　拒こばんでも、耳に触れられればひとたまりもない。

　触しよく診しんとは違ちがう、明確な意図を持った手が折れた耳先を撫なで右耳の根元をくにくにと揉もむ。

　気持ちよくて目を開けていることもままならなかった。

（う、そ……っ！　こんなの、噓うそだ……！）

　首を横に振ってはじめての感覚から逃にげようとしても力が入らない。耳から下りてきた橘の手のひらが、髪を撫でて頰ほおを包む。

「……っ」

　ざらりとした感触に、思わず顔を寄せて唇くちびるで触れていた。診しん察さつ中の度たび重かさなる消毒で荒あれた橘の手のひらだと思っただけで、そこに舌を這はわせてみたくなる。

「真珠？」

「！」

　舌を出そうとした瞬しゆん間かんに声をかけられて身体からだがぴくりと震ふるえた。

　舐なめたかったから舐めようとした。でもどうして？　自問自答しても答えは出てこない。

　わかっているのは、自分の身体が熱いということだけだった。はぁ……、と息を吐くと彼の手のひらが首筋をくすぐる。

「ぅ、んん……っ」

「真珠」

「あ……っ！」

　名前を呼ぶ橘に反応して耳が震えた。

（絶対におかしい。これじゃあまるで、名前を呼ばれて悦よろこんでるみたいじゃないか……！）

　自分の反応のなにもかもが信じられないというのに、身体は素す直なおに快感を享きよう受じゆする。

「触るぞ。見ないから、安心しろ」

「やっ、……！」

　力ない抵てい抗こうはさらりと流された。

　震える両手を退どかされ、ズボンの上から自身を握にぎられる。いつのまにか橘に組み敷しかれていて、梔子は自分の顔の横で体重を支えている彼の腕うでに無意識に顎あごを擦こすりつけた。

　それを見た橘が一いつ瞬しゆんだけ動きを止めたが、そんなことに気づく余よ裕ゆうはない。

「は……っ、あ、あ……！」

　震える手を伸ばして橘にしがみついた。密着した身体がひやりとして、その冷たさすら快感に置き替かわる。

　するりと忍しのび込んできた彼の長い指が梔子自身に絡みつく。そんな場所を直接誰だれかに触られるのもはじめてで、強い刺し激げきに先せん端たんから滲にじんでいた蜜みつがとぷりとこぼれた。ゆっくりと扱しごかれると、こぼれて幹を伝った蜜がくちゅ……と濡ぬれた音を立てる。　>>>♥

「あ！　ん、んん……っ、」

　与あたえられる刺激に梔子の両りよう膝ひざがぶるりと震えた。覆おおい被かぶさっている橘の首元に顎をこすりつけ、同じ場所に舌を這わせる。舌先で感じた彼の肌はだは滑なめらかだった。

「……っ」

　梔子の動きに橘が眉まゆをひそめたが、愛あい撫ぶの手を止めることはなく、大きな手は梔子自身とその下の双そう玉ぎよくまで包んだ。そのままやわやわと揉まれ、ぐちゅぐちゅといやらしい音が立つ。梔子の淡あわい下生えはすっかり濡れて、爪つま先さきは無意識に丸まった。

（目、閉じてるのに……、目の前が真っ白になる──）

　かり、と蜜の溢あふれる切れ目を軽く引っ搔かかれ、小さな痛みが梔子を絶頂へと押し上げる。

「あ、ぁ……っ」

　一ひと際きわ甘い声を漏らして、梔子は達した。痙けい攣れんするように震える薄うすい筋肉のついた腹部に、とくりとくりと断続的に白はく濁だくが吐はき出されていく。

「……もう寝ねろ」

　橘の声に頷うなずくこともできず、梔子は意識を手放した。




　　　　＊＊＊




　野の良ら犬いぬたちの奇き襲しゆうは、あの日以来一度もない。

　つぎに会うことができたら今度こそきちんと話をしたかったがそれもできず、梔子に残されたのは無力感だけだった。

　彼らが木蓮の差し金で動いていたにしても、それ以前になにかしらの理由があるはずだ。その理由を教えてもらうことができれば、きっとなにかが変わるに違いない。だが、その機会が訪おとずれる気配はなかった。

　そして、梔子には悩なやみがひとつ増えていた。

　橘の手で達してしまってからというもの、ことあるごとに彼を目で追ってしまう。

（新月のせいでおかしかったというのは理解できる。それを橘がどうにかしてくれただけだというのもわかる。わかるけど、でも……）

　何度考えても彼の手のひらには覚えがあった。確証はないが、知っているような気がする。

　あれから、梔子が発情したことを橘が口にしたのは一度だけだ。それも、「昨夜は新月だったな」という一言だけ。それを聞いて、なにを言われるかと身構えていた梔子が脱だつ力りよくしたのは言うまでもない。

　しかもあの夜は、橘に抱だきしめられて眠ねむったような気がするのだ。

「……よく覚えてないけど、すごく懐なつかしくてすごく落ち着いた……」

　クリニックのバックヤードにある窓を開けながらぽつりとこぼす。何気なく見た左手の手のひらにあった傷はすっかり治っている。

　新月が過ぎてから、梔子の体調は劇的に回復した。橘が言う発情期になってしまうのは新月の影えい響きようなのだろう。だが、月が膨ふくらんでも胸に広がるモヤモヤはなくならない。

（もしかして、橘のことを……？　……いや、そんなことはありえない）

　浮うかびかけた考えをすぐさま打ち消した。なのにそれはまたすぐ浮かんできて、梔子の頭をいっぱいにする。

　なにがなんだかわからない、とため息がこぼれた。

　途と端たん、そのため息をかき消すように強い風が吹ふいた。木蓮が現れたときと似通った風に警けい戒かいして耳を澄すます。

　だが、聞こえてくる音に異変はなかった。気のせいか、と梔子はすっかり冷えてしまっていた身体を一度だけ震わせて窓に手をかける。すると、そこにはさっきまではいなかった一羽わの鳥がとまっていた。よく見ると、翼つばさの先が木蓮の着物の色によく似た藤ふじ色いろをしている。

　その鳥から月の世界の匂においを微かすかに感じて手を伸のばすと、躊躇ためらうことなくすいっと寄ってくる。指先にとまったと思った瞬間、鳥は姿を変えた。梔子の手に残ったのは一通の手紙だ。

（これは木蓮兄さまの術だ。文ふみを飛ばしてくるなんて、もしかして……）

　野良犬たちの一件を解決できなかったことを知られたのだろうかと背中が冷たくなる。落ち着け、と自分に言い聞かせながら震える手で手紙を開いた。

　見慣れた木蓮の文字と、彼の署名が視界に飛び込んでくる。整然と並んだ言葉に、梔子は目を見開いた。

『姫巫女さまの容態が急変した。幸い、一命は取り留めたが意識が戻もどられない』

「──っ」

　何度読み返しても内容は変わらず、梔子は手紙を握りしめた。

（姫巫女さまの容態が、急変？　意識が戻られない……？）

　にわかに信じ難がたい事実に、頭の中がまとまらない。

　どうして、どうしよう、どうすればいい。そんな疑問ばかりが浮かんでは消えていく。

　真っ白な顔でその場に立ち尽つくす梔子の背中に、開院前の準備を終えて診察室から出てきた橘が声をかけてきた。

「真珠、そろそろはじめるぞ。真珠？」

　返事もできずにいると、歩み寄ってきた彼は窓を閉めてから梔子の顔を覗のぞき込む。

「どうした」

「……橘、橘、どうしよう。姫巫女さま、姫巫女さまが……」

（橘を説得できずにいたせい……？　いったい、今までなにをしていたんだろう。もし、もしも間に合わなかったら……？）

　ぐっと唇を嚙かみしめてこぶしを握った梔子の手の中で、手紙がくしゃりと音を立てる。

　その一部始終を見ていた橘が梔子の両りよう肩かたに手を置いた。

「落ち着け」

「……あ……」

「なにがあった」

　じっと見つめられ、やっと頭が動き出す。

　もう、一刻の猶ゆう予よもない。なぜ梔子がたちばな動物クリニックに来たのか、なぜ姫巫女を託たくせるのは橘しかいないのか、もう一度伝えなければ。そして彼を説得して、月の世界に来てもらわなければいけない。それが、梔子がここに来た理由なのだから。

　緊きん張ちように喉のどがこくりと鳴る。橘の目を見つめ返すと、先を促うながされている気がした。

「姫巫女さまの容態が急変した。一命は取り留められたそうだが、意識が戻られないと連れん絡らくが入った……。橘、わたしと共に月の世界に来てもらえないだろうか」

「……」

「こうしてここで働いて、確信した。橘はわたしには厳しいけれど、動物たちにはとてもやさしい。それに……、人間も動物もひとつの命だと言ってくれた。だから、橘に姫巫女さまを診みてもらいたい。……わたしの力で月の世界に戻れるのは満月の夜だけだ。だから、行けるのはつぎの満月になるけれど、どうか、」

　その場に膝ひざをつき、深く頭を下げようとした梔子を橘が止めて立ち上がらせる。橘は梔子の震ふるえる手から皺しわくちゃになってしまった手紙を取り、丁てい寧ねいに開いて目を通した。そして、一度だけ深く頷く。

「わかった。おまえの世界に行く」

（今、なんて……？）

　耳に届いた答えが信じられず、目を瞠みはると苦く笑しようされた。

「行くって言ってんのに、そんな顔するのか」

「だ……って、だって、どうして？　今までずっと、あんなに嫌いやがってたのに」

　目を瞬またたかせた梔子に橘の笑えみが深くなる。

　何度となく頼たのんだのに、答えはいつも同じだった。それがいきなり変わるなんて、と未いまだに信じきれずにいると彼は重ねて言った。

「おまえを助けたいと思っただけだ」

「……え？」

　ぽん、と頭に手が載のせられる。伝わってくる体温が心地ここちよかった。

「仕事しろ」

「あ……、うん」

　最後にくしゃりと梔子の髪かみを撫なでて、橘はバックヤードから出て行った。撫でられた髪に無意識に手をやり、いつもなら耳があるはずの場所に触ふれる。

（……どうしてこんなに嬉うれしいんだろう）

　きっと、しっぽが出ていれば振ふってしまっていたと思う。

　それくらい嬉しかった。自分の言葉が、橘にまっすぐに伝わったことが。橘が月の世界に来ることを承しよう諾だくしてくれたことよりも、自分を助けたいと言ってくれたことが。

「……どうかしてる」

　つぶやいて、ぐしゃぐしゃと髪を搔かき混ぜた。

「真珠ー」

「今、行く！」

　呼ばれた声に返事をして顔を上げる。窓の外が、やたらと明るく見えた。







　その日は、藤ふじ田たが珍めずらしく午後の診しん療りよう時間終しゆう了りよう間ま際ぎわに薬を携たずさえてやってきた。

「あー……、つっかれた……」

「お疲つかれさま。藤田さんでもそんなこと言うんだな」

「えー？　なにそれ、おれだって疲れるよぉ。今日なんかさ、ずーっと謝りっぱなしで腰こしと首がおかしくなりそう」

「謝るのが仕事なのか？」

　たまたま入院患かん獣じゆうのいないバックヤードで藤田に椅い子すを勧すすめると、彼はうーんと大きく伸びをしてから腰を下ろす。

「そ、謝るのも仕事のうち。こっちが悪いことじゃなくっても、謝らないとはじまらない」

「……よくわからないけど、大変そうだ」

「あはは！　真珠くんいいねぇ、癒いやされるー」

「それもよくわからないけど、これ」

　はい、とペットボトルのお茶を手て渡わたした。

「……どうしたの、これ」

「橘が置いていった。水分摂とらないと脱だつ水すいになるからって。でも三本も飲めないから、どうぞ」

「へえぇ、橘が。それじゃ、遠えん慮りよなく」

　一気に中身の半分ほどを飲み干して、藤田が「落ち着くー」と言ったのと同時に電話が鳴った。梔子は迷うことなく子機を取る。

「はい、たちばな動物クリニックでございます。ええ、おります。少々お待ちくださいませ」

「おー、電話応対まで完かん璧ぺき！　これはますます、橘の右みぎ腕うでっぽい」

「藤田さんうるさい。診しん察さつ室行ってくる」

「もー、その口調橘そっくり！　あーやだやだ！」

　疲れたと言うわりによくしゃべる藤田を置き去りにして、以前橘に教わった通り保留にした子機を持って診察室に移動する。

　月の世界に行くことを了りよう承しようしてもらっても、月が満ちるまで帰ることはできない。診察の合間に橘から姫巫女について尋たずねられることもあるが、それも常にというわけでもないし、梔子からすれば訊きかれる理由がわからないことばかりだった。

（……満月まであと三日。こんなにいつも通りだけど、もうすぐ帰るんだ……）

　感傷的な気分を打ち消すように診察室のドアをノックする。「どうぞ」という返事を聞いてから中に入った。

「め……なんとかクリニックってところから。緊きん急きゆうだそうだ」

「メイプルアニマルクリニックだな」

　デスクに向かっていた橘が椅子を回して梔子を振り返る。子機を手渡すときに見上げられて指が震えた。その指を掠かすめて子機を受け取ったのは、わざとなのか偶ぐう然ぜんなのか。

（なんなんだ、今の……）

　触れるか触れないかの接せつ触しよくだけで胸がとくりと動く。からかわれただけだと決めつけて、バックヤードに戻もどった。

「あ、藤田さんまだいた」

「こら、そんなところまで似るんじゃありません！」

「似てない」

　いつも持っている銀色の鞄かばんがへこんでいるところを見ると薬の補ほ充じゆうは済んだらしい。ペットボトルを揺ゆらしていた藤田は、なにか閃ひらめいたように「ねぇ、真珠くん」と声をかけてきた。

「なにか」

「真珠くん、ここに就職してくれたりしないかな」

「……。どうして」

「真珠くんのおかげで、ここが明るくなったから。それに橘も。あいつはさ、いつだって動物優先で、誰だれかにやさしくするような人間じゃなかったんだ。こんな気き遣づかい、はじめて見た」

　まじまじとお茶を見つめてから藤田は笑った。笑顔を向けられて戸と惑まどう梔子に、彼は続ける。

「嬉しいんだ。あいつにも、やっと気を許せる相手が見つかったんだなーって」

「……わたしがその相手だなんて、そんなことはないと思う」

「あるよ」

　きっぱりと言い切られてしまえばそれ以上はなにも言えない。

　にこやかな藤田の表情が、否定しないよね？　と言っている気がして居い心地ごこちが悪かった。口ごもっていると橘がバックヤードに入ってくる。

「真珠、緊急オペの準備。……なんだ藤田、来てたのか」

「ひどい扱あつかいだな、ふたりして」

「緊急オペって……、今から？」

　橘の声から微かすかな緊張を感じた梔子は、藤田の発言に答えることなく会話を進めた。

「ああ。車に轢ひかれた、右みぎ前まえ肢あしだけ黒い野の良ら犬いぬのオペだ」

「……右前肢だけが黒い犬……」

　覚えのある特とく徴ちように顎あごに手を当てて俯うつむく。梔子に二度も牙きばを向けてきた野良犬も、右の前肢だけが黒かったはずだ。

「メイプルに運んだが人手が足りなくてオペができねぇらしい。これから搬はん送そうされて来るけど、おまえ、補助に入れるか」

　梔子の心情を知らないはずの橘の問いかけに、頭で考えるより先に口が動いていた。

「──入る。役に立てるなら」

　口早に言って梔子は手術室に足を向けたが、すぐにぴたりと立ち止まった。

「なにを準備すればいい？」

「焦あせんな。説明するから待ってろ。藤田、麻ま酔すいは？」

「あるよ。おまえに直接渡わたさなきゃいけないから、まだ鞄に入ってる。間に合ってよかった」

「ああ、助かった」

　藤田から薬やく剤ざいを受け取り、「また今度な」と言った橘に藤田がひらひらと手を振る。

　梔子に目配せをした彼が椅子から立ち上がる前に、橘と連れ立って手術室に入った。

「どうして事故になんか……」

「さぁな……、元気になったら直接訊け」

　橘は手術に必要になるだろう器具をつぎつぎと準備していく。

　並べる順番にも決まりがあるのかもしれないと、梔子は準備を見守った。

「わたしはなにをすればいい？」

「指示に合わせて器具を渡してくれるか。……多量出血に耐たえらんねぇと思うなら、今出てけ」

「……入る。入らせてほしい」

　きつい物言いに橘の真しん剣けんさが伝わってきた。少し前までならば頭にきていただろうが、彼を知った今ではちっとも気にならない。

　自分が役に立つのなら彼を手伝いたかった。動物に対してどこまでも真しん摯しな橘の傍そばにいたいと思った。

「わかった。なら、おれが野良犬の受け取りに出てるあいだに手を洗って、オペ用のガウン着てろ。着方はわかるな？」

「覚えてる」

「そうか。……おまえが入ってくれると、正直助かる」

　そう言って笑った橘に息を吞のんだ。

　目を離はなせないでいると視線に気づいた橘が梔子を見つめ返してくる。伸のびてきた手が頭をくしゃりと撫なでて頰ほおに下りかけたとき、玄げん関かんのドアが開く音がした。

「橘先生！」

　玄関のほうから大声で呼ばれ、橘はきびすを返して手術室を出て行く。その背中を追ってしまいそうな自分が信じられなかった。

（……触ふれてほしいと思った）

　そんなことを考えていい状じよう況きようではないとかぶりを振ふって、手を洗い、しっかりと消毒をしてから手術用のガウンとマスクとキャップを身につける。

　ここまで大がかりな手術に立ち会うのははじめてだ。不必要に緊きん張ちようしないように深呼吸を繰くり返す。

「真珠、いいか」

「だいじょうぶだ」

　返事をするなり手術室の自動ドアが開き、野良犬を抱かかえた橘が入ってきた。

　犬の右前肢と横顔を見て確信する。彼は間ま違ちがいなくこの前の野良犬だ。

「すぐオペに入る。真珠、気分はどうだ」

「……なんともない」

　手術台に乗せられた犬はぐったりして、毛の大部分が血で赤黒く染まっている。

　あまりに悲ひ惨さんな状態に、助かるのかと尋ねようとして口を噤つぐんだ。手の消毒を終えた橘がガウンを着るのを黙だまって手伝う梔子の耳に、きっぱりとした声が届く。

「心配すんな。必ず助ける」

「橘……」

　ガウンの背中の紐ひもを結び終えると橘がゆっくりと振り返った。マスクをつけたせいで表情は見えないが、野良犬を見み据すえる彼の瞳ひとみに迷いはない。

　クリニックで何度も見てきた、言葉より雄ゆう弁べんでまっすぐな瞳。それだけで、橘を信じるには充じゆう分ぶんだった。

「麻酔するから押さえてろ」

　浅く速い呼吸の野良犬の背中に注射針が刺さされる。しばらくすると呼吸の回数が減った。それを見計らって、橘が犬にマスクやモニターを手て際ぎわよく装着していく。

　すべての準備が調ととのうと、橘はすうっと深く息を吸い込んだ。

「手術開始。一番右みぎ端はじのメス」

「は、はいっ」

　傍にいると決めた以上、足手まといになるわけにはいかない。

　橘の声を聞き洩もらさないように神経を尖とがらせ、指示に従って器具を差し出す。

「左端のコッヘル」

「これか？　なんだかハサミみたいな……」

「ああ。それで、今おれが左手で押さえてる場所を挟はさんで固定しろ。……そうだ、うまいな」

　言われるままに橘を手伝う。固定する範はん囲いが広がると、それに伴ともなって出血量が増えた。

　器具の使い方まで説明しているというのに、橘の手は一度も止まらないどころか、手術が進むにつれて梔子に指示を出す速度が上がった。

　顔を背そむけたくなるのを必死で堪こらえて手術を見守る。目の前で見ているのに状況が把は握あくできず、梔子の表情はどんどん曇くもっていった。

（出血がひどい。……このまま、助からないかもしれない）

「助けるって言っただろ」

　気持ちを読み取ったかのようなタイミングで諭さとされる。

　橘に視線を向けると、彼は相変わらずまっすぐに野良犬だけを見ていた。

「コッヘル下げろ。一番細い針に一番細い糸を通しておけ」

「はい」

　指示を出してくる声は端たん的てきで硬かたい。

　真剣な横顔に心臓が大きく跳はねた。胸の高鳴りは止やむことなく、梔子は細く息を吐はき出す。

　否定しようがない気持ちに、まさかこんなときに気づくなんて。

　目的を忘れてなにをしているんだと自じ嘲ちようする。だが、いくら自分を嘲あざけっても気づいてしまった気持ちは消えてくれなかった。

（──すきだ。わたしは、橘がすきだ……）

　横暴で、口が悪くて、金にうるさい。嫌いやなヤツだとしか思っていなかった橘を、いつのまにかすきになっていた。説得して姫巫女を診みてもらうことが目的だったはずなのに。

（そのうえ……。あと二日しか、一いつ緒しよにいられない）

　自分は月の世界の住人で、橘は人間だ。住む世界が違ちがい、その世界に戻もどるのが三日後に迫せまっている事実は、どうやっても変えようがない。

　梔子は、自分の気持ちだけでなくこの想おもいが不毛で実らないものだということにも気づいていた。それでも、はじめてすきになった相手が橘でよかったと素す直なおに思える。たとえ、失しつ恋れん決定の初はつ恋こいだとしても。

「針は？」

「……準備できてる」

　器具を持ち換かえながら、短く返事をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。
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　手術は成功した。

　治ち療りようしても一銭にもならないために敬遠する獣じゆう医いも多い中、橘は迷うことなく野の良ら犬いぬを助けた。

　翌日来院した藤田に結果を報告すると、彼は、「橘が野良犬とか野生動物を助けるのって、ちゃんと理由があって、それが獣医になった理由と同じらしいけど教えてくれないんだよね」とぼやいていたが、梔子はなにも知らないフリをした。橘が自分にだけ夢の話を教えてくれたのだとすれば、話したくなかったのだ。

「具合どう？　もう痛み止めは使ってないから、痛いときはすぐ言って。それと、なにかあったら呼んで。すぐに駆かけつける」

　照明を落としたクリニックにひとりで入り、件くだんの犬に話しかける。

　術後、麻ま酔すいから目を覚ました彼は、嵐あらしだと名乗ってから謝罪し、ことの顚てん末まつを語った。木蓮から嫌がらせをするように頼たのまれ、人間に捨てられた恨うらみがあったとはいえ他ほかの野良犬たちを巻き込んでクリニックに迷めい惑わくをかけた自分が恥はずかしい、と。『もう二度と、あんなことはしない』と言って、しょんぼりと耳を伏ふせていた。

　体力がある嵐の回復は早く、手術からまだ一日しか経っていないというのに、もう山を走りたいと言うまでになった。もっとも、橘はさすがにまだ無理だと苦く笑しようしていたが。

「おやすみなさい」

　すっかり仲よくなった嵐が『おやすみ、真珠もいい夢を』と返してくれた。匙としまはともかく、嵐まで梔子を真珠と呼ぶようになっている。

（月が満ちる。この名前で呼ばれるのも、明日あしたが最後だ……）

　自宅に戻る廊ろう下かの途と中ちゆうで立ち止まり、耳をもとに戻す。窓から見上げた月はふっくらと丸い。

「小こ望もち月づき……」

　月を見上げてため息をこぼすなんて、まるでかぐや姫のようだ。彼女もこうして、後ろ髪がみを引かれる思いで月に帰ったのだろうか。

（木蓮兄さまは、かぐやさまが人間に傷つけられたと考えておられるようだったけど、今ならわかる。かぐやさまは、帰りたくなかった。人間と離はなれたくなかったんだ。……今のわたしのように）

　リビングに入りながら小さくため息をつくと、匙としまが同時にすり寄ってきた。

『本当に月に帰るのか』『またすぐ戻ってくるんでしょ？』と矢や継つぎ早ばやに尋たずねられる。どう答えればいいかわからず、黙ったままでソファに腰こしを下ろした。梔子の膝ひざに乗ったしまは、質問を変えて『ここが嫌きらいってこと？』と小首を傾かしげる。

「そんなことない。嫌いなんてありえない」

　力なくそう言った梔子に、ぴしりと背筋を伸のばして座った匙が『それでいいのか？』と尋ねた。

　まるで、自分の気持ちを見み透すかされたようだった。青空のように澄すんだきれいな青い目に、自分の顔が映っている。

「匙さん……、住む世界が違うのは、どうしようもないことだよ」

　耳を伏せ気味にして言うと『それとこれとは別だろう』と諭すように返されて苦笑する。

　こぼれそうになる言葉は、すべて吞のみ込むしかなかった。ここでなにか言ってしまえば止まらなくなるのは間違いない。

「そろそろ寝ねようか。明日も仕事だし……」

　しまを膝から下ろし、重い腰を上げ電気を消した梔子の足を、匙が後ろから階段のほうへぐいぐいと押した。

「な、なに？　どうしたの？」

　わけもわからないまま誘ゆう導どうに従った梔子に、階段の前で『主人に話があるんじゃないのか』と匙が鼻を鳴らす。

「……話すことなんて」

　そっと匙の頭を撫なでると『ないならいいじゃない』とラグの上でしまがあくび交じりに言った。まだなにか言いたそうにしている匙を『ねぇ、早くこっちに来てくれない？』と呼ぶ。それでも匙は梔子をじっと見つめていたが、やがて諦あきらめたように歩き出しソファ前のラグに横になった。

（話はない。ないけど……）

　寄り添そって丸くなった二匹ひきに、唇くちびるを引き結ぶ。

　ぎゅっとこぶしを握にぎって静かに階段を上がった。

　月の世界に帰る前に、一度だけ、たった一度だけでいいから橘と身体からだを重ねたい。想いを告げられないのなら、せめて身体で覚えておきたかった。

（本能よりも気持ちのほうが強くなるなんて、思ってもみなかった）

　身体をつなげるのは子孫を残すためだけの動物の本能からくる行こう為いだと思っていた。だが、それは間ま違ちがっていたのだと今ならわかる。想う相手のすべてがほしいから、ひとつになりたいのだ。

　橘とは、きっと気持ちでつながることはできないだろう。だから、身体でつながることができれば、その思い出だけで報むくわれる気がした。

　橘の寝しん室しつの前で深呼吸を繰くり返す。誰だれかを誘さそったことなどなく勝手がわからないが、いつも通りに言えるようにとだけ念じてドアをノックした。

「どうぞ」

　中に入ると彼はベッドヘッドにもたれて本を読んでいた。

「こんな時間になんだ？　心配しなくても明日の夜はちゃんと月の世界に行くぞ」

　約束は守ると言った橘に、そうじゃないと首を振ふる。

「……身体がおかしい」

「あ？」

　本をぱたりと閉じて、橘はサイドテーブルにそれを置く。

「なんだか身体がおかしいから、治せ」

「治せっておまえ、そんないきなり」

　ベッドに近づくと橘はすっと手を伸ばしてきた。その手をかわして、梔子は勇気を振り絞しぼる。ベッドに上がり、橘の長い脚あしを跨またいで彼にしがみついた。

「……身体が熱い。新月の夜みたいに」

「真珠？」

「これが発情期なんだろう、橘。だったらこの前のように、おまえがなんとかしろ」

　顔を見たままではこんなこと恥ずかしくて絶対に言えない。

「……ったく」

　しばらく黙だまっていた橘は呆あきれたような声でつぶやく。両耳を震ふるわせるとすぐにそこを撫でられた。

「発情期、ね……。まぁ確かに身体は熱い。で、今夜も耳触さわんなって怒おこんのか？」

「……怒らない」

　ぎゅうぎゅうにしがみついたまま言えば、橘は一度天てん井じようを仰あおいだ。

「ひとの気も知らねぇで」

「……？」

　どういう意味だと訊きき返すより早く、背中に橘の腕うでが触ふれて視界がぐるりと回る。

「軽……」

　気づくと組み敷しかれていて、梔子はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

「そんな顔すんな。裸はだかは見ねぇ」

「……どうして」

「見られたくねぇんだろ？」

「でも」

　部屋の照明を絞ってくれている橘に、裸にならなければつながれないじゃないか、と言いかけてやめた。

（もしかして橘は、わたしとつながりたいなどと思わないのかもしれない……）

　だって人間じゃない。耳もしっぽも生えていて、こんな自分に言い寄られても迷惑なだけだ。

　思い出を作りたいからと夜よ這ばいなんてしてしまったけれど、橘が応こたえてくれなければそれは叶かなわない。今さらながらそのことに気づき、梔子はなにも言えずに俯うつむく。

「真珠」

　名前を呼ばれて顔を上げる。すると、額に橘の唇が触れた。

「！」

「そういう顔してると皺しわになるぞ」

　とん、と軽く突つかれた眉み間けんにもくちづけられる。

（ど、どうしていきなり……？　この前は、こんなことしなかったのに）

　新月の夜は一方的に快感を与あたえられただけだ。それも、ただ梔子を楽にさせるためだけの行為だった。

「なんだ、驚おどろいた顔して。おまえの世界じゃ接せつ吻ぷんはしねぇのか」

「しなくはない。けど、そんな古めかしい言い方はしない。……せめてくちづけと言え」

「くちづけか。なんにしても、恥はずかしそうに言われっとこっちが照れる」

　梔子の顎あごに橘の指が触れる。少しだけ持ち上げられたと思ったつぎの瞬しゆん間かん、唇が重なった。

「！」

　ふわふわしていたのは触れた場所か、それとも梔子の気持ちか。

　目を瞠みはった梔子に橘がふっと笑う。

「ばか、目ぇ閉じろ」

　言われるままに目を閉じると、すぐにまた塞ふさがれた。感かん触しよくを楽しむように食はまれる唇に、こくりと喉のどが鳴ってしまう。自分の浅ましさが恥ずかしくて余計に体温が上がった気がした。

　ぬるりとそこを舐なめられて、生々しい感触に身体がびくりと震える。震えた身体を宥なだめるように撫でられ、彼の指がほんの少しだけ顎を押す。薄うすく開いた唇の隙すき間まから橘の舌が入り込んできた。

「……ん、ぅ……」

　鼻にかかったような声が勝手にこぼれた。

（こんなに……、気持ちいいものだったのか）

　深いくちづけを交かわすことなどもちろんはじめてで、なされるがままでいるしかない。

　なにをされても震える身体を橘の手がゆっくりと撫でる。怖こわがるな、と教えてくれる手のひらに安心して少しずつ力を抜ぬいた。

　重なった舌がなぜかあまく思えて、されているようにきゅっと吸ってみる。梔子のその動きを褒ほめるように橘は髪かみを撫で梳すく。

「あ……！」

　声を上げた拍ひよう子しにくちづけが解ける。

「ここ、弱いんだよな。この前もそうだった」

「し、知らないっ」

「じゃあ覚えとけ」

　どことなく楽しそうに言った橘の手が耳の根元を揉もんだ。

（耳の根元を触られてるだけだろう。なのに、どうしてこんなに気持ちいいんだ）

　震えそうになるのを堪こらえていると名前を呼ばれた。

「真珠」

「……っ」

「真珠」

「何度も呼ぶな……」

　橘の声で、橘がつけた名前を呼ばれる。それがこんなに嬉うれしくて、こんなに苦しい。

　明日あしたの今いま頃ごろは月の世界にいるだろう。そうすればもう、ここに戻もどってくることはもちろん、この名前で呼ばれることもない。

　そう思えば、嫌いやで嫌で仕方がなかったこの名前がいとおしくなる。

（……あの掟おきてが絶対ならいいのに。名づけたのが人間でも、掟の通りになればいい……）

　唇くちびるを嚙かみしめていると橘の手がするりと頰ほおを撫なでた。

「真珠？」

「呼ぶなと言っているのに」

「どうして」

「……減る」

　梔子の抑よく揚ようのない声に彼が笑う。

「減るかよ」

　他愛たわいのない会話も、消毒薬で荒あれた大きな手も、ようやく見せてくれるようになった笑え顔がおも。なにもかもが大切で、忘れたくない。

「橘……」

「なんだ」

　どんなに覚かく悟ごを決めていても、拒きよ絶ぜつされるのが怖くてひとつになりたいとは言えなかった。

　自分を見下ろしている、いとおしい獣じゆう医いの首筋にしがみつきそっと唇を重ねて彼を誘う。ぺろりとそこを舐めれば、触れるだけのくちづけはすぐに深いものに変わる。

（はじめてのくちづけを橘としたこと、忘れない。本当はすべてほしいけど、それは大それた願いだ。橘がわたしのことをどう思っていても、わたしは橘がすきで、それだけで……、いい）

　橘の舌先が上うわ顎あごをなぞる。敏びん感かんな場所を掠かすめるようにされて腰こしが跳はねた。耳を撫でていた彼の手はいつのまにか首筋に下がり、指先で顎をくすぐられる。くちづけに応えながら指を追って顎を擦こすりつけると、ぎゅっと抱だきしめられた。

「……は……っ、くるし……」

　唇が離はなれた隙すきに浅い呼吸を繰くり返す。なにも言わなくなった橘の背中におずおずと腕を回すと、身体からだが軋きしむほどの強さで抱き返された。

「た、橘……？」

「……触るぞ」

「あ……、……うん」

　抱きしめたままの体勢で橘は梔子の襦じゆ袢ばんの合わせからするりと手を差し入れた。太ふと腿ももを撫で上げられてぴくりと身体が震える。

（手……、橘の手だ……）

　荒れた手のひらが梔子の肌はだの上を滑すべる。少しだけガサつくその感触すら嬉しい。

　熱を持て余していたことしか覚えていない新月の夜とはまるで違ちがう。想おもいを自覚したことが梔子をより敏感にさせていた。

「あ、あ、あ……っ」

　橘は確かめるように梔子に触ふれる。

　急激に熱を上げさせるような手つきではなく、冷静なそれに少しだけ寂さびしさを感じた。けれど熱は勝手に上がっていく。ちらりと視線を向けた先では、橘が微かすかに眉まゆ根ねを寄せていた。

「……熱いな。それに、元気だ」

「！　うるさ……っ、あ、ん……っ！」

　すでに立ち上がっていた自身を握にぎられて梔子は首を反らす。白い首筋に顔を寄せた橘は、そこをちらちらと舐めた。急所である首筋に舌を這はわされて背筋がぞくぞくする。

　このまま喰くわれてしまうかもしれないなんてありえないことを考えて、いっそ喰われてしまいたいなんてもっとありえないことを考えた。

「あ、ぅ、んん……っ」

　ひとつになれなくても橘に触れてみたかった。くちづけだけでなく、もっとちゃんと自分の手で。

「たち、ばな……」

「ん？　重いか？」

　違う、と首を横に振ふる。

　言葉が見つからずに唇を嚙むと、そこを舐められる。しぐさのひとつひとつがやさしくて、こんなときなのに『本当はやさしいから』と言った藤田の声が頭に浮うかんだ。

「……。一いつ緒しよがいい」

「なにが」

「わたしひとりで気持ちよくなるのは嫌だと言っている」

　もっとかわいらしく言えばいいのにと自分でも思った。けれど、梔子にはこれが精せい一いつ杯ぱいだ。

「わがままなうさぎだ」

「うさぎをばかにするな」

「じゃあ、わがままな真珠だ」

「わがままなんかじゃ……っ」

　すぐ言い返してしまう梔子の唇を橘が塞いだ。

　重なった唇も入り込んでくる舌もさっきよりも熱い気がした。歯列を割り、少し強ごう引いんに口こう腔こうを搔かき回される。橘が舌を翻ひるがえすたびにくちゅりと音が立ち、全身が震ふるえた。

　微かなはずの水音は梔子の耳にしっかりと届き、その音にすら煽あおられる。耳からの刺し激げきは身体に直結し、橘の手の中にある梔子の先せん端たんにぷつりと蜜みつが浮かんだ。

「……濡ぬれてきた」

「だって……っ、橘が、触るから……！」

「……。そうだな、おれのせいだ」

　橘が身体を起こし、背中に回していた腕うでが解けた。

　しがみつかれるのも嫌だったのかもしれないと眉まゆを下げた梔子は、遠くなった体温に小さく震える。

「右手、出せるか」

「右手……？」

「一緒がいいんだろ。おまえも握れ」

　右手を取られ、そのままぐっと引かれた。

「！」

　導かれた先で触れた彼の熱に指が痺しびれる。思わずびくりと手を引けば「無理するな」と橘の声がした。その声に答えることなく梔子は橘自身にもう一度手を伸のばす。

（……反応してる。これは、わたしに……？）

　同性で、しかも耳もしっぽも生えている自分に反応してくれている。

　うれしくてぴくぴくとしっぽが動いてしまったが、どうせ見えないだろうと開き直って梔子は両手で橘に触れる。きゅっと力を込めるとしっかりした感かん触しよくが返ってきた。いたずらのような梔子のしぐさに息を吐はいて、橘はこつりと額を合わせてくる。

「大きい……。橘のだって熱い」

「そりゃあな」

　苦く笑しようした彼は、そっと梔子の手を退かして改めて中心を握る。

　おもむろに扱かれ、鼻に罹った声が漏れた。　>>>♥

「んっ！」

「どうする？　このままするか、重ねてするか」

「わからな、いっ」

　素す直なおにそう言えば橘は鼻先にちょんと唇で触れた。そこじゃない、と睨にらんだ梔子に苦笑して唇にちゅっと音を立ててくちづけられる。

「じゃあ、望み通り一緒に」

「ぅ、あ……っ」

　橘は腰を進めて少しだけ上体を倒たおした。

　重なり合った下半身で熱が触れる。手よりも何倍も熱く感じる彼の熱に、溶とかされてしまいそうだ。

（すごく、熱い……）

　自分だけが熱くなっていたわけではないと教えてくれる橘のそれに、梔子の吐息が乱れていく。

「動くぞ」

　こくこくと頷うなずいた梔子の額に唇を押し当てながら、橘は「いい子だ」とささやいた。

　橘の中心は体型に見合った大きさで、彼のように堂々としていた。そこすら橘らしいと思えば、ほんの少しの時間であれ自分の手の中にあった事実がより特別になる。

　ほんの少しだけ腰を引いて戻もどす。その生々しい動きに頭の中が真っ白になった。本当にしてるみたいだ、と熱に浮かされてきた頭で思う。

「ん、んんっ、」

「唇くちびる嚙かむな」

「あぅ……っ、ん！」

　ゆっくりと動く橘の熱が徐じよ々じよに上がっていくのが触れ合ったそこから伝わってきた。はぁ、と吐と息いきをこぼされて、自分自身からとぷりと蜜が溢あふれるのがわかる。

　橘にとって、この行こう為いが成り行きだとしても気持ちよくなってほしかった。そう思った梔子の腰が微かに揺らめきはじめる。

「腰、揺れてる」

「そんなことない……！」

「おまえな……」

「おまえって言うなっ！　ちゃんと、ちゃんと、名前で……っ」

「……真珠」

　口走ってしまった言葉に応えて橘は名前を呼んでくれた。

（名前呼ばれるの、恥はずかしいけど、……うれしい……）

　けれど、そんなに甘い声で呼ばないでほしい。やさしい手で、慈いつくしむように髪かみを撫なでないでほしい。自分に都合よく勘かん違ちがいしてしまいそうになる。橘が自分をすきになるだなんて、そんなことはありえないとわかっているのに期待してしまう。

「あぁ、ん……っ」

「……真珠」

「んん！」

　腰こしの動きが速さを増す。短くて荒あらい呼吸が重なった。

　ぬめりをこすりつけるように橘が動き、その動きに合わせて水音が立つ。ぐちゅぐちゅという卑ひ猥わいな音に交じって聞こえてくる名前を呼ぶ声が、媚び薬やくのようだった。

「も、だめ……！」

　身体からだをくねらせてそう告げる。滲にじんだ視界の中で橘を見つめると、触れ合っている彼自身が大きくなった気がした。

「……反則だろ」

「えっ？　あっ、あ、あ……っ」

　なにが、と訊きき返す前に橘はぐんと大きく腰を引き、その動きに合わせて梔子の手ごとぎゅっと握にぎった。一気に増した密着度は絶頂への引き金になる。

「で、る……っ」

　シーツを蹴けってそう言った梔子に、橘が「いいぞ」と唆そそのかしてくる。力なく首を振ふれば漆しつ黒こくの髪がぱさぱさと枕まくらを打った。

「一緒って、言った……！」

「ったくおまえは……。わかった、一緒にな」

「ひ、あぁっ」

　握り込んだ熱をぐちゅりと扱き上げた橘に、同時に腰を使われた。

　体中の熱が出口を求めて中心に向かう。そのタイミングを待っていたかのようにくちづけられ、嬌きよう声せいはすべて彼の唇に吸い込まれた。

「──ッ！」

　声もなく達した梔子に少し遅おくれて橘が震える。

　ふたり分の白濁が中心を握っていた橘の手のひらからこぼれて梔子の肉づきの薄い腹を濡らしている。早く清めなくてはいけないのに、そんなことをするよりも橘に触れていたいと思っている自分に呆れた。

「……っふ、……」

「真珠」

　目を開けることもままならない梔子の顔中にくちづけを降らせて、橘は名前を呼んでくる。

　抱だきしめてくれる彼の腕うでにうっとりと頰ほおを擦こすりつけて、梔子はそのまま目を閉じていることにした。目を開けてしまえば余計なことを言ってしまいそうだったから。

（この名前が好きなのは、橘に呼ばれるからだ……）

　寝ねたフリを決め込むと橘が笑う気配がした。身体を離はなされそうになってあわててしがみつく。

「このまま寝たら朝面めん倒どうだろ。拭ふくだけだ」

「うん」

　ついすんなりと返事をすれば、くしゃりと髪を撫でられて右耳が揺れた。

　気持ちを告げないでいようと決めた自分よりも耳は素直だ。感情に合わせてこうして無意識に動いてしまう。

「ここで寝るか？」

　手早く処理を終えた橘は、ベッドに戻るなり梔子を抱き込んだ。そんなことをされるなんて思ってもみなかった梔子の耳がぴんと伸びる。

「嫌いやならそう言え」

「嫌じゃない」

「素直だな」

「……別に、そんなことない」

　もごもごと歯切れ悪く言って布ふ団とんの中で橘に身体を密着させる。筋肉質の腕にちょこんと頭を乗せて目を閉じると、心臓の音が聞こえてきた。

（音が速い。わたしのと同じくらい……？）

　規則的な音が眠ねむ気けを誘さそうはずなのに、最後の夜だと思えば眠ねむってしまうのがもったいなくて梔子は橘にそっと頰をすり寄せる。

「ん？」

「なんでもない……」

「そうか。明日あしたの今いま頃ごろはおまえの世界にいるんだろうな」

「……」

「真珠？　寝たのか」

　どこまでもやさしいこの大きな手のひらが、自分のものになればいいのに。こうして抱きしめられて、橘の体温が自分に移ってしまえばいいのに。

（……どうしてもっと早く、気づかなかったんだろう）

　ぐるぐると考えてしまう自分を自分らしくないと笑い飛ばすこともできず、梔子は橘の腕の中で最後の夜を過ごした。




　　　　＊＊＊




　そして、なにごともなく迎むかえた満月当日。

　最後まできちんと働かせてほしいと自分から申し出て、橘の了りよう承しようのもと、梔子はこれまで通りクリニックで働いた。

「真珠くん、今日で実習おしまいなの？」

「え!?」

　診しん療りよう時間が終わるのを見計らったかのように裏うら玄げん関かんから入ってきた藤田に唐とう突とつに尋たずねられた。

「どうして藤田さんがそのことを……」

「ああ、やっぱりそうなんだね」

「橘が言ったのか？」

　まさかと思って訊き返した梔子に、予想通りの答えが返ってくる。

「様子がおかしかったからおれが聞き出したんだよ」

　相変わらず忙いそがしいクリニックで働く中で、橘におかしな様子などなかったはずだ。首を傾かしげた梔子に藤田は肩かたを落とす。

「まーったく……。なにやってんのかな、橘は……」

　それだけ言って口を閉じた藤田は、少し焦あせっているように見えた。そのまま黙だまり込んだ彼に、どうしたんだろうと思っているとガチャリとドアが開く。

「藤田、頼たのんだの持ってきたか？」

　いつもとなにも変わらない橘がバックヤードに入って来てほっとしたのは梔子だけだ。

「だからなんでこういつもギリギリなんだ、おまえは。在庫があったからどうにかこの時間に間に合ったけど！」

「ギリギリでもおまえならなんとかできんだろ」

「なんとかしてるんだよ！　おかげで事後フォローが山積みだ」

　橘と藤田の会話がさっぱりわからない。

　話の内容が気になっても、クリニックのことであれば今夜限りでここからいなくなる自分が訊くのはおかしい。そう思った梔子は口を挟はさむことなく静観する。

「ぜんぶ揃そろってるな。さすが藤田」

「当然だろ！　こんなときばっかり褒ほめやがって」

「じゃ、撤てつ回かいするか？」

　ひょうひょうと藤田をかわす橘の声に、梔子は耳を澄すました。このふたりのやり取りも、もうこうして聞くことはできなくなる。

「あーあー、真珠くん呆れてる！」

「おまえがうるさいからだろ」

「おれだけのせい？」

　最後まで賑にぎやかな藤田に苦く笑しようしていると『気をつけて帰れよ』と声がした。

　今夜の入院患かん獣じゆうは嵐一頭きりだ。近づいてケージの前に膝ひざをつき、手を差し入れて彼の頭を撫なでた。藤田に聞こえないよう、小さい声で言う。

「ありがとう。嵐さんと仲よくなれてよかった」

　手のひらに鼻先を押しつけながら『礼を言うのはこっちのほうだ』と言って、嵐は緩ゆるくしっぽを振った。

　その背後では橘が藤田に揃えさせた物品をすべて鞄かばんに詰つめている。

「……おまえ、ちゃんと考えてるんだろうな」

「まぁな。まさか藤田に心配されるとは」

「心配するに決まってる。留守番もしてやるんだから結果出せ」

「あー……。出せる、といいが」

　ふたりは小さな声で話しているが、梔子の耳には問題なく聞こえてくる。藤田はともかく橘はそのことを知っているのだから、話の内容は自分に聞かれて困るものではないのだろう。

「さて、と。これでいい。真珠、そろそろ準備しろ」

「……わかった」

　かけられた声がやけに大きく聞こえた。本当にもう帰るんだ、ここに足を踏ふみ入れることはないんだ、と揺ゆれてしまいそうになった肩かたを右手で押さえて立ち上がった。

　藤田と三人で自宅に戻もどる。

　自宅へと続く渡わたり廊ろう下かの窓から見た空には、きれいな満月が昇のぼりはじめていた。頂点に達するまでにはあと少しというところだろうか。

（住む世界が違ちがうという事実は変えようがないんだ。わたしは月の世界で、橘はここで……、それぞれ、生きていかなければならない）

　たくさん考えて納なつ得とくしたはずなのに、いざ帰るとなるとすんなりとはいかない。匙にもしまにも嵐にも別れの挨あい拶さつをしたというのに。まるで、自分の中の大切なものをどこかに失くしてしまったような喪そう失しつ感かんが梔子を包んでいた。

　シャワーを浴びてくる、と浴室に向かった橘の背中を見つめていると藤田が静かに口を開く。

「真珠くん、またね？」

「……また会えるかどうか」

「いいんだよ。おれがまた会いたいからまたねで」

　藤田はそう言って目を細めた。

　二度と会えないとわかっていても、またねと言ってくれた藤田に同じように返すことぐらいは許されるだろう。

「そうか……。それなら、また」

　梔子の返事に満足したようににっこりと笑い、彼は眼鏡を押し上げる。

「真珠くんも着き替がえなくていいの？」

「あ、うん……。着替えてくる」

　藤田と、彼を遠巻きに見つめる匙としまをおいて橘の寝しん室しつに向かう。

　今朝、クリニックに向かう前に橘に言われて寝室に着物を運んでおいた。吊つるしておいたおかげで皺しわひとつない。

　腕うでを通せばしゅっと衣きぬ擦ずれの音がして、懐なつかしい匂においがした。襟えりを整え、帯を締しめると月の世界に戻ることが一気に現実味を帯びる。

（最初はあんなに窮きゆう屈くつだったのにな……）

　着物姿になってから、すっかり着慣れたケーシーを丁てい寧ねいに畳たたんだ。

　立ち襟の洋服、耳としっぽを消すこと、クリニックで働くこと、そのどれもがいつのまにか日常になっていた。

　これ以上考えていては戻りたくなくなってしまう、と梔子はリビングに引き返す。

　一歩足を踏み入れると、それまで橘と談笑していた藤田が梔子を見てぱちぱちと手を鳴らした。

「おー、ひさびさに見るとすごい着物美人。な、橘」

「なに着ても真珠は真珠だろ」

　匙と、一いつ瞬しゆん遅おくれてしまが梔子の足元にすり寄ってくる。しゃがみ込み、『またね』と短く言って喉のどを鳴らすしまの背中を撫でてから、『気をつけて』と言ってくれた匙をぎゅっと抱だきしめた。

「ありがとう。匙さんとしまさんがいてくれて、ほんとに心強かった」

　どういたしまして、と声を揃えて二匹が言う。そんな二匹に笑いかけて、梔子はゆっくりと立ち上がった。

「今夜は雲ひとつない満月だねぇ」

　そう唐突に言った藤田の声がやわらかくて、頷うなずくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「そろそろ行くか」

「うん。……藤田さん、お世話になりました」

「さっきまたねって言ったでしょ。おれはまた会えると思ってるからさ」

「……うん」

　手を振ふる藤田に見送られて自宅を出る。

　何度も振り返りたくなってしまったが、感傷に浸ひたっている時間はない。

　余計なことを考えないように努める梔子の隣となりを歩く橘は、古めかしいがよく手入れされた革かわ張ばりの大きな黒い鞄を持っていた。

「その鞄は？」

「親父おやじが使ってた往おう診しん用の鞄。捨てられなくて持ってたけど役に立ったな。姫巫女の様子はおまえから聞いたし、ある程度必要になりそうなのが入ってる」

　満月が照らす夜道をふたり並んで足早に歩く。

　着物を着ているのに耳もしっぽもなくて、今までなら間ま違ちがいなく違い和わ感かんを覚えていたはずなのになぁと思いながら橘に尋たずねた。

「山道は得意か？」

「得意もなにも。月見山は庭みたいなもんだ」

「それなら安心した。……急ぐぞ」

　言うなり梔子は走り出した。

　あの夜、この世界に下りてきて右も左もわからずにいた道を迷うことなく進んでいく。

　時折ちらりと橘を見たが、呼吸を乱すわけでもなくいきなり走り出した梔子に文句を言うわけでもなく、平然とついてきてくれていた。

（姫巫女さまが待ってらっしゃるんだ、早く月の世界に帰らなければ。……でも、そうすると橘と一いつ緒しよにいられる時間は短くなる。離はなれたくない……）

　矛む盾じゆんしているとわかっていても、それが正直な気持ちだった。けれど、梔子には急がなければいけない理由がある。

　月がてっぺんにあるときでなければ、月の世界に張られた結界を解くことができないのだ。姫巫女の意識が戻らないということは、彼女に代わって木蓮が結界を張っているに違いない。長ちよう兄けいの結界を満月の力なしに解く自信はない。

　月明かりの道を進み、とうとう月見山の麓ふもとに着いた。見上げた山に感じたのは懐かしさではなく、もう戻って来ることはないんだという寂せき寥りよう感かんだった。

　橘と過ごせる時間が刻一刻と残り少なくなっていく。それでも足を止めることはできず、梔子は一度も口を開くことなく山道を進んだ。

　祠ほこらの前で立ち止まり、耳としっぽを本来の姿に戻す。

「祠まで来たのは子どもの頃ころ以来だな」

「ここまで来たこともあったのか。……少し待ってろ」

　そう言い置いて、梔子は両手を天に向けた。人間界の小さな満月の光を浴びて力を溜ためる。目を閉じて集中する梔子の頭から生えた真っ白な耳が、淡あわく光りはじめた。

（あの夜のように手こずっている暇ひまはない。……どうか、うまくいきますように）

　深い呼吸を繰くり返しながら腕を下ろし、目を開けて両手を結界にぴたりと密着させる。その瞬しゆん間かん、視界がたわみ、橘が小さく息を吞のんだ。彼にかまっている余よ裕ゆうもなく、梔子は両手に込めた月の力をゆっくりと解放させていく。

（……え？）

　結界が、まるで薄うすい氷が割れるようにパリリと音を立てて砕くだけた。こんなに簡単に解ほどけるわけがないと訝いぶかしみかけてはっとする。

「もしかして、木蓮兄さまが……？」

「なんだ？」

「な、なんでもない。先に入れ」

　橘を促うながして、解けたばかりの結界をくぐる。

「平安貴族みたいな屋や敷しきだな……。月も大きい」

（帰ってきた。橘を連れて、帰ってくることができた。……なのに、どうしてこんなに苦しいんだろう）

　橘のつぶやきを聞きながら結界を直し終えると、遠くでりりんと鈴すずの音がした。

　姫巫女が持っているあの鈴を、意識の戻らない彼女が鳴らせるはずがない。

「……。橘、行くぞ」

「ちょ……っ、待て、真珠！」

　周囲を見回していた橘の手を取って梔子は走り出す。

　結界が解きやすくなっていたことも、人間界とつながっていた場所が月の一族が暮らす屋敷の庭だったことも、すべて木蓮が手て筈はずを調ととのえたからだろう。そして、この鈴の音。鈴の存在を知っているのは姫巫女と梔子だけだったが、姫巫女が長兄に託たくし、自分が戻ってきたことを知った彼が鳴らしたに違いない。

　屋敷内に飛び込んだ梔子は脇わき目めも振らずに奥おく座ざ敷しきへと向かう。その道すがら、何人かの兄弟や使用人として屋敷に出入りしているうさぎたちとすれ違ちがった。橘を見た彼らは一様に目を丸くして「どうしてここに人間が？」と声を上げたけれど、そんなことは気にしていられない。

「おまえな……、少しは説明しろ」

「後で……、後ですべて話す。だから、今は」

「……わかった。おれは姫巫女とやらを治しにきただけだしな、おまえに従う」

　ひとまずは納なつ得とくしてくれた彼に感謝して、梔子はしんと静まり返った奥座敷の廊ろう下かで正座する。それに倣ならって橘もきれいな所作で隣に座った。

「木蓮兄さま、梔子でございます」

「…おまえひとりか」

　呼びかけに返ってきた声は間違いなく木蓮のものだった。

「いいえ……、獣じゆう医いを連れてまいりました」

　一いつ瞬しゆんにも数分にも感じられた沈ちん黙もくの後で「入れ」と許しの言葉が聞こえてきた。

　毅き然ぜんとした声に思わず背筋と両耳がぴしりと伸のびる。隣にいる橘の、安心しろというささやきに小さく頷く。落ち着け、と続いた彼の声に深呼吸してから障子を開けた。

「失礼いたします」

　橘を引き連れて奥座敷の中に入り障子を閉めた。

　座ざ敷しきの中央に敷しかれた布ふ団とんを挟はさんで木蓮の対面にふたりで正座する。

（姫巫女さまのお姿がない……？）

　あるはずの布団の膨ふくらみを見つけることができずにいると、静かに立ち上がった木蓮がそっと布団を剝はいだ。

「……!!」

　その中にいたのは、真っ白な一いつ匹ぴきのうさぎだった。

（姫巫女さまほどの力の持ち主が、人型を保てない状じよう況きようになっておられたなんて……！）

　真っ白なうさぎを護まもるように木蓮が枕まくら元もとに姿勢よく座り直す。

　クリニックで会ったときの記き憶おくよりも憔しよう悴すいした木蓮の表情に、梔子は奥歯を嚙かみしめて深く頭を下げた。

「ただいま戻もどりました」

「……よくぞ無事で」

　声が掠かすれている。

　うさぎの姿になってしまった姫巫女の代わりに、すべてを担になってきたのだろう。もっと早く戻ることができていれば、と梔子は畳たたみについた両手に力を込める。

「いろいろと迷めい惑わくをかけた。……頭を下げるのは私のほうだ」

「そんなこと……！　至らなかったのはわたしです！」

　木蓮の言葉に急いで姿勢を戻し、首を横に振った。そんな梔子を慈いつくしむように彼は微笑ほほえむ。

「こうして、橘氏とふたりでここにいるということがすべて。梔子、よく戻ってきてくれた」

「木蓮兄さま……」

「姫巫女さまを頼たのむ。治ち療りよう中、私は退室していよう」

「いや、ここにいろ。そんな顔色して、かなりしんどいはずだ。まとめて診みてやる」

　この前のことなどすっかり忘れたかのようなさらりとした橘の口調に、腹を立てることも言い返すこともせず、木蓮が目を細める。おまえはどう思う？　と尋ねられている気がした。

「わたしも木蓮兄さまの体調が心配です。診てもらってくださいませんか……？」

　そう言うと、木蓮は小さく頷うなずいてから橘に向き直る。

「その前に、身勝手を承知でお願いしたい。先日の私の非礼を、赦ゆるしていただけないだろうか」

「そんなのは、もうどうでもいい。アンタにはアンタの立場があるってことは真珠から聞いてよくわかった」

　人間を毛け嫌ぎらいしていた木蓮に、そんな人間ばかりではないと伝わればいいと思った。口調こそ荒あらいが、橘も木蓮を心配してくれている。

「それに、謝る相手はおれじゃねぇだろ」

　表情は変わらないが、木蓮は橘の言葉に耳を傾かたむけているようだ。

　木蓮の視線を感じて梔子の右耳がぴくりと揺ゆれる。伸ばした背筋はそのままに、彼はすっと頭を下げた。

「梔子、すまなかった」

「!?　お、おやめください！」

「歳としの離はなれたおまえを、まだ子どもだと思っていた。力はあっても耳の先の折れたおまえを、守ってやらねばならないと。……こんなにも立派に、成長していたというのに」

　今までの木蓮の言動は、すべて自分を守るためのものだった。

（……そういえば、クリニックにいらしたときも真っ先に体調を心配してくださっていた。会合に入らせなかったのも、人間界に行かせたくなかったのも、わたしのため……？）

　思い当たることがいくつもある。それもこれも、木蓮が梔子を大切に思ってくれていたからこそ。除のけ者にされていたわけではなかったのだ。

「言葉が足りず、おまえにはずいぶんときつく当たってしまったな……」

「兄さま……。どうか、お顔を上げてください。わたしは……、」

　木蓮の穏おだやかな瞳ひとみに映った自分の顔は、もう緊きん張ちようなどしていない。

「わたしは、これまでずっと木蓮兄さまに心配していただいていたことを、本当にしあわせだと思っております」

「梔子……」

　にっこりと笑った梔子に木蓮も微笑み返す。

　たったそれだけでわかり合えるのは、やっぱり兄弟だからだろうか。

「治療に入る」

　唐とう突とつに言った橘にはっとして隣となりを見ると彼はすでに聴ちよう診しん器きを首に下げていた。

「ああ、頼む。湯とう液えきで持ち堪こたえておられるが、予断を許さない状態が続いている」

　木蓮の言葉に浅く頷き、橘は革かわ張ばりの鞄かばんを持って姫巫女に近づく。

　忙せわしなく腹部を上下させている姫巫女は見るからに苦しげで直視できない。

「病の原因はわかっているのか？」

「見当はついてる。意識はこの点てん滴てきで回復するはずだ」

　そう言うと橘は鞄の中からつぎつぎと器具を取り出す。「失礼」と断ってから体温と脈を測って耳に触ふれた。それから、心臓の音と腹部の音を続けて聴診していく。

　手の消毒をはじめた橘に、クリニックでしてきたように補助に回る。

「こんなに小さい点滴、はじめて見た……」

「おまえがクリニックにいるあいだ、小動物の点滴はなかったしな。これはうさぎ用」

　姫巫女の背中に触れ、つないだばかりの針を手に取った橘に、木蓮があわてて腰こしを浮うかす。

「姫巫女さまになにを……！」

「点滴だ。身体からだに不足したものを直接入れて補う。はじめて見るだろうが、これしか治療方法はない」

　きっぱりと言い切った橘は、姫巫女の背に刺さした針を手早く固定した。

　処置を見守っていた梔子は向けられた視線に応こたえて姫巫女にそっと布団をかける。

「……人間界の治療はずいぶんと乱暴だな」

「乱暴？　直接的なだけだろ」

　短く答えた橘に代わって物品を片づけていると、「点滴の準備」と顎あごをしゃくられた。

「木蓮兄さまにも点滴を？」

「ああ。睡すい眠みん不足に軽度脱だつ水すいってとこだろうしな。予備入れといて正解だった」

「見ただけでわかるものなのか」

「そこまでクマできてて、肌はだが乾かん燥そうしてればな。ああ、うさぎになってくれればもっとよくわかる」

「……なるほどな」

　木蓮は納得したようにゆっくりと目を瞬またたかせ、黒くすらりと伸びた耳を微かすかに動かした。

「何事も経験だろう。姫巫女さまおひとりに、そのような思いをさせておくわけにはいかない」

　姫巫女の臥ふしている奥座敷で横になることはできないと言い張った彼は、橘と連れ立って隣にある控ひかえの間に移動した。

　片時も姫巫女から目を離さずにいると、しばらくして橘がひとりで戻って来る。

「木蓮兄さまは？」

「何日も寝ねてなかったんだろ、うさぎになった途と端たん眠ねむった」

　やれやれ、と梔子の隣に座った橘は点滴の薬液が減っていることを確かく認にんして、鞄からカルテを取り出す。カリカリと書き込んでから目を上げ、姫巫女を見つめた。

「真っ白だな」

「ああ……。姫巫女さまは、月の一族の母上だ。うさぎ姿の姫巫女さまを見るのはわたしもはじめてだけど、いつものお姿でも確かにお耳は真っ白でまっすぐで、きれいだった」

「まっすぐできれい、ね」

　梔子の言葉を意味ありげに繰くり返して、橘は姫巫女の左耳に触れる。なにを、と尋たずねるより早く「採血だ」と教えられ、補助に回ろうとしたがその必要はないと首を振ふられた。

「本当にＡＨＴみたいだな」

「……。橘に厳しく教えられたから」

　耳じ介かいに局部麻ま酔すいをして、橘はすんなりと採血を終えた。採取したばかりの血液を薄うすいガラスに移してカチリと細長い器械に差し込む。

「……橘」

　使い終わった器具を片づける橘の名をそっと呼んだ。手を止めない彼をもう一度呼べば、ちらりと視線を向けられる。

　たったそれだけでとくりと心臓が動いた。その理由を梔子はもう知っている。知っているけれど、口にしないと決めたのだ。

「ありがとう」

「あ？　まだ終わってねぇだろ。姫巫女が目ぇ醒さまさないと、治療がうまくいったかどうかもわかんねぇし」

「いいんだ。きっともう、こうしてゆっくりと話すこともできないだろうから」

「真珠、」

「だから、今のうちに。本当に……、本当にいろいろありがとう」

　なにかを言いかけた橘を遮さえぎって頭を下げた。

　最後の言葉のつもりだった。大切に大切に告げたせいで、うっかりしたら泣いてしまいそうだったけれど、ぎゅっと唇くちびるを嚙かんで堪こらえる。

「……勝手に終わらせようとすんな」

　橘の小さな声はしっかりと耳に届いたが、返事をするわけにはいかない。なにごともなかったかのように姿勢を戻もどし、姫巫女に向き直る。

　梔子の行動に表情を険しくしながらも、橘は薬液がなくなるのを見計らって点滴を抜ぬいた。すると、うさぎ姿の姫巫女の身体がぼんやりと光りはじめる。

（いつものお姿に戻られるのか……？）

　そう思った瞬しゆん間かん、眩まばゆいほどの光が部屋を満たす。光が消えた後に現れたのは、見慣れた姫巫女の姿だった。

「……くちなし……？」

　微かに聞こえてきた姫巫女の声に梔子は右耳を震ふるわせてすぐさま近づき、「姫巫女さま」と呼びかける。

　姫巫女の姿を見た橘はなにかに気づいたように息を吞のんだが、驚おどろいた表情をすぐに消して、鞄からなにかを取り出しはじめた。

　梔子の見つめる先で、彼女は大きな深呼吸を時間をかけて繰り返した。

「ずいぶんと……、よく、眠った気がするわ……」

　途と切ぎれ途切れに言いながら手を伸のばしてきた彼女に応えて、梔子はその手をぎゅっと握にぎる。

　力はまだまだ弱いが、意識が戻ったことだけで今は充じゆう分ぶんだ。

　梔子からゆっくりと視線を移して、姫巫女の目が橘を映す。

「……あなたは？」

「獣じゆう医いです。真珠、少し離れてろ」

「しんじゅ？」

　姫巫女の前で彼につけられた名を呼ばれて内心ぎょっとしたが、そんな梔子を気に留めるわけでもなく橘はあくまで淡たん々たんと治ち療りようを続けていく。

「治療途と中ちゆうなので安静に。背中と左耳の痛みは治療したためですからご心配なく。確認します」

　取り出したペンライトで姫巫女の瞳どう孔こうと耳の中を確認し、クリニックでは見たことのない器具を細ほそ腕うでに巻きつける。

「これ……？」

「人間用の血圧計。藤田に揃そろえさせた。クリニックには動物用しか置いてねぇからな。……腕がきつくなりますけど、力は入れずにそのままで」

　橘の言葉に姫巫女が頷うなずいた。それから、橘の顔を見つめてそっと微笑ほほえむ。

（姫巫女さま……？）

　一連の姫巫女の反応に疑問を感じたが、治療の妨さまたげはできずに黙だまり込んだ。

　血圧を測り終えた橘はカルテにペンを走らせ、血圧計をしまい、ガラスを差し込んでおいた機械を持ち上げて数値を見る。その目は真しん剣けんそのものだ。

「この、病は……」

「ビタミン欠けつ乏ぼう症しようと貧血。動物全ぜん般ぱんが罹かかる病気でも、ここまで悪化することはまずない。長年の疲ひ労ろう蓄ちく積せきも影えい響きようしていると考えて間ま違ちがいないだろうけど……。ここ最近、ひどい腹痛や嘔おう吐とが続いていませんでしたか？」

「……」

「なにもかも、ひとりで抱かかえるだけでは解決につながらないこともある。……容姿よりも、中身がよく似た親子ですね」

　沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取った橘は説明を続ける。

「今後、継けい続ぞくしてビタミン剤ざいと鉄てつ剤ざいの服用を。高こう濃のう度ど製せい剤ざいが手に入りさえすれば簡単に治る病気だから、定期的な採血と診しん察さつでこと足ります。それで問題がなければ治療終しゆう了りように」

「お父さまに負けず劣おとらずの……、素す晴ばらしい獣医になられましたね？」

　橘が告げた治療内容に答えることなく、姫巫女はそう切り出した。

（……え？）

　驚いて目を瞠みはった梔子は勢いよく橘を見る。彼は、ふうっと小さく息を吐はいて頭を搔かいた。

「……おれなんかまだまだです。やっぱり、あなたはあの夜の」

「覚えてらした？　あのときのぼうやが、ねぇ？　こんなに立派になって……」

「ひ、姫巫女さま……？　橘に会ったことがおありなんですか？」

「ええ……。だから、あなたに、彼のところに行ってもらいたかったの。あなたでなくては、だめだったのよ」

　話は、梔子が仔こうさぎだった頃ころに遡さかのぼる。

　耳を痛がるばかりで食しよく欲よくもなくなり、薬すら飲み込めなくなった梔子を連れて、姫巫女は月の世界を抜け出して人間界に助けを求めた。そして受じゆ診しんしたのがたちばな動物クリニックだったという。

「そのときはまだ親父おやじが院長だった。ちょうど母親がいなくなった頃で、だからよく覚えてる」

「な、なにを？」

「夜、着物姿の女性が仔うさぎ抱だいて、泣きそうな顔で来たんだ。忘れるほうが難しい」

　橘も話に加わった。

　なにも知らないのは自分だけらしい。

　耳をぴんと伸ばして訊きき逃のがすまいとする梔子を見て、姫巫女はことさらゆっくりと話す。

「かわいい男の子が、わたくしに気づいてくれて……。あなたを、梔子を助けてあげてほしいと父上に頼たのんでくれた」

「……え？」

「折れてるほうの耳が熱いから、と。あのときにはもう、あなたは、獣医になることが決まっていたのかしら……？」

（ちょっと……、なに、なんの話……？）

　つぎつぎと知らされる事実に頭がついていかない。

　自分の身に起こっていたこととはいえ、記き憶おくがないのだからどうしようもなかった。

「右耳の先が折れた真っ白い仔うさぎを、彼女から受け取って診察室に連れて行ったのはおれだ。……だから、おまえのその耳には最初から見覚えがあった」

「!?　だったら、なんでそれをもっと早く……！」

　ぐっと身体からだを乗り出した梔子に橘は珍めずらしく言い淀よどみながら顔を逸そらす。

「……信じねぇだろ、普ふ通つう。おれがこの世界のこと信じなかったのと同じで、クリニックに来たことあるとかいきなり言われても。カルテだって残ってねぇし」

「ひ、姫巫女さま……っ！　姫巫女さまも、はじめからおっしゃってくだされば……！」

　言い募つのっても、布ふ団とんの中の姫巫女は穏おだやかな表情を浮うかべるだけだ。

　丸め込まれてしまうとわかっていたが、今回ばかりはすぐに納なつ得とくするわけにはいかなかった。

「……わたしを試ためされたのですか？」

「まぁ、ひどい言われよう。でも、そうね……、木蓮を試したことになるかしら」

「木蓮兄さまを？」

「あなたがもう、一人前だと木蓮に教えたかった」

　今となってはどうしようもないことが歯は痒がゆくて仕方ない。

　先に教えてもらえていればもっと早く橘を説得することができたかもしれないのに。そうすれば、もっと橘との距きよ離りが縮んでいたかもしれないのに。

（でも、じゃあ……。わたしが橘の手を懐なつかしく思ったのは、そのせい……？）

　橘は姫巫女から仔うさぎを受け取って診察室に運んだと言っていた。そのときの手の感かん触しよくを、彼の体温を覚えていたのかもしれない。

「……秀一朗さん」

　ふと、姫巫女が橘を呼んだ。

「お助けいただき、ありがとう存じます。あなたに、月の一族を統すべる姫巫女として、お礼をさせていただけるかしら」

「お礼……」

「ええ」

　悶もん々もんと考え続けていても、両耳を伸ばして姫巫女と橘の会話を聞き洩もらさないようにする。

　もうこれ以上、除のけ者にされるのはごめんだった。

「それは、なにかをいただくことも？」

「ええ、月の世界で用意できるものであれば」

「どんなものでも、ですか？」

「わたくしが、頷けるものなら……」

　橘の含ふくみのある言い方に違い和わ感かんを覚える。

　姫巫女の答えを聞いて黙り込んだ橘を見つめ、そんなに考えるほどほしいものはなんだろう、と思っていた梔子の耳に突とつ拍ぴよう子しもない言葉が届く。

「では、真珠を。真珠を貰もらい受けることは可能ですか」

「えぇっ!?」

「あらあら」　>>>♥

　橘がそんなことを言い出す理由がわからずに反射的に声を上げた梔子とは正反対に、姫巫女はおっとりしたままだ。

「なぜ？」

「真珠を、いとおしいと思っているからです」

「……っ!?」

　視線を感じて橘を見れば、彼はやわらかな笑えみを浮かべていた。はじめて見たその表情に、梔子の頰ほおが一気に火ほ照てる。

「傍そばにいてほしいと、そう思います」

　梔子の思考がぴたりと止まった。

（もしかして、これ、夢かなにか……？）

　自分の頭が都合よくみせた夢なのではないかと思わず手の甲こうを自分でつねった。感じたのは紛まぎれもなく痛みで、それは梔子に目の前のことが事実だと教えてくる。

　しかし、そんなことで頭の中が整理できるはずもなかった。

「ふふ……。あなた、今の今まで、梔子に伝えずにいたのね？」

「……はい」

「まだまだ子どもねぇ。わたくしも、かわいい梔子を手放したくはないのだけれど。……そうね、交こう換かん条件ではどうかしら」

「交換条件、ですか？」

「あなたには、この世界専属の獣じゆう医いになっていただきたいわ。満月の夜に、梔子とここで……、この世界に住むすべての者たちの、健康を守ってほしい」

　結界で護まもることはできても、身体を守ることはわたくしにはできないから。そう言って姫巫女は橘を見上げた。

「わかりました。満月の夜は必ず、この世界に来ましょう」

「交こう渉しよう成立ね。……梔子」

「は、はい」

　口を挟はさむこともできずに呆ほうけていた梔子を呼び、姫巫女は「あなたは？」と尋たずねてくる。しばし考えてやっと、自分の気持ちを訊かれていることに気づいた。

　決して告げることはないだろうと思い、口にしないと決めていた言葉。それを言ってもいいのだろうか。

　ちらりと橘に目を向けると、彼は不安がる様子もなく自分を見つめていた。堂々とした態度にほんの少しだけ腹が立ったが、それが橘らしいと思えばいとおしさが勝まさる。

「わたし、も……。わたしも、橘を大切に想おもっております……」

　つるりとこぼれた言葉に姫巫女はなにも言わなかった。けれど、すべてを知っていたかのような表情に、今目の前にいるのは姫巫女ではなく梔子の母親なのだと気づく。

（……母さま）

　声に出さずに呼びかけると、姫巫女は小さく頷うなずいた。

「今夜から、あなたは真珠と名乗りなさい。真珠、幾いく久ひさしくしあわせに」

「……っ、はい……！」

　体調が戻もどってきたから、と早さつ速そく結界を張り直そうとする彼女を止めて今夜だけはと休ませる。しぶしぶではあったが目を閉じた彼女は、しばらくすると規則的な呼吸を繰くり返しはじめた。

　姫巫女の頰に赤みが戻ってきていることに気づいた真珠は、ようやく胸を撫なで下ろす。

（……どうしよう。恥はずかしくて橘を見ることができない……）

　耳を伸のばしたまま姫巫女から目を離はなせずにいると、背後で橘がくすりと笑う気配がした。警けい戒かいしすぎ、照れすぎ、と彼は真珠の頭を撫でる。

「とりあえず、今夜の治ち療りようは終しゆう了りよう。おまえ、兄貴にも今の話説明してやれ」

「えっ？」

「とっくに起きて、今さっきのやり取り聞いてたみたいだからな。早く行け」

「えぇっ!?」

　まだろくに実感も湧わいていないのに、なにをどうやって説明しろと言うのか。真珠はしっぽまでぴんと伸ばした。緊きん張ちようしてる、と上じよう機き嫌げんな彼が憎にくらしい。

「なんでそんなに機嫌がいいんだ」

「あ？　おまえを貰い受けたからな。今夜から真珠になったってことは、つまりそういうことだろ？」

「！」

　さらりと言われ顔が熱くなる。「おれが説明してやってもいいぞ」とこれまた上機嫌な声が続き、勢いよく首を横に振ふった。

　そんなことをされたらなにも言えなくなってしまうどころか、なんだか似た者同士のようなふたりにやりこめられるのは目に見えている。

「じ、自分で言うっ」

「ふうん、残念」

　真珠は真っ赤な顔をしたままですくっと立ちあがり、控ひかえの間に向かおうとして足を止める。襖ふすまに手をかけてから振り返った。

「ありがとう、橘」

　恥ずかしくてそれしか言えなかったが、その一言で橘にはすべて伝わったらしい。

　一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた顔をした彼は、「どういたしまして」と返してきた。その返事を聞くなり襖に向き直った真珠の右耳は、ひっきりなしに動いていた。
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　自室に備えつけられている露ろ天てん風ぶ呂ろの脱だつ衣い所で浴衣ゆかたに着終えた真珠は、どんな顔をして寝しん室しつに戻ればいいのかわからずにオロオロしていた。

（だって、昨夜は必死だったからここまで恥ずかしくなかったし、緊張もしなかった。最後の夜になると思ってたからそれどころじゃなかったし……。だけど今夜はっ）

　姫巫女の治療と今夜から名前が変わったことの説明が済むと、木蓮は真珠と橘を食堂に促うながした。遅おそい時間だからと少なめに準備されていた夕ゆう餉げを済ませて自室に戻ると、寝室にはすでに二組の布ふ団とんがぴったりと並べて敷しかれていた。そのうえ揃そろいの浴衣まで準備され、恥ずかしさのあまり真珠は橘を露天風呂に押し込み、彼が上がるなり入れ替わりで自分も逃にげ込んだ。いつもより念入りに身体からだを洗ってしまったのは、これから先のことを考えてのことだ。

　一度だけ深呼吸して、真珠はようやく足を進める。

（恥ずかしい。だけど……、だけど、橘とひとつになりたい）

　腹を括くくって戻った寝室はすでに灯あかりが消され、月見窓から光が差し込んでいた。布団の上に座って月を見上げていた橘の横顔も月光に照らされている。

「橘」

「……こっちはずいぶん月が大きいな」

「ああ、うん。それに、ここは毎晩満月だから、月が欠けるなんて信じられなかった」

「ははっ、だろうな」

　いつも通りの彼に緊張が解ほぐれると、それまで立っていた耳が揺ゆれる。こっち、と手招きされて素す直なおに橘の隣となりに座った真珠の、折れた右耳の先に彼が恭うやうやしく触ふれた。

「この耳のおかげで、おまえだって思い出せた。……こんなことになるとは思わなかったけど」

「嫌いやなのか」

「まさか」

　橘が笑う。それを見てとくりと心臓が高鳴った。

　もう二度と会えなくなると思っていたのに、こんなに近くにいる。手を伸ばせばすぐに触れられる距きよ離りに。

　そっと、橘の髪かみに触れた。

「……どうして」

「ん？」

「どうして、わたしを貰もらい受けるだなんて。……初対面で追い出そうとしたのに」

「おまえ……、この状じよう況きようでそんなこと訊きくか？」

　すぐさま頷くと苦く笑しようされた。

　姫巫女の前で、堂々と自分をいとおしいと言ってくれた橘を疑う気持ちは微み塵じんもない。けれど、今夜を逃のがしてしまえばこうして直接訊くことなど恥ずかしくてできそうになかった。

「そうだな……。はじめは、厄やつ介かい事ごとだと思った」

「……前に直接言われた」

「よく覚えてるな。クリニックで働けって言ったのも、そうすればおれに嫌気がさして出て行くと思ったからだ。こき使われて嬉うれしいヤツなんかいないからな」

　髪を撫でていた真珠の手を取り、橘は甲こうにくちづける。ぴくりと震ふるえた手を引かれ、抵てい抗こうせずに胸に倒たおれ込むとやさしく腕うでが回される。

「……なのに、おまえはずっと一いつ生しよう懸けん命めいだった」

「橘……」

「気づいたら目で追ってた。この耳もしっぽも、意地っ張りなとこも、ぜんぶかわいくて」

　ちょん、としっぽをつつかれた。びく、とさっきよりも大きく反応を返した真珠の頭のてっぺんに橘の唇くちびるが触れる。

「真珠、すきだ」

「！」

　橘の告白に両耳がぴんと立つ。嬉しくて嬉しくて、無意識にしっぽを振ってしまう。それを見た橘が、やっぱりかわいいと言いながら揺れるしっぽを撫でた。

「んっ……！　しっぽ触さわるな……」

「いいだろ、別に。で、おまえは？　おれにだけ言わせんのか？」

「……。……嫌なヤツだと思った」

　だろうなぁ、と間延びした相あい槌づちをうつ橘に、この際だとばかりに打ち明ける。

「勝手に名前つけるし、横暴で口は悪いし、金にうるさいし、動物にしかやさしくなかったし」

「それで？」

「偉えらそうだし、散々こき使うし、……だけど。だけど、真しん剣けんで……。動物が好きで、本当はちゃんとやさしくて、わたしのことも嵐さんのことも助けてくれた」

　ぎゅっと橘の浴衣にしがみついた。

　背中に回された橘の手が熱い。ゆっくりと撫でられて、吐はく息が震える。

「住む世界が違ちがうから、すきになっても叶かなわないと思ってた」

「叶ったか？」

「叶った……。橘、すごく……、すごくすきだ」

　そう言うなり組み敷かれた。抵抗するでもなくじっと彼を見つめると鼻先にくちづけられる。橘の唇はそのまま真珠の額、そして両りよう頰ほおに掠かすめるように触れた。

「……そこじゃない」

「ん？」

「ちゃんとここに」

　して、と言うより早く塞ふさがれた唇をやわらかく食はまれる。くすぐったさに綻ほころんだそこに、ぬるりと肉厚な舌が入り込んで来た。重ねられ、絡からめられて吸われる。ぎこちなくその動きを真似まねて、混ざりあった唾だ液えきを飲み下すとふわりと体温が上がった。

「うまくなった」

「……よくわからない」

　鼻先を合わせ、ふたりでくすりと笑い合う。すべてがごく自然で、さっきまでの緊きん張ちようが噓うそのようだ。

　橘の首に腕を回そうとしたが、その前に帯を解かれた。

「白いな。真っ白なうさぎだったから真珠って名前にしたけど、間ま違ちがってなかった」

　橘の言葉に、伝えられずにいた掟おきてのことを思い出す。

「……言ってなかったことがある」

　頰に添そえられた手に自分のそれを重ね、唇に引き寄せた。ちらりと舐なめて顎あごを擦こすりつけた真珠に橘が目を細める。

「なんだ？」

「月の一族には掟があって、一生添い遂とげると誓ちかい合った相手から名を貰う。それに、裸はだかも。生しよう涯がいの伴はん侶りよにしか見せてはいけない」

「へぇ。ということは、おれたちは逆か？」

「結果的には。真珠と名づけられて、どうしようかと思った。裾すそをたくし上げるのも嫌だったし、治ち療りようでなければ足も見せたくなかった」

　素直にそう言うと、今は？　と視線で尋たずねられた。真珠はゆっくりと首を振る。

「橘に呼ばれると、どきどきする。名前も気に入ってるし……、身体にも触ってほしい」

「それならよかった」

　会話をしているうちにすべて脱ぬがされ、心こころ許もとなさを感じていると橘が身体を起こした。浴衣ゆかたを脱ぎ捨てて真珠に覆おおい被かぶさってくる。直接触れる体温が心地ここちいい。

「あったかい……」

　腕を回した背中が広かった。感かん触しよくを確かめるように手のひらを這はわせると、橘の手が同じように動く。部屋の空気が、とろりとあまく濃のう密みつになっていった。

「……。昨夜は、誘さそってやっと触ってくれたのに」

　恥はずかし紛まぎれにぼそりとつぶやいた。小さい声だったが、橘の耳にもしっかり届いたらしい。

「おまえな……、裸も見せないようなヤツにそんながっついたことできるか。それに、ちゃんと一いつ緒しよにいられるようになるまでは、最後までしたくなかったんだよ」

　思わぬ告白に目を丸くした真珠の白い首筋に橘が舌を這わす。喉のど元もとに軽く歯を立てられて両耳がふるりと震えた。その耳を左手で撫なでながら彼の舌は鎖さ骨こつをなぞっていく。華きや奢しやな身体は陶とう器きのようにきめ細やかな肌はだをしていて、月の光に照らされて淡あわく光って見えた。

「んっ、耳やだ……！」

「かわいいんだから触らせろ」

「横暴過ぎっ」

「それは褒ほめ言葉だな」

　真珠の照れ隠かくしにも腹を立てることなく橘が笑う。彼の目に映っているのは自分だけで、それだけのことなのに鼓こ動どうが速まった。

　ぺろりと唇を舐められて、その舌を無意識に追いかければ橘はすぐに深いくちづけをくれる。応こたえているうちに橘の右手が脇わき腹ばらから胸を撫で上げた。ささやかな突とつ起きを見つけ、そこを執しつ拗ように捏こねられる。

「……っ」

　こぼれそうになる声はくちづけでかき消された。呼吸もままならずに身体からだを捩よじると橘が唇を離はなし、するりと身体を下げていく。

「あ、ぅ……っ」

　ぷつりと尖とがった右胸の飾かざりを舌で押し潰つぶすように愛あい撫ぶされる。反対側は摘つままれ、くるくると円を描えがくように刺し激げきされた。

　いつもは意識することもない場所も橘が触っていると思うだけでじんわりと快感の波が生まれる。その波は身体を巡めぐり、ひたひたと真珠を満たしていった。

「う、んっ……」

「敏びん感かん。……かわいいな」

「かわいくなんか……っ！」

「やっと言えるようになったんだ、好きなだけ言わせろ」

　ちゅっと音を立てて右胸の突起にくちづけられ、左を軽く吸われる。歯を立てられた微かすかな痛みすら快感にすり替かわった。

「んんっ」

　背筋がぞくぞくして思わず胸を突つき出してしまうと、布ふ団とんから浮ういた背中にするりと腕を差し込まれた。「腰こし上げろ」と言われて従った真珠のしっとりと汗あせばんだ背中をゆるりと撫でた橘の手が、しっぽに辿たどり着く。

「あ！」

　そこをふわりと撫でられ、根元を揉もまれる。快感とはほど遠い場所のはずなのに、ともすれば乳ち首くびを摘ままれるよりも強い快感が生まれた。

「やっ、やだ！　なんでっ……!?」

「ここもおまえの性感帯だからだろ」

「そんなの知らない……っ」

「知らなくていい。おれが覚えておく」

　くるりと身体を返された。抵抗する隙すきもなく腰だけを高く掲かかげたような体勢にされ、羞しゆう恥ちで顔が熱くなる。

「嫌いやだ、こんな恰かつ好こう！」

「ぜんぶ見せろ」

　手足をばたつかせる真珠にかまうことなく、橘はするすると腰周りに手を這わせた。

「んっ、や……っ」

「……瘦やせ過ぎ」

　浮き出た腰こし骨ぼねを撫で、そのまま確かめるように立ち上がった中心を一度だけそっと握にぎる。

「ひ、ぁ！」

　背中が大きくしなった。背中から真珠をすっぽりと抱だき込んで、橘はうなじに唇くちびるを押し当ててくる。重ねられた左手に指を絡めると首筋に歯を立てられた。

「は……っ」

　背中に密着した橘の腹部も、自分と同じくらい汗ばんでいた。鍛きたえられた腹筋にしっぽが押し潰されているのに痛みはなく、むしろじわじわと快感を覚えてしまう。昨夜触ふれた彼の熱が太ふと腿ももの内側をたわめた。ぬるりとした感触に、それが蜜みつをこぼしていることを知る。

（もう、こんなに……）

　橘の中心の変化に、真珠もまた身体の熱が上がっていくのを感じた。もっと触れてみたいと思うままにぬるつくそれを太腿で挟はさむと、背後から低い唸うなり声が聞こえてくる。

「真珠、脚あしやめろ」

「どうして……？」

「ほんとにおまえは……っ」

「あ！」

　真珠の脇腹から腰にかけての曲線を何度も行き来していた手が右耳に伸のばされる。根元から撫で上げられ、折れた耳の先を指の腹で揉まれた。

「ん、んんっ！」

　耳になにをされても快感にしかならない。刺激は下腹部に直結し、真珠の中心から蜜が滴したたった。右耳をいじる手はそのままに、橘は腰を緩ゆるく動かす。

「あ、ぅん、ん……！」

　規則的にしっぽが押し潰され、橘自身を挟み込んだ太腿からはぬちゅぬちゅと音が立った。昂たかぶった中心を橘の熱に裏側から擦られて、その卑ひ猥わいさと快感に目を開けていられない。

「あぁ、あ……っ、きも、ち、いっ……！」

「……は、……っ、どうする……？　一回、このまま出すか……？」

　掠かすれた声で尋ねられ、真珠は必死に首を横に振ふった。そして、昨夜は言えなかった言葉を唇に乗せる。

「ひと、つ……っ、ひとつに、なりたい……！」

　やっと願いを告げられた解放感に全身が震ふるえた。

　たった八文字だけれど、想おもいを確かく認にんしなければ言えなかったのだ。

　橘は無言で身体を起こし、真珠の腰を固定する。なにを、と問いかける前にしっぽに息を吹ふきかけられた。小さく揺ゆれたそれに指先で触れてから、真珠の腰骨に軽く歯を立てる。

「んっ」

　嚙かまれた場所に微かな痛みが走り、ふるふるとしっぽが揺れた。

「今の、なに……」

「キスマーク」

「き……？」

「あとでゆっくり見ろ」

　ぐっと割り開かれた双そう丘きゆうの狭はざ間まに吐と息いきがかかる。自分でも見たことがないような奥まった場所に空気が触れ、ざわりと総毛立つ。伸ばされた手が真珠の中心を緩く握ったのと、蕾つぼみに舌が這わされたのはほぼ同時だった。

「あぁ！」

　身体が大きく跳はね、体重を支えていた腕うでからがくりと力が抜ぬけた。

　枕まくらに顔を突っ伏ぷし、背中をたわませて感じたことのない刺激をやり過ごそうとしても橘は手も舌も止めようとしない。慎つつましい蕾を解ほぐすようにたっぷりと唾だ液えきを乗せた舌が襞ひだに沿って蠢うごめく。慣れない感覚に萎なえかけた中心に橘の指が絡からまった。くびれを執拗に撫で、蜜を塗ぬり込めるように動く。

（こんなところを舐なめられるなんて……！）

　そこでつながるという知識はあっても、そのためにどんな準備が必要なのかまでは知らなかった。ましてや橘がその場所を舐めるなんて。

　ぴちゃりと音を立てて舌を翻ひるがえすのは間ま違ちがいなくわざとだ。わかっているのに簡単に煽あおられる。

　橘の手が真珠自身から離れても、そこはもう萎えることはなかった。ふるふると震え、快感を享きよう受じゆしていると彼に伝えてしまう。

　尖らせた舌先を蕾に捻じ込むようにされて、粘ねん膜まくを舐められる強い刺激に膝ひざの震えが止まらない。時折、しっぽのつけ根を緩かん急きゆうをつけて握られる。そこへの刺激は耳と直結しているようで、耳も小刻みに動いて反応を返す。ぬぷぬぷと舌を出し入れされて、真珠は無意味に首を振った。

　汚きたない、恥はずかしい、なのに止やめてほしくない。むしろ、もっと触さわってほしい。もっと、奥まで。

「ん、ぅんんっ」

　蕾がしとどに濡ぬれ、綻ほころびはじめる頃ころには真珠の腰があやしく揺らめいていた。身体の中で上がった熱がぐるぐると渦うず巻まき、出口を探している。

　はぁ……、と息を吐はくとその瞬しゆん間かんを狙ねらっていたかのように橘の長い指が後こう孔こうに入り込んだ。

「っ！」

「痛いか？」

　くちゅりと音が立つほど濡れたそこに第二関節分まで指を埋うめて、橘が訊きいてくる。その声がやさしくて、真珠は小さく首を振った。

「いた、く、ない……っ」

「痛かったり、気持ち悪くなったらすぐ言えよ」

　彼は真珠の様子を窺うかがいながらじわじわと指を根元まで収めていく。

　思っていたよりもすんなりと指を吞のみ込んだそこは、少しだけ違い和わ感かんを覚えながらもぎこちなくそれを締しめつけた。

　いつもは動物たちを治ち療りようしている指。その指が自分の中に埋まっている。しかもこれは橘とつながるための準備だ。

「あ……っ、中、おかしい……っ」

　つ……、と中に入っている指の根元に舌を這はわされてびくびくと太腿の内側が震える。

　橘の指だと思えば思うほど、身体からだの奥が彼をほしがってしまう。

「おかしくない。指、動かすぞ」

「んっ……」

　埋められた指が少しずつ前後した。その動きに合わせて真珠自身にじわりと蜜が滲にじみ、橘はそっとそれの根元を握る。快感を引き出すためではなく、むしろ堰せき止めるような動きだったが、真珠に気づく余よ裕ゆうはない。

「ここらへんだな……」

「あぁ！」

　橘の指がそこを掠めた途と端たん、真珠の身体がびくりと震えた。彼は見つけたばかりのそこを押すように刺し激げきする。びりびりとした強い刺激に身体の制せい御ぎよが利きかない。

「あっ、や、やぁ……っ！」

「ここ、ちゃんと覚えろ。……そしたら一いつ緒しよに気持ちよくなれる」

　強い刺激は少しも気持ちいいと思えないのに中心は萎えることなく、それどころか先せん端たんからたらたらと蜜をこぼした。橘が根元を縛いましめていなければ、とっくに達していただろう。

「……顔、見たい……。このかっこ、もう、やだ……っ」

　恥ずかしいからではなく、されるがままの体勢が嫌だった。

　快感に力が抜けてしまっていては、昨夜のように刺激し合うことはできないだろう。けれど、たとえなにもできなくても、彼がどんな顔で自分に触れているのか知りたかった。

　橘は一度指を抜き、真珠の身体を支えて丁てい寧ねいに仰あお向むけに寝ねかせる。指が抜けただけで身体を震わせるとぎゅっと抱だきしめられた。

（橘の身体も熱い。すごい汗あせ……）

　密着したせいで彼の熱が太ふと腿ももに触ふれた。さっきよりも熱く、濡れていることが嬉うれしい。

「橘……、したい……？」

　は、は、と短い呼吸を繰くり返しながら尋たずねた真珠に、橘は「当然だろ」と言って腰こしを擦こすりつけた。その卑猥な動きにこくりと喉のどが鳴る。触りたい、と彼の熱に伸ばした手を阻はばまれた。

「後でいくらでも触らせてやるから、もう少し待ってろ」

「んっ、あ……！」

　抱きしめられたまま膝を割られ、再び奥に指が埋まる。さっきと違ちがう、と驚おどろいて橘を見ると「二本だ」と本数を教えられた。

　どうしよう、とすっかり霞かすみはじめた頭で考える。指だけでこんなに気持ちいいのに、太腿に触れているこの熱が入ってきたら、どうなってしまうだろう。

「た、橘……っ」

「秀一朗だ、真珠」

　中に馴な染じんだ指をぐるりと回して橘が言う。そんなことをされたら名前など呼べるはずがないのに「いい子だから言ってみろ」と真珠を唆そそのかし、あの場所を二本の指がぐっと押す。

　全身を緊きん張ちようさせながら快感をやり過ごして、そっと名前を呼んだ。

「しゅ……っ、しゅういちろ……？」

「よくできました」

　舌ったらずに呼んだ真珠を抱きしめて橘はくちづける。

　入り込んだ舌と埋められた指とが同じリズムで真珠の上下の粘膜を搔き回した。ぐちゅぐちゅと音を立てているのがどっちなのかもわからないほどに翻ほん弄ろうされ、溶とけてしまいそうだ。

「……ふ、ぅ……っ、んぅ……！」

　鼻にかかった甘ったるい声が漏もれる。

　いつのまにか指は三本に増やされていた。異物感は薄うすれ、ただただ気持ちよくて橘の腕に縋すがりつく。そうしなければどこかへ放ほうり出されてしまいそうだ。

「悪い……、ほんとはもっと、ゆっくり慣らしてやりたいけど」

　くちづけを解き、ずるりと指を抜いた橘が真珠の首筋に顔を埋うずめてつぶやいた。

　吐息が熱い、と身体を震ふるわせる真珠の汗に濡れた前まえ髪がみをいとおしげに撫なで梳すいて、ぬるつく自身をやわらかく綻んだ蕾にあてがう。

「あ、……っ、はや、く……！」

「ここまできて煽るな」

「秀一朗……っ」

　彼の熱を中で感じたくて、腰を揺らしながら名前を呼ぶと橘は眉まゆを寄せて苦く笑しようした。

　後孔がひくついているのが自分でもわかる。こんなにほしいんだから早く、と橘を見つめた真珠の額に自分の額を一度だけ合わせてから、彼は決して急ぐことなく慎しん重ちように腰を進めた。

「はっ、あ……っ、ん、んっ、あぁ……！」

　ぐっと入り込んだ彼自身に身体が逃にげをうつ。痛みは微み塵じんも感じないのに征せい服ふくされていく圧あつ迫ぱく感かんが、橘とつながっているという事実を伝えてくる。

　呼吸を止めてしまった真珠の頰ほおを舐めた橘は、ぴんと伸のびた耳に触れながら深呼吸を促うながす。そうされてやっと細い息を吐き出した真珠の顔中にくちづけを降らせて、橘は挿そう入にゆうを再開した。

「キツ……。つらくないか？　しっぽは？」

「へい、き……っ」

　じりじりと腰を進めてくる橘を、目を閉じてしまいそうになるのを堪こらえて見上げた。苦しげに眉を寄せた彼の額に汗が浮ういている。壮そう絶ぜつな色いろ香かにくらくらした。

　あんなに熱く大きく育っていた自身を、こんなにもゆっくりと埋めてくるのは橘が真珠を思いやっているからに他ほかならなかった。

　どこまでもやさしい彼がいとおしい。痛くてもいいから、早くすべて埋めてほしかった。

「……っ、まだ締めるな」

「だっ、て……っ。中、勝手に、きゅうきゅうする……っ」

　不規則に、啜すするように真珠の内側が橘の中心を刺激する。彼自身がどくりと脈打って真珠はまた息を詰つめた。こら、と鼻先に軽く歯を立てられ橘を睨にらむ。

「睨むな」

「なん、でっ」

「かわいいからに決まってる」

「！」

　何度目かわからない橘からの〝かわいい〟という単語に全身がぶわっと熱くなる。

　腰を進めながらくちづけられた。合わされた唇くちびるも絡からまった舌も熱く、こぼれた唾だ液えきを拭ぬぐってくれる指先の感かん触しよくにすら身体が震えてしまう。

　ややあって橘の動きが止まり、唇が離はなれた。ぎゅっと抱きしめてくる彼に応こたえて背中に腕うでを回す。　>>>♥

「これ……、秀一朗のぜんぶ……？」

「そうだ、ぜんぶ入った。痛くは……、なさそうだな」

　密着しているせいで、真珠自身が萎なえることなく立ち上がったまま蜜みつをこぼしていることなど簡単に知られてしまう。橘はすぐに動こうとはせず真珠の身体を撫でさする。

（……気持ちいい。だけど、それ以上に──）

　どうしてこんなに嬉しいんだろう。ぽろりとこぼれたつぶやきに橘も嬉しそうに「おれもだ」と返してゆるりと腰を揺ゆらしてくる。

「ん……！」

　自分の内側が橘の形になっているのがわかる。引き抜ぬき、戻もどされたのはほんの少しの長さなのに、ゆっくりとした動きのせいで熱さも太さもまざまざと感じた。

　真珠の表情から苦痛の色は窺うかがえず、橘は少しずつ動きを大きくしていく。そのあいだもずっと抱きしめられたままで、重なった胸からお互たがいの鼓こ動どうが伝わる。

「や、ああっ！」

　ぐり、と橘自身がそこを刺激した。思わず橘の背中に爪つめを立てると「猫ねこみたいだな」とつぶやかれた。言い返したくても同じ場所をまた擦られてしまえばなにも言えない。

「あ、あ、ぁ……っ」

「中、うねってる……」

　わけもわからずしがみつくと、それを合図に橘の動きが変わった。

　顎あごを掬すくわれ、嚙かみつくようにくちづけられる。今までとは真逆の、獰どう猛もうな獣けもののようなそれにどうにか応えるあいだも腰の動きは止まらず、大きく出し入れされて聞くに堪たえない水音が部屋中に響ひびいた。

　狭せまい内側を蹂じゆう躙りんしてくる橘自身を誘さそうように真珠の中が蠢しゆん動どうする。最さい奥おうを穿うがたれ、真珠は堪たまらずに顔を背そむけた。

「はっ、は……ぁっ！　う、んんっ、しゅ……っ！」

「すごく、いい……っ」

　切せつ羽ぱ詰つまった橘の声に、なぜか胸が締しめつけられた。それと同時に中にいる橘のこともきゅうきゅうと食い締めてしまう。その動きに、ふたりで息を詰めた。

　はじめての行こう為いでこんなに感じて、快感に弱い身体からだだと呆あきれられたらどうしようと怖こわくなったが、反応を隠かくすことなどできない。

「あっあっあっ……！」

　規則的な律動に翻弄され、汗あせで滑すべる背中にしがみつく。「もっ、と……！」とつぶやけば、橘は唐とう突とつに身体を起こした。

「あぅ、あぁ、ん！　ふ、深いぃ……っ！」

「だから煽あおるなって、言ってんだろ……！」

　つながったまま抱だき起こされ、あぐらをかいた橘の上に座る体勢を取らされた。自分の重みでより深く彼自身に貫つらぬかれ、真珠の口からはひっきりなしに甘く濡ぬれた嬌きよう声せいが漏れる。肩かた口ぐちに顎を擦りつけると、橘は動きを止めずにふっと笑った。

「また、顎擦りつけて……。気に入ったか？」

「あ、んっ、うんっ……！　しゅういちろ……っ、す、すき、ぃ……！」

　奔ほん放ぽうにほしがり自分の想おもいを伝えれば、中の橘がまたぐんと育った。

　これ以上は無理だと思っていたのに、さらに奥を拓ひらかれる感覚に声をなくす。ずんずんと下から突つき上げられ、愛あい撫ぶされていなかった中心を握にぎり込まれた。蜜でぐちゅぐちゅに濡れたそこを数回扱しごかれただけで、最後の瞬しゆん間かんがすぐそこに迫せまってくる。

「ん、んんっ！　もっ、出る……っ」

「ああ」

「一いつ緒しよ、が、いいっ」

「わかってる……」

　快感に震える両手で橘の両頰を包み、触ふれるだけのくちづけをした。ぎゅっと抱きすくめられ、一ひと際きわ大きく突き上げられて迎むかえた放ほう埒らつの瞬間は、同時だった。

「あ、ああぁっ」

「……っ、く」

　身体の一番奥を濡らされる感覚に全身が震えた。自分のなにもかもが橘のものになった気がして真珠は恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

　強くしがみついていたせいで腕はだるく、今すぐにでも眠ねむってしまいそうなほど疲つかれていた。けれど離れたくはなくて、つながりを解こうとした橘に「やだ……」と掠かすれる声で抵てい抗こうする。

「まったく……」

「……だって、せっかくひとつになれたのに……。秀一朗はもう離れたいのか？」

「そういうことじゃねぇ」

　文句を言いながらも橘はつながったまま真珠を布ふ団とんに横たえた。また組み敷しかれるような体勢になり、思わず身じろぐと身体の中からぐちゅりと水音が立つ。

（これ……、秀一朗の……？）

　水音の原因に気づいて顔を赤らめると、橘が真珠の首元に顔を埋うずめてきた。「タチ悪わりぃ」とつぶやいてそっと耳を撫なでてくる。

「あ……！　だ、だめ……っ」

　達したばかりで敏びん感かんになっている身体は、耳を撫でられただけでも中にいる橘を締めつけてしまう。達してもまだしっかりと硬かたさを保ったままだった彼自身に存在を主張され、返された刺し激げきに首を反らした。

「だから言っただろ？　こうなるから抜こうとしたのに」

「う……」

「まぁ、そういう無意識にいやらしいとこも、かわいくてすきだけどな」

　直ちよく截せつな愛情表現に抗こう議ぎしようとしたが、いたずらに奥を突かれては感じてしまって口を開けない。

　その反応に気をよくした橘は、けれどそれ以上は腰こしを使わずにずるりと自身を引き抜き、ぴんと真珠の額を弾はじいた。

「欲よく張ばんな。あっち戻ったらゆっくりできんだから、初夜はここまで」

「！　し、初夜とか言うなっ！」

「違ちがったか？」

「ち……、違わないけど……」

　さらに赤くなった真珠の髪かみをくしゃくしゃと撫で、枕まくら元もとで丸まっていたふたり分の浴衣ゆかたを身体にかけられる。なにをするんだろう、と思っていると身体がふわりと浮ういた。

「わ！」

「風ふ呂ろ行くぞ」

「言ってから動け！」

　こんなに甘い雰ふん囲い気きで、横よこ抱だきにされているのに会話はいつもとなにも変わらない。それが少しおかしくて、泣きたくなるほど嬉うれしい。

　もう離れなくてもいいんだ、と真珠は橘にぎゅっとしがみついた。




　　　　＊＊＊




「行くのか」

　翌日の夜、月の世界の端はしにある結界の前に着くと、そこにはすでに木蓮がいた。昨日とは打って変わってすっきりした顔の彼にゆっくりと近づく。

「はい、木蓮兄さま。また、つぎの満月にまいります」

「身体に留意するようにな、真珠」

「ありがとうございます」

　姫巫女は目に見えて回復し、人間で獣じゆう医いの橘はその事実だけで一族から歓かん迎げいされた。もちろん、橘を月の世界に連れて来ることができた真珠もすっかり一人前扱あつかいだ。それもこれもすべて、昨夜の点てん滴てきで体調が元に戻った木蓮の働きがあってこそのことだが。

「橘、世話になったな」

「ああ、抗こう生せい剤ざいが効いてよかった」

「自然界にあるもの以外は身体に害を為なすという考えそのものが古いと身を以て知った。西洋医学も奥が深い」

　思っていた通り、橘と木蓮は気が合ったらしく今朝からずっと医学話で盛り上がっている。そのおかげで、一族は距きよ離りは保ちつつも真珠の伴はん侶りよとなった橘に一目置くようになった。

　感謝しているのにうまく表現できないだけだろう、と木蓮が言ってくれたから真珠もそう思うことにしている。

　長い一日だった、と大きな満月の昇のぼった空を見上げて感かん慨がい深ぶかく思う。

「ふたりとも、またつぎの満月に」

　木蓮はそう言って軽く手を上げる。はい、と返して頭を下げるとすぐ後ろで結界がはらりと解けた。

　木蓮に手を上げ返した橘と一緒に結界を抜けると、すぐにゆらりと結界が張り直される。一いつ瞬しゆんで世界が変わり、真珠と橘は月見山に戻もどっていた。

「こっちの月は、もう満月じゃないんだよな」

　大きく伸のびをしてから橘が鞄かばんを担かついで言う。

「ああ、今夜は十六夜いざよいだからな。欠けはじめてる」

「ふうん。あ、耳としっぽ消せるか？」

　言われた通りにすると、姫巫女から新しく贈おくられた淡あわい翡ひ翠すい色いろの着物を着た真珠に目を細めた橘が、すっと手を差し出す。

「帰るぞ」

　言葉の意味を理解して、真珠は橘の手に自分のそれを重ねた。大きな手のひらは、ぎゅっと真珠の手を握ってくる。握り返せば指をすべて絡からめてつなぎ直された。

「……どんな顔をして戻ればいいんだろう。わたしが帰ってきておかしく思わないかな」

「思うわけねぇだろ。みんな、真珠が帰ってきて喜ぶ」

　手をつないでゆっくりと歩く。

　昨夜駆かけ上がった道を、まさかこうして下りることになるなんて夢にも思わなかった。

「難しく考えんな。しあわせそうな顔して戻ればいい」

　立ち止まり、真珠の顔を覗のぞき込んできた橘に頷うなずくと、くしゃりと髪を撫でられる。

「帰ったら藤田がうるせぇぞ」

「どうして？」

「おまえのこと、攫さらってくるって言ってある」

　威い張ばるように言われて恥はずかしさに俯うつむく。そんなことを聞かされては、ますます戻りにくい。

「……藤田さん、なにか言ってたか？」

「ああ、健けん闘とうを祈いのる！　って暑苦しく言われた」

　橘は嫌いやそうな顔でそう言ってから、頭のてっぺんに唇くちびるを押し当ててくる。

「今のうちに補ほ充じゆうしとく」

「補充ってなにを……」

「真珠」

「……！　なに言って……っ」

「おまえはいらない？」

　やわらかな声で言われ、答える代わりに真珠は橘の胸に飛び込んだ。大きな鞄を持っていてもびくともせずに自分を受けとめてくれた橘を腕うでの中から見上げる。

　自然と距離が縮まって、唇が重なった。

　触れるだけのくちづけを解いた真珠が橘の向こうに見たのは、きれいな十六夜の月。

　自分が出した答えはひとつも間ま違ちがっていなかったと確信して、真珠は橘と歩き出した。月明かりに照らされて帰り道にふたり分の影かげが浮かぶ。

　その影は、しあわせそうに寄り添そっていた。







　あとがき







　はじめまして。相良みこと、と申します。

　このたびは、デビュー作『押しかけ兎の恋わずらい』をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。うさうさもふもふ、いかがでしたでしょうか。ほんの少しでも楽しんでいただけたのであれば嬉うれしいです。

　投とう稿こう作ではなく、はじめからお話を作るにあたり、当時の担当さまから「けも耳いかがですか？」とのお言葉をいただき、ふっと頭に浮うかんだのがお風ふ呂ろのあのシーンでした。そこから、いろいろと試行錯さく誤ごを重ね、紆う余よ曲きよく折せつを経て、うさぎの神しん獣じゆうの末っ子真しん珠じゆと嫌いや味みな獣じゆう医いの橘たちばなのふたりが生まれたわけです。

　少し目を離はなすと脇わきキャラに愛情を注ぎ始めそうになるわたしを、現担当のＡさまが軌き道どう修正してくださり、的確なご助言で導いてくださったからこそ、こうして円満でしあわせなラストに着地することができました。本当にありがとうございました。

　けも耳はおろか、ファンタジー的な要素を持ったお話を思いついたこともなかったので、戸と惑まどいも多々ありましたが、こうしてお話を書き終えてみると自分の好きなアイテムやポイントがたくさん入り込んだものになりました。着物とお風呂については多方面から好きなアイテムですし、医い療りよう関係も好きです。そしてなにより、わんこが大好きです！　ハスキーもポメも、雑種もみんな違ちがってみんな好きです！

　さて、そんな動物好きなわたしが、現在の担当さまからイラストを引き受けてくださった先生のお名前を聞いた瞬しゆん間かん、感動やら緊きん張ちようやらで挙動不ふ審しんになったのは言うまでもありません。

　三み尾お先生、お忙いそがしい中、かわいい真珠とかっこいい橘、そしてそして愛くるしいわんこやにゃんこやうさぎたちを描かいていただけて、幸せです。真珠の和服も橘のケーシーもとっても素敵で、先生の表紙に恥はじない内容にしなければ！　と、改めて奮起いたしました。本当に本当に、ありがとうございました。

　そして、これまで一読者だったわたしに、ルビー文庫で執しつ筆ぴつする機会を与あたえてくださった小説大賞関係者の皆みなさま、読者審しん査さ員の皆さまには感謝してもし尽つくせないほどでございます。この機会を活いかし、これからも精進していきます。ありがとうございました。

　最後に、親友のＫとＳ、そしてＪさま。書き表せないほどに、本当に、本当にありがとう。

　ここまで読んでくださったあなたさまへ、たくさんの感謝を込めて！　またつぎのお話でお会いできますように……。




　平成二十六年　五月　　十三夜に
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